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まさ に 「 フ ァ シ ズム 」 と いう 名 前 を 作り 上 げた 男 、 ベ ニー ト ・ ア ミル カー レ ・ ア ンド レア ・ ム ッ 
ソリ ー ニ は 、 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー と ドイ ツ 国 家 社 会 主義 を 第 一 に 認識 する 人 々 の 間 で 、 さ ら 
に は 、 両 者 が どの よう に 同じ 基本 的 な 世界 観 に 奉仕 し て いた の か を 認識 し て いる 人 々 の 
中 で も 、 し ば し は 無視 され 、 無 視 さ れる こと が 多い 。 ユ ング の 名 言 「 ヒ トラ ー は 精神 的 な 
器 で あり 、 半 神 性 で ある 。 さ ら に 良い の は 、 神 話 で す 。 … ム ッ ソ リー ニニ は 男 だ 」 と いう 言葉 
は も ちろ ん 正確 だ が 、 ヒ トラ ー を 高く 評価 する と いう より も ムッ ソリ ー ニ を 軽視 する た め に 
使わ れ す ぎ て いる 一 一 単なる 人 間 に 偉大 な こと は で き な い の だ ろう か ? な ぜ 私 た ち は コ 
ルネ リュ ー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 、 オ ズ ワ ル ド ・ モ ズレ ー、 ホ セ ・ ア ント ニオ ・ プ リモ < デ ・ リ ベラ 
な どの 人 々 を 正当 に 評価 し て いる の に 、 ム ッ ソ リー ニニ は 「 彼 は ヒト ラー で は な か っ た 」 と 
いう 以外 の 理由 で 解任 され な い の で し ょ うか ? ム ッ ソ リー ニニ は 、 私 た ちの 闘争 に 貢献 し た こ 
と 、 そ し て イタ リア と その 国民 に 対す る 彼 の 真 の 価値 が 私 た ちの チャ ン ピ オ ン の 神殿 で 
正当 に 認め られ る べき で ある 。 


この 目的 の た め に 、 私 た ち は い くつ か の 異な る 主題 に 触れ な けれ ば な り ま せん 。 そ の 
最初 の 主題 は 、 ム ッ ソ リー ニ の 行動 と ビジ ョ ン に 必要 な 背景 つま り フ ァ シ ズム の 台頭 前 
お よび 台頭 中 の イタ リア の 歴史 の 現実 で す 。 私 た ち が 取 り 上 げ る 他 の 主題 は 、 イ タリ ア 人 
の 性 格 、 ひ いて は ムッ ソリ ー ニ 自身 の 性 格 を 扱い ます 。 マ キャ ベリ が ムッ ソリ ー ニ に 与え た 
影響 。 そ し て 最後 に に イタ リア の 人 種 政策 に 関す る ムッ ソリ ー ニ の 目標 と 、 フ ァ シ スト /NS 
世界 観 に お ける イタ リア < ファ シズ ム の 強固 な ルー ツ に つい て 検討 し ます 。 


本 題 に 入る 前 に ちょ っ と し た 余談 と し て 、 こ の 記事 を 書く に あたっ て 、 私 は 何より も 
ニコ ライ 。 ヴ ァ シ リエ ヴィ チ ・ ウ スト リャ ロフ が 提供 し た イタ リア の ファ シン ズム と その 権力 の 
台頭 に 関す る 分 析 に 依存 し 、 さ ら に いく つか の 追加 点 を ジュ リア ス ・ エ エヴォ ラ と その 伝記 
か ら 引 用 する こと に 注意 し て お きま す 。 イ タロ バル ボ の 「 フ ァ シ スト の 生涯 」、 ク ラウ デ 
ィ イオ ・G・ セ グレ 著 。 
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イタ リア は 分 断 さ れる 


ロー マ 帝 国 の 最後 の 崩壊 か ら 何 世紀 に も わた っ て 、 ロ ー マ 進 軍 ま で の 何 世紀 に も わた 
っ て 、 統 一 され た イタ リア は 存在 し ませ ん で し た 。 こ の 時 代 は 、 ク レ メ ン ス ・ フ ォ ン ・ メ ッ 
テル ニ ヒ の 名 言 「 イ タリ ア は 地理 的 な 表現 に すぎ な い 」 に よっ て 最も よく 特徴 づけ ら 
れ て いま す 。 イ タリ ア な ど と いう も の は 存在 せ ず 、 む し ろ 独 特 の 地理 的 広がり を 持つ さ 
ま ざ ま な 州 や 地方 が 、 そ れ ぞ れ 独 自 の 首都 や 統治 形態 を 持ち 、 外 国勢 力 の 直接 の 影響 
下 に 存在 する こと が よく あり まし た ( 例 : 的 に フラ ンス 、 ド イツ 、 オ ー ス トリ ア ) 。 こ れ 
は 当然 、 文 化 的 な 地域 的 相違 の 発展 に つなが り 北部 人 が 南部 人 を か ろう じ て 理 解 で 
きる ほど 、 ま た その 逆 に 十分 に 異な る 方 言 の 形成 に さえ つなが り ま し た 。 


それ で も 、 統 一 へ の 明確 な 衝動 が あり 、 リ ソル ジメント で 最初 の 表面 的 な 勝利 を 
収め 、 最 終 的 に 単 一 の イタ リア 国家 が 設立 され まし た 。 こ れ は 表面 的 な 勝利 で ある 。 な 
ぜ な ら 、 そ れ は 特異 な 国家 の 創設 を 説明 する だ け で あり 、 特 異な 民族 の 創設 を 説明 す 
る も の で は な いか ら で あ る 。 な ぜ な ら 、 イ タリ ア の 人 々 の 間 の 何 世紀 に も わた る 古い 分 
断 は 、 イ タリ ア の 土地 が そう で あっ た よう に 、 ま だ 克服 され て いな か っ た か ら で あ る 。 マ 
ッ シ モ < ダ ゼ リオ 著 : 「 我 々 は イタ リア を 作っ た 。 今 度 は イタ リア 人 を 作ら な けれ ば な 
ら な い 。」 上 

この 単なる 表面 的 な 統一 の 結果 、 イ タリ ア は 内 部 的 に は 大 きく 分 像 し た まま と な 
っ た 。 2 つの 州 の 合併 が 試み られ 、 そ れ ぞ れ の 支配 エリ ー ト が 以前 の 権力 と 同等 の 地 
位 を 維持 し よう と 奮闘 し 、 他 の 社会 階級 も それ ぞ れ の 州 の 歴史 に よっ て 規定 され た 特 
定 の 地域 利益 を 求め て 争っ て いる 、 と いう 状況 を 想像 し て みて くだ さい . 状 況 と 宮 服 す 
る の が 困難 な 課題 。 
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ここ で 、2 つの 州 で は な く 10 の 州 が ある と 想像 し て くだ さい 。 こ れ は 、 イ タリ ア が 真 に 統一 され る 
た め に 直面 し て いた 本 当 の 闘争 で し た 。 
どの 社会 集団 も 、 そ の 基盤 と し て 機能 する こと を 現実 的 に 望む こと は で きま せん 。 

真 の 統一 を 目指 し て は いる が 、 む し ろ 内 部 分 裂 を さら に 助長 する だ け で ある 。 明 確 な 社会 階級 が 
存在 し な か っ た と いう 事実 

全体 的 に イタ リア の どこ で も 問題 は さら に 複雑 に な り 、 む し ろ 利 害 が 対立 する こと が 多い 比較 的 
似 た グル ー プ の 寄せ 集め と な っ た 。 た と えば 、 イ タリ ア の 「 農 民 」 は 、 小 財産 所 有 者 、 農 民 、 メ ザ ド 
リ 、 お よび 短期 労働 者 で ある ブラ ッ チ ャ ン テ ィ の 組み 合わ せ で し た 。 こ れ ら の グル ー プ の 割合 は 
州 ご と に 異な り ま し た 。 も ちろ ん 、 こ れ ら の 多彩 な グル ー プ は いずれ も 社会 主義 や 共産 主義 の 影 
響 が 及ぶ 肥 決 な 土壌 で あっ た た め 、 世 紀 末 の イタ リア で は 彼ら が 顕著 に 台頭 し 、 真 の イタ リア 統 
ー の 最大 の 敵 と な っ た 。 


これ ら は すべ て 、 イ タリ ア の 多く の 人 々 の 中 か ら 漠 然 と 定義 され た 1 つの 例 に すぎ ませ ん 。 
さら に 、 こ の 方 法 で イタ リア 全土 に 存在 する 多く の 分 断 を 分 類する 方 法 も 同様 に 、 多 く の 人 々 の 中 
の 1 つ に すぎ ませ ん 。 地 域 の 歴史 (そし て イタ リア 統一 に 向け た 複雑 さ ) は 、 無 法 地帯 の 南部 で 
の み 形 成 さ れ 得 た イタ リア の マフ ィ ア に よっ て も 説明 で きま す 。 イ タリ ア の 知識 人 た ち は 、 皆 が 自 
分 た ちの 地域 の 伝統 を 代表 する いく つか の 概念 を 推進 し て いた た め 、 彼 ら 自 身 の 間 に 団結 を 持 
た ず 、 そ の た め 共 和 党 員 、 君 主 主義 者 、 民 主 主義 者 、 保 守 派 、 自 由 主義 者 な どの 通常 の 容疑 者 だ け 
で な く 、 特 に イタ リア 人 「 ガ リバ ルディ アン 」 も 存在 し た 。 そ し て 「 マ ツィ ニア ン 」。 


さら に 、 こ の バラ バラ な イタ リア 社会 と 新た に 形成 され 統一 され た 、 し か し 不器用 で 優柔 
不断 な 国家 と の 間 の 溝 が 深まっ て いた 。 産 業 、 農 業 、 そ し て 新た に 形成 され た ブル ジョ ワ の 利益 
は すべ て 互い に (そし て 上 で 強調 し た よう に 、 彼 ら 自 身 の 内 部 で も ) 、 そ し て 国家 その も の と の 
間 で 、 彼 ら の うち の 誰 に 訴訟 を 起こ すか を 決定 し た か に 応じ て 、 す べ て 戦争 状態 に あっ た 。 教 会 も 
同様 に 緊張 を 抱え て いた 
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イタ リア の すべ て の 政治 国家 と の 歴史 的 な 対立 の た め 、 (控え め に 言っ て も ) 国 
家 と の 関係 は 悪化 し て いる 。 シ ンジ ケー ト 連盟 、 人 民 銀 行 、 地 方 の 募金 基金 、 さ ま 
ざま な 協会 、 協 同 組 合 . カ トリ ッ ク お よび け 社 会 主義 評議 会 な ど 、 地 方 の 自己 組織 形 
態 が ます ます どこ に で も 誕生 し て いま し た 。 


見 落と され が ちな 大 き な 要 因 の 一 つ は 、 当 時 イタ リア は 人 口 過 多 を 経験 し て お 
り 、 そ れ が より 多く の 居住 空間 を 求め て イタ リア の 復興 運動 の 動機 を 部 分 的 に 刺激 
し 、 か つて 存在 し た さま ざま な 国家 に 影響 を 与え て いた の と 同じ 外国 勢力 と の 岐路 
に 立た され た と いう こと で ある 。 統 一 前 の イタ リア で 。 


人 口 骨 剰 と 、 優 柔 不 思 な 統一 イタ リア の 経済 的 混乱 が 海外 へ の 大 量 移住 を も 
た らし た 。1881 年 か ら 1901 年 に か け て 、 イ タリ ア 人 の 移民 数 は 100 万 人 強 か ら 300 
万 人 を は る か に 超え る 数 に 急増 し 人 気 の 目 的 地 は 人 口 の 少な い ア メリ カ や 他 の ヨ 
ー ロ ッ パ 諸国 と な っ た 。 ア フリ カ 、 ア ジア 、 オ セア ニア に 移り ます 。 1908 年 まで に 
すでに 海外 に 500 万 人 以上 の イタ リア 人 が お り 、 「 イ タリ ア 国 旗 の な い イ タリ 
ア 植民 地 j や 「 貧 者 の 帝国 主義 」 と いっ た 言葉 が この 状況 を 正確 に 言い 表す も の と 


な っ た 。 


人 口 過 剰 の 問題 は 、 必 然 的 に 、 広 範 な 大 衆 の 貧困 と 闘う た め に イタ リア を 工業 
化す る と いう 目標 を 促進 し まし た 。 

し た が っ て 、 統 一 され た イタ リア の ナシ ョ ナリ ズム は 経済 的 必要 性 の 目標 と 密接 に 
並行 し て 発展 し 、 イ タリ ア の プロ レタ リア ー ト の た め の 戦 い に お いて マル クス 主義 
社会 主義 と 直接 対決 し た 。 イ タリ ア の ナシ ョ ナリ ズム と 帝国 主義 / 再 帰 主 義 に は 、 彼 
ら に と っ て 明らか に プロ レタ リア 的 な 色彩 が あっ た 。 イ タリ ア の 国境 の 拡大 を 助け 
る こと は イタ リア の 労働 者 自身 の 利益 で あっ た 。 イ タリ ア 移 民 は 自分 自身 と 祖国 イタ 

リア の た め に 働く べき な の に 、 外 国勢 力 の た め に 奴隷 と し て 働い て いる と いう 考え 

方 が 墓 延 し て いた 。 


プロ レタ リア ー ト に と っ て の 社会 主義 は 、 イ タリ ア 人 に と っ て の ナシ ョ ナリ ズム 
で あり 、 耐 え 難 い 抑 圧 に 対す る 解放 の 武器 で す 。 と は 何で すか 
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プロ レタ リア ー ト に と っ て ブル ジョ ワ ジ ー と は 、 フ ラン ス 人 、 ド イツ 人 、 イ ギリ ス 人 、 


アメ リカ 人 は 、 ア ル ゼ ンチ ン 人 で あれ 、 ヤ ン キ ー ス で あれ 、 富 裕 層 で す - 彼ら は 私 た ちの も の で す 
英 。 


- エ ン リ コ ・ コ ッ ラ ディ ー ニ 


上 記 の 感情 と 、 こ れ ま で に 提供 し た 歴史 的 背景 は 、 ム ッ ソ リー ニ の 場合 の よう に 、 当 時 
の イタ リア 人 が 一 見 社会 主義 者 と し て 出発 し 、 一 方 で 国家 主義 的 な 態度 を 育む こと が いか 
に 容易 だ っ た か を 示す 良い 指標 と な り ま す 。 さ ら に 、 ド イツ の 歴史 と 国家 社会 主義 の 台頭 の 
前 兆 と の 明確 な 類似 点 を 容易 に 見 る こと が で き 、 そ れ に つい て は この 記事 で さら に 明らか に 
な り ま す 。 


引き 像 か れ た 勝利 


お そら く 、 統 一 され た イタ リア <・ ナ ショ ナリ ズム の 正式 な 歴史 は 、1910 年 12 月 3 日 に フィ レ 
ン ツ ェ で 開催 され た 最初 の ナシ ヨナ リス ト 会 議 か ら 始ま り ま す 。 

し か し 、 こ れ は 19 世 紀 の 疲 れ 果 て た 古い ナシ ョ ナリ ズム で あり 、 も っ ぱら 上 流 階級 と 大 手 
銀行 の 支援 に 依存 し た も の で あっ た た め 、1913 年 に は 下院 で 6 議席 し か 獲得 で き な か っ た 。 


イタ リア の ナシ ョ ナリ ズム は 第 一 次 世界 大 戦へ の イタ リア の 関与 に よっ て 急上昇 し た 
第 二 次 世 界 大 戦 (20 万 人 以上 の 志願 兵 ) 、 国 民 党 と 
回 復 主 義 者 た ち は 、1848 年 、 1859 年 、 1860 年 、 1866 年 の イタ リア 解放 の プロ セス を 
完了 する 機会 と みな し た 。 そ の 歴史 その も の が 、 イ タリ ア が 中 央 同盟 国 の 側 で 戦争 に 参加 す 
る 可能 性 を 否定 し て いた 。 た と え そ の よう な 可能 性 が も て あそん で いた と し て も だ 。 イ タリ ア 
国家 に よっ て 提案 され た が 、 大 衆 の 中 に 完全 な 反対 が あっ た だ ろう 。 で 


1914 年 、 ヘ ムッ ソリ ー ニ は 大 衆 の 代弁 者 と し て 「 フ ラン ス と 戦争 を 始め れ ば イタ リア に バリ 
ケー ド が 築 か れる こと に な る ! 」 と 宣言 し た 。 


よく 知ら れ て いる よう に 、 ム ッ ソ リー ニ が 同盟 を 破っ た の は この 瞬間 だ っ た 。 
社会 主義 者 た ち は 戦 争 支援 を 拒否 し た 。 実 際 、 彼 ら の 
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その 行動 は 、 社 会 主義 運動 と は 明らか に 対照 的 で あっ た 。 

他国 : ヨー ロッ パ の 社会 主義 者 は 愛国 心 を 支持 し て 自ら の 教義 を 破っ た が 、 ロ シア で は その 教義 
が 堅持 され た 。 

革命 的 な 熱意 。 つ まり 、 イ タリ ア の 社会 主義 者 た ち は 愛 国 者 で も 革命 家 と し て も 振る 舞 わ ず 、 完 全 
中 立 を 選択 し た が 、 イ タリ ア の 勝利 を 受け て 、 戦 後 し ば らく は それ が 彼ら の 妨げ と な る こと に な る 。 


ムッ ソリ ー ニ は 最終 的 に 次 の よう に 述べ る に 留まっ た 。 血 だ けが 歴史 の 歯車 を 動か す の で 
す 。」 


さら に 、 ム ッ ソ リー ニニ は その 大 胆 さ を さら に さら に 推し 進め 、 

介入 主義 者 の 組合 「 フ ァ ッ シディ ・ ア ジオ ー ネ ・ レ ボル ツィ オナ リア 」 と 、 

愛国 心 と 革命 、 ナ ショ ナリ ズム と 社会 主義 を 組み 合わ せ た ス ロー ガン 「 今 日 も 明日 も 戦争 、 革 命 
だ ! 」 。 イ タリ ア 参 戦前 の 最後 の 数 日 間 、 彼 は 自信 の な い 国王 に 最後 通 隊 で 脅し 続け た 。 「 祖 
国 の 名 誉 と 未来 は 危険 に さら され て いる 。 今 歴史 の 大 き な 岐 路 に 立た され て いま す 。 最 後 の 言葉 
は 人 々 の も の で す 戦争 か 、 そ れ と も 共和 国 か ! 」 (ILPopolo d'Italia、1915 年 5 月 15 日 ) 。 


最初 の ナシ ョ ナリ ズム の 熱狂 的 な 高まり は 、 戦 争 の 終結 と と も に 必然 的 に 険悪 に な り 、 
「sconfitta vittorial」 と いう 言葉 で 激怒 する よう に な り ま す 。 (敗北 / 勝 利 を 台無し に し た )、 ま た 
は ガブ リエ レ 
ダン ヌン ツィ オ の 「 打 ち 砕 か れ た 勝利 」 と 、 そ の 勝利 を 「 修 復 」 す る よう 求め る 声 が 
イタ リア 全土 に 広がり 始め た 。 「 イ タリ ア ・ イ レデ ンタ 」 の 約束 
ロン ドン 条約 は ウッ ドロ ウ ・ ウ ィ ル ソン 米国 大 統領 の 14 項 目 に わた る 強い 反対 に 遭い 、 最 終 的 に は 
ベル サイ コ 条 約 に よっ て 無効 と な る こと に な っ た 。 


戦争 の 結果 は 決し て 不利 な も の で は な か っ た が 、 
イタ リア に と っ て は 不利 で あっ た が (地政 学 的 な 変化 と いう 意味 で も 、 サ ン ・ ジ ェ ル マン ・ ア ン ・ レ 
ー 条 約 や ラ パ ッ ピロ 条約 に 従っ て イタ リア が どの 領土 を 受け 取っ た の か と いう 意味 で も ) 、 完 全 に 
イタ リア の 約 東通 り で は な か っ た 。 フ ィ ウ メ は 「 打 ち 砕 か れ た 勝利 」 の 強力 な 象徴 と な っ た 。 
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ラ パ ッ ピロ 条約 に より 独立 都市 国家 と 宣言 され まし た が 、 こ れ は 関係 者 全員 に と っ て 
無 意 味 で 人 為 的 な 妥協 で あり 、 誰 も 満足 さ せる も の で は あり ませ ん で し た 。 そ の 後に 
起こ っ た 出来 事 は 、 さ ま ざ ま な 意味 で 、 イ タリ ア の ファ シズ ム を 生み 出す こと に な る 大 
規模 な 国民 的 反応 の 前 兆 / 小 宇宙 と し て 見 る こと が で きま す 。 


ウス トリ ヤ ロ フ は 次 の よう に 述べ て いる 。 「 イ タリ ア で 『 フ ァ ン ズム は どこ か 
ら 来 た の か 』 と 尋ね る と 、 彼 ら は こう 言う だ ろう 」 - 必 然 的 に 導き 出さ れる 答え は 、「 フ 
ァ シ ズム は 戦士 た ちの 怒り か ら 生 まれ た …」 と いう こと に な る だ ろう 。 - ドイ ツ で 非 
常に よく 似 た こと が 起こ っ た こと の 反響 で あり 、 戦 間 期 の エル ンス ト <: ユ ン ガ ー の 記事 
で 詳し く 説明 され て いま す 。 両 国 の 最前 線 の 兵士 た ち が 帰 国 後に 目撃 し な けれ ば な ら 
な か っ た 状況 に も 、 さ ら な る 類似 点 が 見 られ る 。 


当時 の イタ リア は 現在 と 同様 に 人 気 の 観光 地 で し た 。 裕 福 な 観光 客 は 高価 な 
ホテ ル に 住ん で お り 、 彼 ら は イタ リア を 美術 館 、 歌 手 、 芸 術 家 の 国 だ と 考え て いま し た 。 
彼ら と 一 緒 に 暮らし て いた の は 、 前 線 を 見 た こと は な か っ た も の の 私 腹 を 肥やす た 
め に イタ リア の 軍需 産業 化 を 搾取 し 、 投 機 し た 「 ニ ュー マネ ー」 軍 人 や 成り 上 が り の 
予備 兵 た ち だ っ た 。 彼 ら 5 は 「 ペ シカ ニ 」 、 つ まり 「 サ メ 」 と い 2 軽 蔵 的 な 名 前 を 自分 た 
ち に 与え て し まい ます 。 優 柔 不 断 な 政治 家 に よっ て 率い られ た か な り 新 し く て 貧し い 
国 で ある イタ リア に と っ て 、 同 じ 戦 時 中 の 工業 化 が 悲惨 な 結果 を も た らし た の だ 。 限 
界 まで 緊張 し 、 勝 利 を 経て よう や く 平 時 経済 へ の 過渡 期 に 切り 替わり つつ あっ た が 、 こ 
れ は 戦争 が 明らか な 段階 に 達し つつ ある 中 、 他 の より 古く より 経験 を 積ん だ 国々 が す 
で に ゆっ くり と 途切れ る こと な く 移 行 し つつ あっ た も の で ある 。 結 論 。 実 際 、 国 家 が この 
動き か ら す べ て を 得る 新興 ブル ジョ アジ ー と 銀行 の 要求 に 屈し た た め 、 戦 争 が 終わ っ 
た に も か か わら ず 、 大 産業 は 成長 を 続け た 。 


裕福 な 外国 人 観光 客 、 裕 福 な 資本 家 、 イ タリ ア の 勝利 を 盗ん だ 裕福 な 裏切り 者 
の 「 同 盟 国 」 、 世 界 中 の 裕福 な 軍人 の 騰 病 者 と 成り 上 が り 者 、 
一 方 、 平 均 的 な イタ リア 人 は 貧し く 、 生 活 す る の に 苦労 し て いま し た 。 
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失業 率 と イン フレ 率 が 上 昇 する 中 、 自 国 が 「 勝 利 し た 」 国 と な っ た 。 「 フ ァ シ 
ズム は 戦士 た ちの 色 り か ら 生 まれ た 」 一 一 第 一 次 世界 大 戦 の イタ リア 戦略 員 
400 万 人 の うち 、350 万 人 以上 が 大 都市 の 産業 化 政 策 に よっ て 大 き な 打 撃 を 受 
けた 村 の 出身 だ っ た 。 も ちろ ん 、 こ れ ら すべ て は 同様 に イタ リア の 社会 主義 者 を 
復活 させ 始め 、 彼 ら は 戦争 が 資本 主義 の 利益 の た め に の み 行 われ た と いう 物 
語 を 推進 し た 。 


レッ ドア ド バ ン ス 


社会 不安 が 増大 し 、 農 業 暴動 が 国 中 を 席巻 し 、 南 部 で 最も 暴力 的 な 症状 に 達 
し 、 寄 せ 集 め の 「 農 民 」 の 内 部 分 像 が さら に 顕在 化し 始め 、 田 舎 の プロ レタ リア 
・ ブ ラッ シア ン テ ィ が 最も 革命 的 な 左 細 分 子 と 肩 を 並べ る 。 


農地 の 問題 は 非常 に 悲惨 な 次 元 に 達し 、1919 年 10 月 に 国王 は 自ら の 土地 の 
大 部 分 の 所 有 権 を 放棄 し まし た 。 
州 改 府 は 状況 を 緩和 する こと を 望ん で いる 。 

都市 で は 労働 者 が 戦時 中 の 工業 化 に よっ て も た ら さ れ た 有利 な 足場 を 利 
用 し て 物質 的 状況 を 確保 し 改善 し て お り 、 革 命 ロ シン ア の 影響 で 労働 者 は 1919 
年 以来 ニッ ティ 政府 が 主導 する イタ リア 国家 に 対し て ます ます 多く の 要求 を す 
る よう に な っ た 。 そ れ は 、 改 革 と ニッ ティ 自身 が 「 資 本 と 労働 の 結合 」 を 目指 し 
た 「 新 し い 労働 民主 主義 の 神聖 な 理念 」 と 呼ん だ も の を 通じ て 、 イ タリ ア の 数 
多く の 問題 を 解決 し よう と する 新しい 進歩 的 な イタ リア の ブル ジョ アジ ー を 代 
表し て いた 。 


ムッ ソリ ー ニ は この 時 期 を 次 の よう に 特徴 づけ て いま す 。 ブ ル ジ ョ ワ は 社 
会 主義 の 外観 を 帯び 、 社 会 主義 者 は ブル ジョ ワ へ と 成長 し て いっ た 。 の 


全体 の 雰囲気 は ハー フト ー ン で 描か れ て いま し た [メッ ゼ ティ ント ]。」 
それ で も 労働 革命 は 前 進 を 続け 、 同 じ 戦 争 の 余波 に よっ て 活性 化し 、 そ の 
始ま り は 
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酸素 を 事実 上 遮断 し て いた 。 冶 金工 場 (戦争 か ら 多大 な 利益 を 得 た ) は 、1919 年 2 月 に 主要 

な 冶金 学者 連合 と の 労働 協約 に 署名 する こと を 強制 され 、 労 働 者 に は 他 の 権利 と 利益 と と も に 
1 日 8 時 間 の 労働 が 認め られ 、 協 約 の 実現 は 直接 監督 され た 労働 者 自身 に よっ て 。 し か し すぐ 
に 30 万 人 の 労働 者 が 新た な 要求 を 掲げ て スト ライ キ に 突入 する 。 ニ ッ テ ィ は 工場 と 工場 の 所 
有 者 が これ ら の 要求 に 同意 する こと で 、 革 命 的 な 錠 僚 を 満た し て いる だ け だ と 主張 する 。 わ ず 
か 約 4 か 月 後 の 2 月 18 日 、 ミ ラノ は 少な く と も 1 万 人 規模 の 労働 者 デモ に 震 手 し た 。 5 月 全体 が 
ダメ に な る 


暴動 に よっ て 。 
ファ シズ ム が 最初 の 暫定 的 な 根 を 下ろ し た の は この 頃 で す 。 

3 月 23 日 に は 第 一 回 ファ シス ト 会 議 が 開催 され 、9 月 初旬 に は ダン ヌン ツィ オ が フィ ウメ を 占領 
し 、 イ タリ ア 国 家 を 不安 定 な 外交 状況 に 追い 込む 。 実 際 、 ニ ッ テ ィ 政権 は あら ゆる 面 で 失敗 し 、 
ブル ジョ ワ 、 社 会 主義 者 カト リック (中 道 左派 の ポポ ラー リ が 代表 ) と いっ た 対立 する すべ て 
の 勢力 や 利益 と 友好 関係 に な ろう と し た た め 、 中 途 半 端 な 対策 と 妥協 で 全員 か ら の 支持 を 失っ 
た 。 1919 年 11 月 の 議会 選挙 は 社会 主義 者 (156 議 席 ) と ポポ ラー リ (100 議 席 ) の 大 勝利 で 
終わ る が 、 ニ ッ テ ィ 自身 は 票 の 比例 休 を 高め 、 全 体 の プロ セス を より 有利 な も の に する た め に 
先行 選挙 改革 を 実行 し て いた ニッ ティ を 大 い に 落 胆 さ せ た 。 民 主 的 な 。 今 に し て 思え ば 、 こ の 改 
革 は 古い 支配 者 リベラ ル 窒 頭 制 の 自殺 行為 だ っ た と 言え る だ ろう 。 


1920 年 、 ニ ッ テ ィ 政権 は つい に 崩壊 する こと に な る 。 

彼 の 代わ り に 、 イ タリ ア 国 民 に は お な じみ の ジョ ヴァ ン ニ ・ ジ ョ リッ ティ が 復帰 する が 、 彼 
は ニッ ティ と は 異な り 工 業 より も 農業 を 支持 し て お り 、 そ の た め 彼 の 政策 は 産業 利益 の 肥大 化 
し た 寄生 虫 に 対抗 する も の と な っ た 。 こ の こと は 依然 と し て 彼 を 社会 主義 者 と 資本 主義 者 の 両 
方 に 敵対 さす せる こと に な る だ ろう 。 彼 ら は 基礎 的 な 地位 を 維持 する こと に 興味 を 持っ て いた 
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それ ぞ れ の 利益 を 追求 する た め の 現 状 。 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー、 労 働 者 、 銀 行 、 協 同 組合 の 反対 が 一 致し て あ 
ら ゆ る 面 で 彼 を 挫折 させ た が 、 彼 は 最終 的 に は ニッ ティ の 足跡 を た どり 工場 所 有 者 や 雇用 主 に 労働 
者 の 要求 に 屈する よう 提案 する こと に な っ た 。 


工場 閉鎖 を 恐れ て 要求 する 。 

し か し 社会 主義 者 た ち は 限 界 点 に 達し 、1921 年 1 月 に 党 は 正式 に 社会 主義 者 と 共産 主義 者 
の 2 つ に 分 裂 し まし た 。 こ こ 数 年 、 党 内 で の 分 裂 は ゆっ くり と 、 し か し 着実 に 広がっ て いた が 、 そ の 最 
大 の 原因 は 、 真 に 象徴 的 な 指導 者 、 つ まり ムッ ソリ ー ニ を 失 っ た こと に よる も の で あり 、 レ ー ニ ン の 次 の 
発言 を 裏付け る も の と な っ た 。 彼 は 一 流 の 人 物 で あり 、 イ タリ ア で 我々 の 党 を 権力 の 座 に 導い た で あ 
ろう 人 物 だ 。」 そ の 代わ り に 社会 主義 者 に は 、 党 主流 路線 か ら 右 に 転じ た ビッ ソラ ティ の よう な 人 物 
が 残さ れ た 。 ト ゥ ラテ ィ は いか な る 過激 派 の 概念 も 嫌っ て いた 。 そ し て 、 党 多数 派 指導 者 の セラ ッ テ ィ 
は 、 革 命 ロ ン ア に 同情 し て いた に も か か わら ず 、 常 に 中 道 派 の 中 途 半 端 な 政策 を 追求 し 続け た 。 彼 ら 
の 誰 も 革命 を 前 進 させ る こと が で きず 、 イ タリ ア の 社会 主義 は 議会 闘争 と 陰謀 の 現象 また は ムッ ソリ 
ー ニ が それ を 表現 し た 「 パ スタ 社会 主義 」 に と ど ま る こと を 確実 に し た 。 そ れ で も 社会党 指導 者 に も 
か か わら ず 、 革 命 的 態度 は 自然 に に そし て 激しく 高まり 、 必 然 的 に 暫定 的 な 社会 主義 者 と 急進 的 な 社 
会 主義 者 の 間 の 分 裂 を 余儀 な くさ れ ま し た 。 


共産 主義 者 。 

革命 精神 は 1920 年 の 夏 と 秋 、 激 し い ゼ ネス ト の 時 期 に 最高 潮 に 達し まし た 。 7 月 は アン コー 
ナ で の 軍事 反乱 に よっ て 特徴 付け られ まし た 。 5 月 末 に 冶金 学者 の 会 議 が ジェ ノヴァ で 開催 され 、6 
月 18 日 に 要求 は 実業 家 連 盟 に 伝え られ る が 、 合 意 に は 達し な か っ た 。 双 方 の 代表 は ユダ ヤ 人 で ある 。 
これ に 応じ て 労働 者 た ち は ゼ ネス ト の 組織 化 を 開始 し 、8 月 30 日 に は 「 ロ ミオ 」 工 場 が ロッ クア ウト を 
組織 し 、 労 働 者 た ち は こ れ に 応じ て イン ド と イン ド の 約 300 の 工場 を 占拠 し た 。 
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ミラ ノ 郊 外 に ある 。 す ぐに 最初 の レッ ドガ ー ド が 組織 され ます 。 


その 間 ず っ と 、 国 家 は 無力 な まま で あり 、 こ れ ら の 急速 に 発展 する 出来 事 に 影響 を 与え る こ 
と が で きま せん 。 ジ ョ リッ ティ は ブル ジョ ア 政 党 に 対し 、 工 場 か ら の 労働 者 の 強制 立ち 退き は 技 
術 的 に も 司法 的 に も 不可 能 で ある と 告げ る 。 革 命 の 火 は 近隣 の 都市 に 広がり 、 冶 金 学者 に は 郵 
便 を 含む 他 の 分 野 の 労働 者 も 加わ っ た 。 郵 便 配 達 員 は ブル ジョ ア 工 場 の 所 有 者 に 宛て た 手紙 を 
工場 を 占拠 し て いる 労働 者 に 直接 配達 する こと に な る . 興 味 深い の は 、 年 初 に は 同様 の スト ライ 
キ 解 決 で 政府 を 支援 し て いた に も か か わら ず 、 ポ ポラ リ 族 は 蜂起 を 支持 し て いる と いう こと で あ 
る 。 


ここ で 、 共 産 主 義 急進 派 ゲ ン ナ リ が 紛争 を 経済 的 要求 の 段階 か ら 完 全 に 政治 的 乗っ 取り 
に 進め る よう 推進 する 一 方 、 ダ ラ ゴ ナ 率い る 労働 総 同盟 は 改革 主義 的 な 行動 方 針 を 維持 し 、 内 部 
分 像 が 表面 化し 始め た 。 ス トラ イキ を 歓迎 し な が ら も 、 ス トラ イキ に 政治 的 性 格 を 与え る こと は 
否定 し た 。 最 終 的 に ダラ ゴナ は 他 の 衝 健 派 ト ゥ アル ティ と セラ ティ の 支援 を 受け て この 対立 に 勝 
利 し 、 事 実 上 革命 の 前 進 を 遅らせ る こと に な る 。 イ タリ ア の 社会 主義 者 た ち は 、 工 場 を 乗っ 取る こ 
と は で きる が 権力 を 掌握 する こと は で きず 、 ゼ ネス ト は で きる が 直接 的 な 政治 行動 は で き な い こ 
と を 証明 し た 。 


ジョ リッ ティ は 直ちに 社会 党 内 の 変化 を 利用 し 、 社 会 党 の 経済 的 要求 へ の 支持 を 表明 し 
た 。 こ れ に より 、 国 家 と 社会 主義 者 と の 間 の 妥協 へ の 道 が 開か れ 、 両 者 と も 同様 に 熱望 し て お り 、 
労働 者 に 対し て さら な る 譲歩 を する 形 で 9 月 19 日 に 合意 に 達し た 。 工 場 は 撤去 され 、 正 常 な 状態 
が 回 復 し た が 、 ジ ョ リッ ティ が 提示 し た 新た な 妥協 案 で ある この 現状 は 満足 され て いる 。 


産業 家 で も 労働 者 で も な い 。 後 者 の 場合 は これ 
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その 結果 、 一 部 の 穏健 社会 主義 者 指導 者 が 労働 者 に よっ て 急進 派 や 過激 派 を 支持 する 投票 で 党 
の 地位 か ら 外 され た 。 

政府 の 危機 は さら に 深まる ば か り で あり 、 そ の 状況 が 明らか に な っ て いる 
国家 は まさ に 麻痺 し て お り 、 何 の 改革 も 推し 進め る こと が で きず 、 む し うろ 常に 出来 事 の 後 を 引 き 
ずり 、 新 た な 状況 に 直面 し 、 方 向 仁 を 示す こと は で き な か っ た 。 あ ら ゆ る 場所 で 不安 が 増大 し 、 暫 
定 的 な 中 途 半端 な 対策 と 無策 が 結果 的 に 騒 々 し いも の と な っ た 。 


抜本 的 な 解決 策 と 極端 な 措置 を 求め て いま す 。 

肉体 労働 に 対す る 絶え 間 な い 譲 歩 は 、 奇 妙 な 逆転 現象 を 生み 出し た 。 
そこ で は 、 そ の 労働 者 は 、 専 門 家 や 技術 者 の 資格 の ある 労働 者 より も 高 賃金 で あっ た が 、 そ の 結 
果 、 彼 ら の 大 半 は 社会 主義 者 を 支持 は せ ず 、 代 わり に 、 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー が 危機 に 瀬 し て いた 当時 、 大 
学 と と も に ブル ジョ ワ 政 党 の 側 に 立っ た 。 普 遍 的 に 嫌 わ れ て いる 。 ポ ポラ リ は 労働 者 の 側 に 立っ 
た た め に 、 愛 国 主 義 者 や ブル ジョ ア 階 級 か ら の 支持 を すべ て 失い 、 何 も 得 ら れ な か っ た 。 村 は 暴 
動 、 強 盗 、 ポ グロ ム に よっ て 緊張 し た 。 軍 人 た ち が 軍 服 を 着 て 街 に 現れ る こと は 、 イ タリ ア を 多大 
な 犠牲 を 出し た 戦争 に 引き 込ん だ 者 た ち へ の 報復 を 求め る 声 に 四方 八方 か ら 包囲 され る こと に 
な る た め 、 安 全 で は な く な っ て いた 。 実 際 、 最 も 革命 的 な 分 子 に よっ て 推進 され て 、 愛 国 心 の 考え 
方 に 対す る 一 般 的 な 攻撃 が 本 格 化 し て いま し た 。 ウ スト リャ ロフ は この 動き に つい て 次 の よう に 
評価 し て いる 。 「 ま る で 赤色 革命 が 「 イ タリ ア の 価値 を 失墜 させ る 」 こ と を 目標 に 設定 し た か 
の よう だ っ た 。 そ れ 自 体 と し て は 、 こ れ は 犯罪 より も 悪質 で あり 、 間 違い で し た 。」 


ファ ジ シスト の ドラ ゴン 


赤色 革命 が 勢い を 失い 内 部 分 裂 に 見 舞 わ れ 事 実 上 立ち 消え に な る 一 方 で 、 愛 国 心 、 復 興 主 義 、 民 
族 主義 の 感情 は 臨界 点 に 達し て お り 方 向 性 の ある 成果 を 切実 に 必要 と し て いた 。 1919 年 3 
月 23 日 、 第 一 次 世界 大 戦中 の イタ リア の アル ディ ティ スト ー ム トル ー パ ー は か つて ダン ヌン ツ 
ィ イオ を 追っ て 
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フィ ウメ 軍団 兵 、 そ の 他 の 元 前 線 戦闘 員 は ミラ ノ の サン ・ セ ポル クロ 広場 に ある 専門 学校 の 小さ 
な ホー ル に 集まり 、 愛 国 的 な 怒り 、 同 器 国 に 対す る 憎しみ 、 同 盟 国 に 対す る 軽 蔵 に よっ て 団結 し 
た 。 

自身 の 弱い 政府 と 、 異 な る 種類 の 革命 へ の 渦 望 。 

彼ら は ムッ ソリ ー ニ 率い る 最初 の ファ シン スト で あり 、 「 連 合 」 と し て 組織 され た 。 

戦争 戦闘 員 」 - Fascio di combattimento。 ほ と ん ど が 元 だ っ た 

社会 主義 者 と サン ディ カリ スト 、 そ し て ムッ ソリ ー ニ 自身 も まだ 彼 の 「 社 会 主義 者 」 の 過去 ( こ 
れ に つい て は この 記事 の 次 の 主要 な 部 分 で ある イタ リア の 性 格 に つい て 詳し く 説明 し ます ) へ の 
忠誠 心 を 維持 し て お り 、 地 元 の 労働 者 は 彼 の 新しい 組織 を 好意 的 に 見 て いま し た 。 こ の 結果 、 ミ 
ラノ 郊外 で の 労働 者 の スト ライ キ の 際 、 地 元 の 工場 が 占拠 され た 際 に 掲げ られ た の は 赤旗 で は 
な く 、 国 旗 で あり 、 ム ッ ソ リー ニ の 新しい 新聞 『 ポ ポロ : デ ィ タ ー リ ア 』 だ っ た 。 喜 ん で 労働 者 を サ 
ポー ト し ます 。 し か し 、 こ の 新聞 は すぐ に その 表現 を 「 週 刊 社 会 主義 新聞 」 か ら 「 労 働 者 と 戦闘 
員 の 新聞 」、 つ まり 「Giornale dei combententi e dei produttori」 に 変更 し ます 。 


レッ ド ・ ア ド バ ン ス の 最盛 期 に 行わ れ た この 最初 の 会 合 は 、 シ ー ド と な っ た 。 

それ は 社会 不安 の 肥 決 な 土壌 に 植え られ 、 ま だ 顕在 化し て いな い 社 会 主義 者 の 反乱 や 愛国 的 な 
エネ ルギー に よっ て 影 が 薄く な っ て いる と ころ に その 根 を 深く 掘り し 下げ て いま す 。 イ タリ ア は まだ 
ファ シズ ム の 準備 が で き て いな か っ た し 、 同 様 に ファ シン スト も まだ 舞台 に 上 が る 準備 が で き て お 
ら ず 、 当 時 の あり ふれ た 政治 的 定型 と あり きた りな 「 急 進 主義 」 の 真っ た だ 中 に 自分 自身 を 見 つ 
け よ うと 努め て いた 。 そ の 初期 の 頃 、 フ ァ ン シン ズム は まだ いく つか の 社会 主義 政党 や 民主 主義 の 公 
式 を も て あそん で いた が 、 そ の 独自 の 特徴 と し て 際立っ て いる 唯一 の も の は 、 ム ッ ソ リー ニニ が 言っ 
た よう に 、 「 国 を 戦争 に 呼ん だ 者 た ち 」 の 非常 に 鮮やか な 民族 主義 的 な 色合い と 戦闘 的 な 構 
成 で あっ た 。 そ し て 彼女 を 勝利 に 導い た 。」 こ こ で は 国家 主義 者 復興 主義 者 、 そ し て 


愛国 的 な エネ ルギー が その 成果 と し て 現れ 、 大 衆 の 心 の 中 で 社会 主義 に 対抗 で きる 唯一 の 力 と 
し て 現れ る こと に な る 。 し か し 、 こ れ は 以前 の よう な 古く て 疲れ た 「 上 層 部 」 の ナシ ョ ナリ ズム で 
は あり ませ ん で し た 。 
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し か し 、 フ ァ ン ズム と の 死闘 の 最 中 に 、 少 な く と も 現時 点 で は 、 す べ て の 民主 主義 概念 を 水 の 中 に 
投げ 出す こと に な る まで 、 大 衆 ア ピー ル と 民主 主義 の 考え を も て あそん だ ナシ ョ ナリ ズム の 一 形 
態 で あっ た 。 
赤い 革命 家 。 

赤軍 の 前 進 が 最高 潮 に 達し 、 大 衆 の 心 と 魂 を 食い 荒らし 、 競 争 者 の 余地 を 残し て いな か っ 
た 一 方 で 、 ム ッ ソ リー ニ は 慎重 に 様子 そう か が い 、 人 外交 、 復 興 主義 の 野望 の 糧 、 愛 国 的 な 怒り と 好 
戦 的 な 活動 に 関す る プロ パガン ダ に より 多く の 注意 を 払っ た 。 慣 り 。 フ ァ ン ズム は 、 赤 軍 に よる 工 
場 乗 っ 取り の 最盛 期 に も 沈黙 を 保っ て お り 、 そ の 時 を 待ち 、 自 ら の 革命 活動 の 瞬間 を 待っ て いる 。 
そし て その 瞬間 は 、 レ ッ ド ・ ア ド バ ン ス が ひと り 歩 き し 、 広 範 な 反 社 会 主義 的 反応 が 高まり 始め 、 フ 
ァ シ ズム を 伴い 、 そ の 反応 の 中 心地 と な っ た 9 月 の 合意 と と も に 訪れ た 。 11 月 21 日 、 赤 い 革 命 家 
た ち は 人 気 弁護 士 ジ ュ リ オ ・ ジ ョ ル ダ ー ニ を 害 する が 、 こ れ が 最後 の 攻 で ある こと が 判明 し 、 彼 
の 死 が ファ シス ト 時 代 の 始ま り で ある と 特徴 付け る 人 も いる 。 黒 シャ ツ の 部 隊 が 国 中 で 急速 に 立 
ち 上 が り 始 め て いる 。 長 年 に わた る 社会 不安 と 暫定 的 な 中 途 半端 な 対策 に よっ て 時 か れ た ファ シ 
スト の ドラ ゴン の 政 が 、 つ い に 収 穫 の 準備 を 整え た 。 フ ァ シ ズム は 小さ な グル ー プ か ら 全 国 的 な 
現象 へ と 急 成長 し まし た 。 


た と えよ ろ め き 、 分 裂 し な か っ た と し て も 赤色 革 命 が 勝利 する こと は 決し て な か っ た だ ろ 
う 。 そ の 主要 な 目的 の 一 つが イタ リア 人 か ら 祖 国 を 奪う こと だ っ た か ら で あ る 。 国 家 的 緊張 と 国家 
的 勝利 の 信じ られ な い ほ どの 時 期 が 過ぎ た 直後 、 あ まり に も 早 す ず ぎ た か ら だ 。 リ ソル ジメント 以 
来 。 お そら く 傷 つき ボロ ボロ に な っ た で あろ う 国 家 の 誇り は まだ 健在 で あっ た が 、 実 際 、 傷 つい た 
か ら こ そ 、 な お さら だ っ た 。 ウ スト リヤ ロフ : 「 ム ッ ソ リー ニ は 広範 な 大 衆 が 行き 詰まり に ある こ 
と を 発見 し 、 祖 国 へ の 愛 を 猛烈 に 説い て その 行き 詰まり を 吹き 飛ば し た 。」 イ タリ ア の ファ シス ト 
の スロ ー ガ ン の 一 つ 


「 祖 国 は 否定 され る も の で は な い 、 征 服 さ れる の だ ! 」 と 命令 する 。 - ラバ パト リア は ネガ で 
は な く 、 征 服 者 で す ! 
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ファ シン ズム は さま ざま な 場所 で 支持 を 得る よう に な り 、 多 彩 な メン バー が 構成 さ 

れ 、 そ の 考え は し ば し ば 双 盾 する が 、 ま だ 明確 に 定義 され て いな い 感 情 に よっ て 団結 し 
て お り 、 ム ッ ソ リー ニニ は その 感情 を 、 激 し く 過激 な 演説 や 論文 を 通じ て 巧み に 指揮 し て 
いる 。 彼 が いな か っ た ら 、 こ の 運動 (当時 ファ シン スト た ち が 自 分 た ち を そう 呼ん で いた 

「 反 党 」) は 決し て 足場 を 築く こと は で きず 、 対 立 する 派閥 に 分 像 する こと は な か っ た 
で し ょ う 。 彼 は 彼ら の 杖 へ の 攻 で あり 、 そ の 神秘 的 な 感覚 に よっ て 結び 付け られ 、 フ ァ セ 
ス の 象徴 を 作り 出し まし た 。 彼 が ファ シン ズム の さま ざま な グル ー プ を 団結 させ た よう に 、 
さま ざま な イタ リア 人 を ひと つの 国家 に 団結 させ る だ ろう 一 一 「 わ れ わ れ は イタ リア 
を 作っ た 。 


今 私 た ち は イ タリ ア 人 を 作ら な けれ ば な り ま せん 。」 

そし て イタ リア 人 は 急進 的 で 革命 的 な 手段 を 求め て 大 挙 し て ファ シズ ム に 群がっ 
た が 、 社 会 主義 者 や 労働 者 は 残念 な こと に 、 最 終 的 に は それ を 提供 し な か っ た . 極 端 さ 
の 魅力 は 今や 、 黒 シャ ツ 隊 を 創設 し 、 強 さ 、 名 誉 、 決 断 力 、 勇 敢 さ と いっ た あら ゆる 階層 か 
ら 集め られ た まさ に その よう な 人 々 の 資質 に 取っ て 代わ られ た 。 レ ッ ド ・ ア ド バ ン ス は 、 
ファ シズ ム が 戦闘 的 愛国 主義 、 つ まり 社会 主義 と 国家 主義 と 結合 し た 革命 的 訴え の 独 
占 を 失っ て いた 。 ム ッ ソ リー ニニ は こう 宣言 し て いる 。 「 私 は イタ リア 人 を 愛し て いる 。 
私 と 同じ 血 を 持ち 、 同 じ 習 慣 を 持ち 、 私 の 言語 を 話し 、 同 じ 歴史 に 属し て いる 人 々 だ 。 


そし て 、 私 は あら ゆる 国 の あら ゆる 種類 の 寄生 虫 を 憎み ます が 、 労 働 者 を 愛し て いま す … 
生活 を 改善 する た め に 国際 キメ ラ を 受け 入れ る 必要 は まっ た く あ り ま せん 。 自 分 の 祖国 
や 国家 を 拒絶 する 必要 は な い 、 な ぜ な ら 自 分 の 母親 を 拒絶 する の は まず 第 一 に 不条理 
で あり 、 そ れ か ら 犯 罪 的 だ か ら だ …」 


1921 年 まで に 、 黒 シャ ツ は イタ リア の 日 常 生活 の 事実 に な り ま し た 。 


同年 11 月 の ファ シス ト 会 議 の デー タ に よる と 、 フ ァ シ スト 組織 は 次 の と お り で あっ た 。 
産業 労働 者 24.000 人 、 農 業 労働 者 34.000 人 、 農 業 労働 者 18 人 
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地主 数 千 人 、 学 生 2 万 人 、 州 政府 2 万 2 千 人 、 

公務 員 、1 万 8 千 人 の 産業 ・ 質 易 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー、1 万 2 千 人 の 教師 と 「 自 由 な 職業 」 
の 人 々 、 合 計 約 15 万 人 に な る 。 し た が っ て 、 フ ァ シ スト の 3 分 の 1 以上 は 村 の 出身 
で あり 、 さ ら に 3 分 の 1 以上 は 知識 人 で し た 。 


ファ シズ ム は 、 生 まれ な が ら に 熱血 で あり な が ら 、 戦 時 中 の 経験 に よっ て 緊 
張 し 、 行 動 に 移す 準備 が で き て いる 若者 の 間 で 広く 人 気 を 博 し て いる 。 国 家 の 優 
柔 不 断 で 勝 病 な 性 質 が 彼ら を 怒ら せ 、 疑 問 を 抱か せ た 


権利 の 合法 性 と 普遍 的 価値 を 認識 し 、 そ れ が 正しい も の と な る か も し れ な いと 
いう 確信 を 深め て いま す 。 フ ァ シ ズム は 自ら を 若者 の 運動 で あり 、 国 を 若返ら 

せ 、 若 々 し い 活 力 を 取り 戻す こと を 目的 と し た 運動 で ある と 宣言 し て いる 。 こ こ 
で 、 フ ァ シ ズム 内 の 未来 主義 的 要素 (し ば し ば ロー マ の 伝統 主義 的 要素 と 対立 

する こと が あっ た ) が より 急速 に 踊り 始め 、 あ る 時 点 で マリ ネッ ティ は イタ リア 上 
院 を 「 青 年 評議 会 」 に 置き 換え る こと を 提案 する 。 フ ィ ウ メ を 連れ て 行っ た の と 
同じ 若者 が ファ ンズ ム に 参加 し て お り 、 最 も 人 気 の あ る ファ シス ト 賛 歌 は 次 の 
と お り で す 。 

青春 へ の 賛歌 。 


ジョ ヴィ ネッ ツァ 、 ジ ョ ヴィ ネッ ツァ 、 

プリ マ ヴ ェ ー ラ ディ ベレ ッ ツ ァ 。 

ネル ・ フ ァ シ ズ モ と ラ . サ ル ヴ ェ ッ ツ ァ 
デラ ノ ス ト ラ リベルタ 
青春 、 青 春 
美 の 春 、 
ファ シズ ム に は 救い が ある 
私 た ちの 自由 に つい て 。 
ファ シズ ム は 未来 主義 者 と 伝統 主義 者 共和党 員 (共和 国 の 設立 を 支持 す 
る と いう 意味 で ) と 君主 主義 者 知識 人 、 官 僚 、 ブ ル ジ ョ アジ ー、 農 民 地 主 、 中 小 企業 
経営 者 . か な り の 部 分 の 間 で 支持 と 「 同 胞 」 を 見 つけ た 。 
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カト リッ ク 教 徒 ( 反 キ リス ト 教 の 赤い レト リッ ク を 快く 思わ な い ) 、 激 怒 し た 愛国 心 や 
階級 的 利益 に よっ て 動機 づけ られ た あら ゆる 人 々 。 こ れ に より 、 フ ァ シ ズム は 地域 ご と 
に 異な る 味わい を 持ち 、 国 家 分 像 と その 克服 の 両方 示す こと に な り ま し た 。 


ファ シズ ム は 汎 国民 的 な 現象 と し て 生ま れ 、 階 級 の 分 断 を 含む すべ て の 分 断 を 克 服 し 、 
ブル ジョ ワ ジ ー と プロ レタ リア ー ト の 両方 に 当然 の 義務 が ある と みな され る も の を 約 
束 し た が 、 ど ちら か の 條 欲 な 野心 に 対し て 警告 を 発し た 。 そ うし た 警告 の ー つ が ムッ ソ 
リー ニニ か ら 直 接 発 せら れ た も の で 、 次 の よう に 述べ て いる 。 「 フ ァ シ スト 政治 が 資本 
家 に 奉仕 する と 主張 し て は いけ な い 。 さ ま ざ ま な 種類 の ブル ジョ ワ ジ ー が いま す 。 技 術 
的 お よび 歴史 的 な 必要 性 か ら 、 あ な た 自身 が 尊重 し な けれ ば な ら な いも の で す 。 


あな た も 、 産 業 を 創造 し 指導 する 、 こ の 知 的 で 生産 的 な ブル ジョ ワ ジ ー の 必要 性 を 感じ 
て いま す 。 少 な く と も 現在 の 歴史 に お いて は 、 そ れ な し で は や っ て いけ ませ ん 。 そ し て 無 
知 な ブル ジョ アジ ー、 怠 情 で 寄生 的 な ブル ジョ アジ ー が いる 。 […] 安心 し て くだ さ 

い 。 も し 資本 家 界 が 私 た ち が 彼 ら に 過剰 な 特権 を 与え る こと を 望ん で いる な ら 、 彼 ら は 
間違っ て いる で し ょ う 。 彼 ら は 私 た ちか ら そ の よう な も の を 受け 取る こと は 決し て あり 
ませ ん 。 し か し その 一 方 で 、 悪 い 意味 で ブル ジョ ア 化 し た 一 部 の 労働 者 サー クル が 、 選 
挙 で あろ うと な か ろう と 、 私 た ちの シス テム か ら 不 当 な 優位 性 を 吸い 上 げた いと 望ん で 
いる と し た ら 、 

彼ら も 同様 に 誤解 する だ ろう 。 彼 ら は 決し て そん な も の を 見 る こと は な いで し ょ う 。., 別 の 場面 で は 、 

「 ブ ル ジ ョ アジ ー が 私 た ち が 彼 ら の 避雷 針 に な っ て くれ る こと を 望ん で いる な ら 、 彼 ら は 間違っ て いる だ 
ろう 。」 と も 述べ て いる 。 フ ァ シ ズム は 自ら を 「 起 業 家 に と っ て は 友人 だ が 、 ブ ル ジ ョ ワ と は 友人 で は な 
い 」 と 宣言 し て いる 。 

この 広範 な 支持 と 若い 支持 者 た ちの 行動 へ の 渦 望 を 受け て 、 赤 い 前 進 が 停止 し 内 
部 か ら 崩 壊し つつ ある 中 、 ム ッ ソ リー ニ は レト リッ ク の 重点 を 外交 問題 か ら 内 政 へ と 切 
り 替 え 、 同 じ 手段 を 用 いて 秩序 を 確立 する と 宣言 し た 。 社 会 主義 は 無 牧 序 を 生み 出し た 
か っ た の で す - 


暴力 に よっ て 。 黒 シャ ツ は 、 と し て 知ら れる ユニ ッ ト に 組織 され ます 。 
スク アド リス ト よ 、 各 ファ シス ト に は 奉仕 、 秩 序 、 そ し て 奉仕 の 考え が 植え 付け られ て いる 。 
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騎士 団 の 団結 に 似 た 団結 。 フ ァ シ スト 憲章 は 「 フ ァ シ スト 党 自 体 が 民兵 で ある 」 と 規定 し て いる 。 
この 騎士 団 に 参加 する こと は 、 古 い 世 界 に 代わ っ て 構築 され る 新しい 世界 の た め に 生ま れ 変 わ 
る こと を 意味 し まし た 。 「 フ ァ シ スト 戦士 に は 独自 の 道徳 が ある 。 家 族 、 政 治 、 社 会 関係 に 関す 
る 一 般 的 な 道徳 の 法則 は 彼 に と っ て 無縁 で す 。」 


1921 年 以降 、 フ ァ シ ズム は 武器 を と り 、 軍 事 化し 、 組 織 を 集中 化し ます 。 同 年 12 月 、 こ の 運 
動 は 国家 ファ シス タ 党 、 国 家 フ ァ シ スト 党 に 変わ り 、 国 家 へ の 奉仕 を 詩 う 最初 の 具体 的 な 政治 計 
画 を 完成 させ 、 国 家 は 国家 の 司法 的 表明 で ある と 宣言 され 、 し か し 、 も し 既存 の 国家 が 国家 価値 
の 担い 手 と し て の 役割 を 果たさ な い の で あれ ば 、 党 は 国家 の 名 に お いて 国家 を 支持 は せ ず 、 そ れ に 
反対 する こと に な る 。 こ の 番組 は また 、 と り わ け 、 国 家 サ ン デ ィ カ リズ ム 、1 日 8 時 間 労働 、 工 場 管理 
へ の 労働 者 の 参加 、 外 国 の 利益 、 軍 隊 の 改善 ファ シス ト 民 兵 組織 の 創設 に つい て 語り 、 フ ァ シ ス 

ト の 若者 の 重要 性 を 強調 し て いる 。 党 の 構造 に 関す る 多く の こと 。 フ ァ ン スト 理論 家 の 一 人 は 、 
「 フ ァ シ ズム は 健全 な 古い も の と 必要 な 新しい も の の 総合 で ある 」 と 述べ て いま す 。 


弁護 士 ジ ョ レル ダー ニ の 死後 、 こ の 国 は 個人 と 大 衆 の 両方 を 標的 と する ファ シス ト の テロ の 
波 に 襲わ れ て いる 。 
懲罰 的 行動 と 報復 行動 は 、 す べ て の 者 に 対し て 始ま り ま す 。 
国家 の 敵 と みな され る 者 、 お よび 国家 を 攻撃 し よう と する 者 た ち 。 
ファ シス ト 、 あ る い は イタ ロ : バ ル ボ が 言っ た よう に 、 「 何 より も 、 我 々 は 敵 に 恐怖 を 与え な け 
れ ば な ら な い 。 フ ァ シ スト を 無罪 で 殺害 する こと は で き な い 。.」 若 者 の エネ ルギー、 ナ ショ ナリ ス 
ト の 緊張 、 愛 国 心 の 怒り が つい に 溢れ 出し 始め 、 フ ァ シ スト の 暴力 が その 標的 を 見 つけ る 。 田 舎 
で は 赤 農 民 同 盟 と 協同 組合 が 燃え 上 が っ て いる 一 一 祖国 を 放棄 し よう と し た 人 々 に 対す る スト 
ライ キ で あり 、 彼 ら の 革命 は 立ち 消え に な っ て いる 。 同 盟 国 大 使 館 の 割れ た 窓 - 打ち 砕 か れ た 勝 
利 へ の 復讐 。 ポ ポラ リ 
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協同 組合 は 社会 主義 者 と 同盟 を 結ん だ た め に 焼き 払わ れる 。 ラ ンダ ム な 敵 が 黒 シ ャ 
ツ の 飛行 部 隊 に よっ て 襲撃 され まし た 。 も う 少 し 後に は 、 ヒ マシ 油 が 敵 を 「 仕 留め る 」 
た め の 一 般 的 な 方 法 に な る と 、 怪 我 に さら に 傷 辱 が 名 えら れる こと に な る 。 い つも の 
暴行 の 告発 が 続く が 、 フ ァ シ スト た ち は 赤 人 の 暴力 を 撃退 する 唯一 の 方 法 は 黒人 の 
暴力 で ある こと を 証明 し て お り 、 こ れ は ヒト ラー が 『 我 が 闘争 』 の ペー ジ に 書く こと と 
同じ だ 。 繰 り 返 し ます が 、 イ タロ : バ ル ボ は 問題 の 核心 に 切り 込み ます 。 [暴力 は ] 埋 
命 の 目標 に 到達 する 最も 早く 、 最 も 確実 な 方 法 で す 。 […] ブル ジョ ア 的 な 偽善 や 感 
傷 主 義 は あり ませ ん 。 行 動 は 直接 的 か つ 鋭く 、 ど ん な 犠牲 を 払っ て で も 最後 まで 実行 
され る 。」 


ファ シス ト の 恐怖 は 1921 年 の 夏 か ら 秋 に か け て 最高 潮 に 達し まし た 。 
そし て 、 今 や ファ シス トド ラゴン に 直面 し て いる レッ ド ・ ア ド バ ン ス の 時 代 と 同じ 
よう に 、 政 府 は 消極 的 で 沈黙 を 保っ て いた 。 当 初 、 国 家 は 黒 シ ャ ツ 団 を 労働 者 と 
ブル ジョ ア の 利益 を 交渉 する た め の 有 用 な ツー ル 、 彼 ら を 足並み を 揃え る た め 
の ブギ ー マ ン だ と 考え て いた が 、 そ うす る こと で 国家 内 の 仮想 国家 が 発展 し 、 ム 
ッ ソ リー ニ が 権力 を 掌握 する まで 敵 に 対し て 横行 する こと を 許し て し まっ た 。 

「 社 会 主義 は どこ で も すでに 敗北 し て いる の で 、 フ ァ シ ズム は すでに 勝利 し て 
いる 」 と 国民 全体 に 大 声 で 自慢 し ます 。 同 年 4 月 、 ジ ョ リッ ティ は 、 新 た な 選挙 に よ 
っ て 彼 の 改革 計画 に 反対 する 社会 主義 者 、 共 産 主 義 者 ポポ ラー リ ら を 一 掃 す る 
こと を 期待 し て 下院 を 解散 し た 。 選 挙 中 に 彼 は ファ シス ト を 含む 「 秩 序 の た め 
の 政党 ブロ ッ ク 」 を 創設 し た 。 し か し 、5 月 15 日 の 選挙 で は 社会 主義 者 が 自由 主 
義 者 に 若干 の 議席 を 失 っ た に も か か わら ず 、 過 半数 を 獲得 で き な か っ た た め 、 彼 
の 希望 は 実現 し な か っ た 。 代 わり に ポポ ラー リ は 議会 機構 の 主導 権 を 維持 し た 
が 、 今 回 初め て ファ ンス ト が 議席 30 議 席 を 確保 し 、 そ の うち の 1 議席 は ムッ ソリ 
ー ニ 自身 が 占領 し た 。 6 月 末 ま で に ジョ リッ ティ 内 閣 は 辞任 し 、7 月 4 日 に 社会 党 
が 後任 と な る 。 


改革 派 ボ ノミ 氏 の 首相 と し て の 任期 は 
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来年 の 2 月 、 す べ て の 前 任 者 と 同じ くら い 無力 で ある こと が 証明 され ます 。 


社会 主義 者 側 は 破壊 活動 を 続け た 
議会 の 代表 者 た ち が 新 政府 の ブル ジョ ア 的 性 質 か ら 断 固 と し て 反対 し 、 議 会 を 
通じ て 持ち 得る いか な る 権力 も 排除 し た た め 、 彼 ら 自身 の 努力 が 必要 で あっ た 。 


一 方 、 フ ァ シ ズム は 勝利 へ の 確信 に 満ち た 行進 を 続け 、 そ の 階級 は 年 々 増加 し 
て いた 。1919 年 に は ファ シス ト ・ ド ラゴン は まだ 眠っ て いた が 、 数 は 少な か っ 

た 。 1920 年 の 秋 に は 、 何 万 人 も の フォ ロワ ー が 集まり 、 目 覚め を 呼び 起こ し ま 
し た 。 1 年 後 、 そ の 勢力 は 15 万 人 と な り 、 イ タリ ア 全 土 に 細 を 広げ 、 敵 に 火 を 噴 
いた 。 1922 年 の 夏 に は 会 員数 47 万 人 (うち 27 万 7 千 人 が 農民 と 農業 労働 者 、 
7 万 2 千 人 が 工業 労働 者 ) を 数 え 、 同 年 秋 に は 政権 を 握る まで に 会 員数 は 100 万 
人 近く に な っ た 。 強 い 。 1921 年 の 秋 ま で に レッ ド ・ ア ド バ ン ス は 事実 上 鎮圧 さ 
れ た が 、 政 治 的 危機 は 増大 し 続け た 。 


ロー マ 行 進 

社会 主義 と 赤色 前 進 が 徹底 的 に 粉砕 され る と 、 ム ッ ソ リー ニ は 自由 主義 政府 に 
目 を 向け た 。 方 針 の 変更 は 、1921 年 12 月 1 日 の 演説 で 政府 が ファ シス ト を 十分 
に 動揺 させ すれ ば 、 フ ァ シ スト は 共産 主義 者 と 団結 し て 国家 に 対抗 する だ ろう 、 と 
脅し た と き 、 劇 的 に 明らか に な っ た が 、 そ の 後 は 速やか に 共産 主義 を 破壊 する だ 
け だ っ た 。 レ ッ ド < アドバン ス に 対す る 手段 と し て の ファ シズ ム の 有用 性 は 長生 
き し な く な っ た と 国家 が 信じ て いた 時 期 に 生じ た 強力 な 田 威 だ が 、 今 や ファ シ 
ズム は 事実 上 無力 に な っ た 


それ に 対し て 。 ウ スト リャ ロフ は この 状況 を 次 の よう に 色彩 豊か に 描写 し て いる 。 
「 ジ ョ リッ ティ は 、 当 初 は ファ シズ ム の 自由 民 を 支持 し て いた が 、 自 分 が 呼び 起こ し 
た 力 に 対し て 無力 な 、 悪 名 高い 魔術 師 に ある 程度 似 て きた 。 
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抗 赤色 薬 は 非常 に 効果 的 で ある こと が 証明 され 、 今 や ロー マ の 公式 「 ピ ンク 」 政 府 
を 脅かす こと に な っ た 。」 一 方 、 ボ ノミ も 同様 に 首相 の 座 を 保持 する こと が で きず 、 
その 座 は ルイ ー ジ ・ フ ァ ク タ に 譲ら れ 、 彼 は 最後 の ロー マ 皇 帝 に 敬意 を 表し て 後に 
ロム ルス < アウ グスト ウゥ ルス と 呼ば れる よう に な る が 、 無 能 で 弱者 の 長い 系 譜 の も う 
一 人 で ある 。 政 治 家 。 


政党 関係 の つま ら な い ゲ ー ム を 続け た イタ リア 議会 主義 の 経過 と 同様 だ 。 社 
会 主義 者 た ち は 断 固 と し て 反対 し 、 ポ ポラ ー リ は 動揺 し 困惑 し 続け た が 、 そ の 間 ず 
と 、 議 会 外 で の 支持 に 勇気 づけ られ た ファ シス ト の 小 集団 は 不 釣り 合い な 虚勢 
0 っ て 行動 し 、 そ の すべ て が 議会 の 威信 を 低下 させ た 。 つ い に 「 フ ァ シ スト の 鎮 
圧 」 に つい て の 話 が 浮上 し 、 ム ッ ソ リー ニニ は さら に 武力 掌握 の 考え に 向かう こと に な 
る 。 彼 の 記事 は 国家 、 民 主 主 義 、 自 由 主義 政府 に 対す る 怒り と 軽 に 満ち て いる 。 フ 
ァ シ スト 軍 が 今や 完全 に 形成 され 組織 化 さ れ 、 都 市 全体 を 占領 し 、 ま だ 周囲 に 残っ 
て いる 小さ な 赤い 存在 を 都市 か ら 一 掃 し 、 独 自 の 規則 と 法律 を 宣言 する に つれ て 、 
ファ シス トム の 行動 が 国 中 で 新た に な っ て いる 。 フ ェ ラ ー ラ 、 ボ ロー ニャ 、 ラ ヴェ ン ナ 、 
ジェ ノヴァ は その よう な ファ シズ ム の 比 と な る 。 ど ちら も 


社会 主義 者 と 共産 主義 者 は 現在 政府 に 援助 と 保護 、 法 の 支配 へ の 復帰 を 求め て 
いる 。 バ ル ボ は 「 こ の 社会 主義 者 た ち は な ん て 革命 的 な 精神 を 持っ て いる ん だ ! 」 
と 哨 括 する 。 自 分 た ち を 守る た め に は 、 彼 ら 5 に は ロイ ヤル ・ カ ラビ ニ エ リ 以外 に 議論 
の 余地 は な い …」 あ ら ゆ る 不法 行為 の 告発 に 対す る ファ シス ト の 返答 は こう だ っ 
た 、 「 我 々 は 法律 を 大 い に 尊 重 し て いる が 、 同 時 に 、 正 当 な 目標 に 向け た 野心 に 
お いて は 、 我 々 は 違反 する こと を 決し て や め な い , 動 作 が 遅 すぎ る か 失敗 し た 場合 
は 、 そ れ を 実行 し ます 。」 

政府 と 社会 主義 者 の 両者 は 、 そ れ ぞ れ の 危機 の さら に 別 の 段階 に 入っ て いる 。 
ファ クタ の 政府 は 、 左 有 舞 カ トリ ッ ク 教 徒 の 指導 者 グイ ド 。 ミ リオ ー リ の 自宅 に 対す る 
ファ シス ト の 攻撃 の 後 、 崩 壊し 始め る 。 ポ ポラ リ 派 は 抗議 し て 政府 の 過半 数 を 離脱 。 
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一 方 、 社 会 党 は 9 月 に 政府 へ の 協力 を 望む 勢力 と 反対 派 の 維持 を 望む 勢力 に 再び 分 裂 し 、 前 者 が 
党 か ら 追 放さ れ た 。 後 者 は 、 労 働 総 同盟 と の 調整 な し に 、8 月 1 日 に 計画 され た 新た な ゼネ スト の ア 
イデ ア を も て あそび 始め た 。 こ れ は レッ ド ・ ア ド バ ン ス 号 の 最後 の 、 絶 望 的 な 断 未 魔 の 叫び だ っ 
た 。 ム ッ ソ リー ニニ は これ を 巧み に 利用 し 、 国 内 の すべ て の 反 フ ァ シ スト 勢力 に 最後 の 打撃 を 与え 
た 。 ス トラ イキ の 初日 、 彼 は 新聞 で 政府 に 対し 、「 政 府 が 48 時 間 以 内 に ゼネ スト を 止め な けれ ば 、 
ファ シス ト に よっ て ゼネ スト が 行わ れる だ ろう 」 と 警告 し た 。 


スト ライ キ は 失敗 に 終わ り 、8 月 3 日 に 正式 に 解散 し た の で は な く 、 

それ な し ファ シス ト 参加 、 どれ の 与え た 信用 

無力 な 自由 主義 国家 に 対す る ムッ ソリ ー ニ の さら な る 批判 に 対し て 。 そ れ は 改善 で きず 、 破 壊さ れ 
る だ け で し た 。 新 政府 の 危機 は ちょ うど スト ライ キ 開 始 に 問 に 合っ て 終了 し 、 フ ァ ク タ は その 地位 
を 維持 し た が 、 今 や その 日 は 残り 少な く な っ た 。 


ムッ ソリ ー ニ は 現在 、 革 命 的 乗っ 取り に 全力 で 取り 組ん で いる 。 技 術 的 、 軍 事 的 、 イ デオ ロ ギ 
ー 的 な 準備 が 進行 中 で す 。 黒 シャ ツ 派 が 結集 し て 武器 を 取る と 、 ム ッ ソ リー ニニ は 次 々 と 記事 を 書 
き 、 次 か ら 次 へ と 演説 し 、 そ の た びに 「 自 由 主義 政府 は 裏 の 顔 の な い 仮面 に すぎ な い ! 」 と 脅し 
と 警告 を 発し た 。 「 改 善 の た め に 懲罰 を 受け る の に 値する プロ レタ リア ー ト が いる 。 そ し て 我々 
を 憎み 、 我 々 の 階級 を 混同 し よう と し 、 我 々 に つい て の 嘘 を 広め る 新聞 の 代金 を 払っ て いる ブル ジ 
ョ ワ ジ ー が いる 。 私 は この ブル ジョ ワ ジ ー に 対し て 一 滴 の 慈 悲 も 持た な い 」 」 1922 年 9 月 
20 日 の 有名 な ウー ディ ネ 演 説 で 、 彼 は 「 ロ ー マ か 死 か !」 と 宣言 し まし た 。 彼 は 「 反 国家 政府 に 対 
する 国民 の 闘い 」 に つい て 語る 。 フ ァ シ ズム の 目標 は 非常 に 明確 で あり 、 演 説 の 中 の いく つか の 言 
葉 は 、 あ た か も コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ 自身 が 話し た か の よう に 非常 に 聞き 覚え の ある も の に 聞 
こえ ます 。 
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イタ リア 。 そ れ が 私 た ちの 信条 で あり 、 私 た ちの 野心 で す 。 イ タリ ア に は 救い の た め の プ ログ ラ 
ム が 不足 する こと は あり ませ ん で し た 。 そ こ に 欠け て いた の は 、 生 身 の 人 間 と 必要 な 意志 だ っ 
た の だ ! 私 た ち は 新しい イタ リア を 統治 で きる 新しい 民族 で す 。 
ファ シズ ム は 自ら の 肩 に 大 き な 責任 を 課す こと に な る だ ろう 。」 

権力 を 握る まで の 障害 は た だ 一 つ 、 内 部 か ら 来 る も の で し た 。 フ ァ シ ズム は 君主 主義 者 
と 共和 主義 者 (ヘッ ソリ ー ニ 自身 は 生涯 を 通じ て 後者 だ っ た ) の 両方 を その 陣営 で 団結 させ て 
いた が 、 国 王 の 問題 つま り フ ァ シ スト 革命 に よっ て 王 を 退位 させ る か どう か を めぐ っ て 分 裂 す 
る 恐れ が あっ た 。 ム ッ ソ リー ニニ は 、 こ の 最も 重要 な 時 に 、 特 に 問題 以外 の こと で 軍 を 分 像 させ る 
危険 を 冒す つも り は な い 。 国 王 は 議会 と 同様 、 消 極 的 で 無力 で あり 、 要 する に ファ シス ト 権 力 に 
対す る 脅威 で は な か っ た 。 国 王 を 仲間 に 加え られ な い 理 由 は な い 、 あ る い は ウス トリ ヤ ロ フ が 
言う よう に 、「 ファ シズ ム の 君主 制 は 、 君 主 制 の ファ ッ シ ョ と と も に 買収 され た の だ 。 」 国 王 
は この 時 点 ま で に 純粋 に 象徴 的 か つ 文 化 的 な 立場 を 維持 する こと が で きた が 、 そ れ は ファ シ 
ズム へ の 支持 と 引き 換え に の み で あっ た 。 


国王 の 決定 に 応じ て 、 フ ァ シ スト は 2 つの スロ ー ガ ン の うち の 1 つ を 掲げ て 行進 する こと に な る 。 
それ は ファ シズ ム と 国王 の 連合 の どちら か で ある 。 

自由 主義 国家 - フ ァ シ スト 君主 制 万 歳 ! さ も な けれ ば 、 フ ァ シ ズム が 国王 と 自由 主義 国家 の 両 
方 に 向かっ て 行進 する だ ろう 一 一 ファ シス ト 共 和 国 に 栄光 あれ ! そ れ が ムッ ソリ ー ニ が ウー デ 
ィ ネ で 君主 制 の 問題 を 提起 し た 方 法 で ある 。 さ ら に 彼 は 次 の よう に 宣言 し て いる 。 「 フ ァ シ 
ズム に お ける 共和 制 の 伝統 は 、 イ タリ ア の 君主 制 が 十分 に 君主 主義 的 で は な いと いう 事実 に 
よっ て 説明 され る 。 […] 夢 に 、 君 主 制 に に 「 フ ァ シ スト 革命 」 と 呼ば れる 革命 に 反対 する 理由 
は な い 。 そ れ は それ 自身 の 利益 に か な う の で す 。 も し それ が そう な っ て 私 た ちの 敵 の 仲間 入り 
を し た 場合 、 そ れ は 私 た ち に と っ て 生死 に 関わ る 問題 な の で 、 私 た ち は 慈悲 を 与え る こと も 救う 
こと も で き な い で し ょ う … な ぜ 私 た ち は 共 和 党 員 な の で し ょ うか ? 君 主として 不 十分 な 君主 を 
見 て いる の だ か ら 、 そ れ は そう だ と 言え る だ ろう ! 」 こ れ ら の 式 は 、 次 の も の を 非常 に 思い 出さ 
せま す 。 
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フラ ンス の 超 王 党派 は 大 い に 歓 迎 し まし た 。 
ファ シス ト 階 級 の 君主 主義 者 と 伝統 主義 者 、 そ し て 
共和 党 に は 受け 入れ られ る 。 国 王 の 質問 の 解決 は 国王 自身 に 要 ね られ る こと に な っ て いた 。 


ファ シズ ム も 同様 に 、 よ り 過激 な 反 キ リス ト 教 の 始ま り を 手放し つつ あっ た 。 こ の 中 で ムッ 
ソリ ー ニ は ニー チェ の 弟子 で あり 、1919 年 9 月 28 日 、 ミ ラノ 音楽 院 の ホー ル で 次 の よう に 語っ た 。 
この 世 の も の と は 思え な い 真 実 を 信じ 、 奇 跡 的 な 万 能 薬 を 嫌う 。」 こ れ は 、 共 和 主 義 と 同じ よう 
に 、 社 会 主義 の 過去 の 名 残 で あり 、 ム ッ ソ リー ニニ に と っ て は 依然 と し て 一 定 の 真実 を 保持 し て い 
た が 、 フ ァ シ ズム が 権力 を 握る まで の 長い 道のり の 中 で 洗練 され る こと に な る だ ろう 。 こ の こと 
は 、 ど れ ほ ど 多 く の カ トリ ッ ク 教 徒 が 共和 主義 の 側 に 群がっ た か を 見 れ ば 明らか で ある 。 年 。 歴 
史 的 な 国家 分 像 を 打破 する も う 一 つの 方 法 と し て 変容 が 必要 で あり 、 バ チカ ン も 同様 に その 地 
位 を 提供 され た 


乗っ 取り 後 の フ ァ シ スト 国家 内 。 フ ァ シ スト 民兵 は すぐ に 

要 は 宣 痺 を 更新 し 、 会 員 に 神 と 祖国 の 両方 に 置 わせ る こと に な っ た が 、 そ れ で も ポポ ラリ へ の 攻 
撃 を 止め る こと は で き な い だ ろう 。 1922 年 6 月 27 日 、 ヘ ムッ ソリ ー ニ は 再び 、 彼 の 階級 と イタ リア 
国民 の 広範 な 大 衆 の 両方 の カト リッ ク 教 徒 に 、 何 も れ る 必要 は な いと いう 合図 を 送っ た 。「 フ 
ァ シ ズム は 神 を 天 か ら 追 い 出し た り 宗教 を 地上 か ら 追 い 出し た りす る つも り は な い 」 一 部 の 唯 
物 論者 が 愚か に も 望む よう に 、 地 球 。 


宗教 は 教皇 の 空想 の 産物 と も 、 人 民 を 奴隷 化す る こと に 興味 の ある 抑圧 者 の 卑劣 な 策略 と も 考 
えて いな い 。 人 彼 は 議会 で の 最初 の 演説 で 、「 神 は 私 が 自分 の 困難 な 任務 を うま く 達 成 で きる よ 
う 助 け て くれ る だ ろう 」 と さえ 言っ た 。 ム ッ ソ リー ニニ 自 身 が 何ら か の 形 で 宗教 的 目覚 め を 経験 し た 
可能 性 は 低く 、 む し ろ 彼 は マキ アヴェ ッ リ の 教え に 従っ て いた (バチ カン は 宗教 上 の 主要 な 障 
害 の 一 つ で ある と 考え て いた ) 。 
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イタ リア 統一 へ の 道 ) 、 あ る い は エル ンス ト ・ ニ エク シュ の 言葉 を 借り れ ば 、 「 イ タリ ア 
の た め な ら 、 私 は カト リッ ク で も で きる 」 。 

ファ シズ ム に 本 拠 地 を 見 つけ た も う 一 つの グル ー プ 代表 者 
古い ナシ ョ ナリ ズム は 、 最 も 同化 し や すい も の で あり 、 さ ら に 、 フ ァ シ ズム は それ を 徹底 的 に 変革 
し 、 社 会 上 層 部 の 疲れ 果て て 瀬 死 の 息苦し い キ ャ ビ ネ ッ ト か ら そ れ を 解放 し 、 広 範 な 大 衆 が そ 
れ を 利用 で きる よう に し た 。 1919 年 当時 、 フ ァ シ スト と 国民 主義 の 計画 に は 共通 点 が 何 も あ り 
ませ ん で し た が 、 年 月 が 経つ に つれ て その 違い は な く な り 、 国 民 党 は 自分 た ち に と っ て 非常 に 大 
切 に し て きた アイ デア が ファ シズ ム で 実現 され る こと を は っ きり と 認識 し まし た 。 最 終 的 に 、 ナ 
ショ ナリ スト は 1923 年 3 月 に 正式 に ファ ンズ ム に 統合 され る こと に な り ま す 。 コ ッ ラ ディ ー ニ 
は 、2 つの 運動 は 同じ 信念 を 保持 し て いま し た が 、2 つの 異な る 方 向 か ら アプ ロー チ し た と 正しく 
要約 し まし た 。 古 い ナ ショ ナリ ズム は 戦前 の 現象 で あり 、 エ リー ト だ け の も の で し た が 一 方 、 フ 
ァ シ ズム は 、 そ れ 自 体 の 中 に 戦後 の 新しい 大 衆 の ナシ ョ ナリ ズム を 保持 し て お り 、 そ れ は 今日 私 
た ち が ナ ショ ナリ ズム その も の の 定義 と し て 一 般 に 認識 し て いる も の で す 。 こ れ と まっ た く 同 じ 
展開 が 、 別 の 手段 に よっ て 、 


NSDAP を 通じ て ドイ ツ で も 生じ る だ ろう 。 

すべ て の ファ シス ト 勢 力 が 統合 され 、 組 織 さ れ 、 武 装 し 、 イ デオ ロ ギ ー 的 に 準備 が 整っ た の 
で 、 ム ッ ソ リー ニニ は つい に 権力 を 掌握 する 準備 が で き て いた 。 1922 年 10 月 24 日 ナポリ で ファ 
シス ト 会 議 が 開催 され る 。 
代表 者 の ほか に 、 何 万 人 も の 黒人 シャ ツ が 都市 に 到着 し 、 見 た り 、 聞 いた り 、 指 導 者 に 敬礼 し た 
り 、 フ ァ シ ズム の 力 を 実証 し た りす る 。 議 事 は 見 本 市 か 祭り の 様相 を 呈し 、 フ ァ シ スト の 歌 が 街中 
で 聞こ え 、 地 元 住民 は ファ シス ト の 高揚 し た 陽気 な 気分 に 浸っ た 。 ム ッ ソ リー ニ の 演説 に は 再び 
国家 に 対す る 最後 通 隊 が 含ま れ て いた 。 
通り に 参加 する SG の 


ロー マ に 進軍 せよ 。」 
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ムッ ソリ ー ニ が ナポリ を 離れ た 翌日 、 議 会 は 終了 が 宣言 され 、 黒 シャ ツ 組 は 
跡形 も な く 消 えた 。 ロ ー マ 行 進 が 始ま り ま し た ! 黒 シャ ツ 派 の 心 の 中 で は 、 こ れ 
は 形式 的 な こと で あり 、 彼 ら は すでに 事実 上 この 国 を 統治 し て お り 最高 権力 
部 が その 事実 を 認識 する 時 期 が 来 て いた に 過ぎ な い 。 彼 ら は 「 死 者 と 未来 に 生 
きる 人 々 の 名 に お いて 」 国 会 議事 堂 に 向かっ て 突き 進ん で いく が 、 こ れ も コ ドレ 
アヌ と 類似 し て いる 。 ナ ショ ナリ スト の 青 シ ャ ツ 隊 も 行進 に 軸 わ る た め に 急い で 
出発 する 。 一 方 、 ロ ー マ は 未だ に 議会 の ささ いな 陰謀 に 囚われ て お り 、 そ こ に 連 
立 計画 や その 他 の 政治 的 結合 に 関す る 噂 が 加わ り 、 ま る で ファ シス ト の ドラ ゴ 
ン の 接近 が 見 えな いか の よう だ 。 


27 日 、 ロ ー マ は 動員 され た 黒 シ ャ ツ 軍 に 包囲 され 、 つ い に 議 会 の カー テン 
の 裏 で の つま ら な い 政 治 の 工場 が 沈黙 し た 。 フ ァ ン ズム は 宣言 を 発し 、 「4 年 
間 と いう 長い 年 月 を か け て 国家 に 真 の 政府 を 与え る こと が で き な か っ た 弱く て 
悲惨 な 政治 階級 」 を 打倒 する た め に いか に 行進 し て きた か を 述べ て いる 。 こ の 
宣言 は 次 の 言葉 で 終わ り ま す 。 「 私 た ち は 全能 者 と 50 万 人 の 列 教 者 の 魂 に 
証し を する よう 呼び 掛け ます 。 私 た ち は 唯 一 の 目的 に よっ て 動か され 、 唯 一 の 意 
志 に よっ て 団結 し 、 唯 一 の 情熱 に よっ て 点火 され ます 。 つ まり 、 救 い を 助け る と 
いう こと で す 。 そ し て 私 た ちの 祖国 の 偉大 さ の た め に 奉仕 する こと で す 。」 


11 時 間 目 、 フ ァ ク タ は 何と か 基幹 を 成長 させ 、28 日 の 夜 、 イ タリ ア 全 土 を 包 
囲 下 に 置く と 宣言 し た 。 
ロー マ は 巨大 な 軍事 キャ ンプ と 化し 、 国 王 が いな か っ た ら 、 あ る い は ムッ ソリ ー 
ニニ が 国王 に 最後 通告 を し て いな けれ ば 、 こ の 国 は 本 格 的 な 内 戦 か ら 遠 ざか っ て 
いる 火種 に すぎ な いと 感じ る 人 も いた 。 
ファ クタ が 戒 厳 令 (事実 上 すでに 制定 され て いた ) 宣 言 を ヴィ クト ル ・ エ マヌ エ 
ル 3 世 国王 に 提出 し た と ころ 、 国 王 は 署名 を 拒否 し た 。 ま さ に その 日 、 政 府 は 辞任 
し た 。 ム ッ ソ リー ニ は 国王 に 代わ っ て 届け られ た 電報 を 受け 取り 、 そ こ で 彼 は 
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王 は 相談 する 。 ム ッ ソ リー ニ は 、 わ ざわ び ざ 協 議 す る 理由 は な いと 答え た 。 次 の 電 
報 で 、 彼 は 下院 議員 内 閣 を 組織 する よう 申し 出 ら れ た 。 29 日 、 ヘ ムッソリーニ は 
ロー マ に 現れ 、 す ぐに 国王 に 調 見 し た 。 1 時 間 後 、 彼 は 会 議 か ら 出 て ホテ ル に 
戻る と 、 演 説 を 待ち 構え る 大 衆 に 囲ま れ な が ら こ う 言 っ た 。 国 民 よ ! フ ァ ン ズム 
は 完全 な 勝利 を 収め まし た 私 は 統治 する た め に ロー マ に 召喚 され まし た 。 数 
時 間 後に は 省 で は な く 政 府 が 誕生 する で し ょ う 。 イ タリ ア 万 歳 、 国 王 万 歳 、 フ ァ 
シズ ム ム 万 歳 ! 」 
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どの 国民 性 に も 両極 端 が あり 、 人 々 は 最高 の 状態 に あり 、 

し か し .、 最 悪 の 事態 は 両方 と も 同じ 源 、 司 じ 根 か ら 生 じ て い ます 。 

同じ 血 、 同 じ コ イン の 裏表 。 イ タリ ア 人 の 性 格 の 特徴 的 な 根源 は 、 す べ て を 手 に 入れ た いと 
いう 願望 で ある よう で 、 そ れ は 戦争 の 結果 、 「 打 ち 砕 か れ た 勝利 . の スロ ー ガ ン に 対す 
る 反応 と し て 現れ て いま す 。 別 の 人 々 は 、 お と な し い 態 度 で 反応 し 、 自 分 た ち が 確 保 し た 
も の を 喜び 、 期 待 し て いた すべ て より も 少な いも の で 満足 すべ きだ と 感じ た か も し れ ま せ 
ん 。 英 国人 の 性 格 と 大 英 帝 国 を 思い 浮か べ る こと も で きま す 。 よ り 計 算 高く 、 あ る 意味 で よ 
り 成熟 し て お り 、 よ り 少 な い 取 引 を 受け 入れ る 準備 が で き て いま す が 、 常 に 別 の 搾取 の 道 
を 探し て いま す 。 し か し 、 イ タリ ア の 精神 は 別 の 種類 の も の で す 。 


イタ リア 人 は 最悪 の 場合 、 優 柔 不断 で 、 た め ら い が あ り 、 内 気 な よう で す 。 彼 ら は 依 
然 と し て 希望 に 満ち た 目 で 自分 の 欲望 を 見 つめ て いま す が 、 実 際 に 全力 で それ に 手 を 伸 
ば す 勇 気 は な く 、 代 わり に 非常 に 膜 病 な 態度 を と り ま す 。 こ の こと は 、 我 々 が 以前 に 検討 し 
た 議会 の ゲー ム の 中 で も 見 る こと が で きる 。 す な わ ち 、 政 府 が どの よう に し て ブル ジョ ワ 
ジー と 社会 主義 者 の 両方 を 友好 化し 、 な だ め よ うと し 、 最 終 的 に は より 大 胆 な 政策 を 実践 
する 後者 に 屈服 し た の に 対し 、 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー は し ば し ば 譲歩 し た の で ある 。 国 の 要求 。 
「 一 人 は 二 脚 の 椅子 に 座る こと は で き な い 」 で す が 、 こ れ は 


イタ リア の 各 政 府 が 試み た こと と 全く 同じ で 、 実 際 、 彼 ら 5 は すべ て の 椅子 に 同時 に 座 ろ うと 
し まし た 。 彼 ら は 自ら の 地位 を 確保 し 、 他 の 改革 を 制定 する 権限 を 与え る た め に 選挙 制度 
改革 を 推し 進め て きた が 、 そ の た びに それ が 彼ら の 顔 に 衝撃 を 与え た 。 要 する に 、 イ タリ ア 
人 は 最悪 の 場合 で も 、 す べ て を 望ん で いる の に 、 そ の どれ も 手 に 入れ る こと が で き な い の 
で す 。 

し か し 、 イ タリ ア 人 は 最も 良い と き で も 、 野 生 的 で 、 無 謀 で 、 大 胆 で 人 生か ら す べ て 
を 手 に 入れ よう と し ます が 、 実 際 に それ を 実行 する 大 胆 さ を 持っ て いる た め 、 優 柔 不断 で 
優柔 不断 な も の すべ て を 情熱 的 に 憎 ま ず に は いら れ ま せん 。 
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肛 病 な 。 人 生 は 生き る た め に ある 、 す べ て を 冒険 に 変え る 、 そ れ が イタ リア の 考え 方 で す 。 イ タリ ア の 兵士 が 
前 線 が 変わ ら な いま ま 何 週間 も 暫 壊 に 座り 続け る こと に 飽き た と き 、 短 剣 を 歯 に 突き 、 手 に 爆弾 を 持っ て 
無人 の 土地 を 襲 撃 し て イタ リア を 占領 する 無謀 な アル ディ ティ を 生み 出し た 。 英 の 琶 圭 。 イ タリ ア 国 家 の 騰 
病 な 交渉 が フィ ウメ の 独立 都市 国家 家 言 に つなが っ た 一 方 で 、 情 熱 的 な 詩人 ダン ヌン ツィ オ は 義勇 兵 を 
集め て 武力 で 統治 し 、 摂 政 を 設立 し 、 そ の 後 海賊 行為 で 資金 を 提供 し た 。 信 者 た ち は 実 弾 や 手 弾 を 使っ 
て 戦い を 繰り 広げ る 。 


この 「 博 物 館 の 国 」 は 、 過 去 を 粉々 に 粉砕 し よう と する 未来 主義 運動 を 生み 出し ます (そし て その 敵 で あ 
る 「 ペ ー ス ト 主 義 者 」) 

passeiste) - イタ リア 人 は 彫像 で は な く 、 休 憩 の な い レ ー ス カー で す 。 

マリ ネッ ティ は 、 食 べ 物 で あっ て も 、 イ タリ ア の 最悪 の 性 質 を 引き 起こ す あ ら ゆる 原因 を 取り 除く こと を 目 
指し て いま す 。 「 パ スタ は も う や め ま し ょ う 。 供 怠 感 、 悲 観 主義 、 情 熱 の 欠如 を 引き 起こ すか ら で す 」。 こ 
れ ら の 人 物 た ち は 皆 、 命 と 危険 へ の 愛 を 歌っ て いま す 。 


・「 息 を させ て くだ さい ! 風 を 飲ま せ て 、 危 険 を 感じ させ て 、 私 の 不安 の 火花 と 星 を 消し て くだ さい ! 
も う 一 度 、 沈 黙 と 勝利 と 夜 を 体験 させ て くだ さい ! 」 - ダ ン ヌ ン ツ ィ オ 


「 私 た ちの 欲望 を 根付 か せる こと は 不可 能 で す 、 情 熱 と 戦う こと は 罪 を 犯す こと で す 」 
人 生 に 対し て 。」 - ダ ン ヌ ン ツ ィ オ 
・「 私 た ち は 、 理 想 の 白く 見 つめ られ た 目の下 で 、 影 の ある 死に 飛び 込む こと を 主張 し ます 。 。 そ の 
例 は 、 戦 い の 猛烈 な 裁縫 師 に 身 を 委ね 、 太 陽 ・。 そ し て 私 た ち 自 身 が 提供 し ます 
の 下 で 派手 に 美しい 強 色 の 軍服 を 私 た ち に 縫い 付け 、 私 た ちの 髪 に 炎 を 塗り 、 銃 弾 で 髪 を 
か き 消 され る こと で す 。 。 」 - マ リネ ッ テ ィ 


・「 私 の 場合 提案 は 1 つ だ け で す 。 す べ て を 敢行 する こと で す 。」 - 
イタ ロバ ル ボ 
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最悪 の イタ リア 人 は 極端 な こと を 恐れ ます が 、 最 高 の イ タリ ア 人 は あら ゆる 極 

端 な こと を 受け 入れ た が り ま す 。 こ れ が 皮肉 な こと に 、 ダ ン ヌ ン ツ ィ オ の フィ ウメ の 
「 ヨ ガ , 運 動 を 導き 、 ヨ ガ の 概念 に 疑問 を 投げ か け ま す 。 

独裁 制 : 彼 ら は 、 一 人 の 人 間 が 多く の 意見 や 極端 な 意見 を 受け 入れ る こと が で き 
る と は 信じ て いま せん 。 グ イド ケラ ー は 、 対 立 する 立場 を 受け 入れ る 弁証法 的 な 
能力 こそ が 、 人 生 が 充実 し て いる こと の 確か な 兆候 で ある と 宣言 し まし た 。 対 照 的 
に 、 一 人 の 人 間 の 命令 は 壊滅 的 な 単調 さ を 生み 出し 、 そ れ は 人 生 そ の も の の 否定 
で し た 。 人 生 の あら ゆる 極限 を あえ て 受け 入れ よう と 望み 、 努 力 し な が ら 、 一 人 の 
人 間 が それ を 統治 し 、 ま さ に それ を 行う こと が で きる と いう こと を 信じ て いな いと 
いう こと は 、 そ れ 自 体 が 矛盾 で ある が 、 イ タリ ア の 魂 は それ を 構わ ず 受 け 入 れる こ 
と を 敢えて し て いる 。 


イタ リア 人 の 魂 の こう し た 願望 は ば か ば か し いも の だ と 思う 人 も いる か も 
し れ な い が 、 実 際 、 そ れ ら は 絶対 に 現実 的 で 有機 的 な も の で あり 、 人 生 の すべ て 
に 浸透 し 、 イ タリ ア 人 の 中 に 最も 鋭く < 表現 され て いる 、 よ り 深 い 真 実 の 表現 で あ 

る 。 破 壊 の な い 創 造 混 の な い 生 命 は な く 、 夜 明け の 直前 は 常に 最も 暗い で す 。 イ 
タリ ア の 精神 を 復活 させ る に は 、 過 去 を 打ち 破 ら な けれ ば な り ま せん 。 本 当 に 生 
きる た め に は 、 危 険 を 受け 入れ 、 死 に 挑戦 し な けれ ば な 2 
が 言っ た よう に 、 「 危 険 の 誇り 」 を 知る 必要 が ある 。 イ タリ ア に 再び 太陽 が 昇 
の を 助け る た め に は 、 ま ず 社 会 主義 者 の 燃え る 灯 で 太陽 を 遮 ら な けれ ば な 和 
が か つた 
集団 。 


「… 剣 の 両刃 は 、 創 造 性 と 破壊 性 と いう 言葉 の 二 重 の 力 を 表し て お り 、 ま さ に 私 
た ち を 金剛 の 境地 へ と 連れ 戻し ます 。 実 際 、 後 者 は また 、 本 質 的 に は 1 つ で ある 
が 、 実 際 に は 相補 的 で ある に も か か わら ず 、 外 見 上 は 相反 する 2 つの 側面 の 下 で 
現れ る 力 を 象徴 し て いま す 。 こ れ ら 2 つの 側面 は 、 剣 や 他 の 同様 の 武器 の 2 つの 
刃 に よっ て 表 さ れる の と 同じ よう に 、 こ こ で は 2 つの 相反 する も の に よっ て 表 さ れ 
ます 。 
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金剛 の ポイ ント 。 さ ら に 、 こ の 象徴 性 は 宇宙 の 力 全体 に も 当て は まり ます …」 


- ル ネ 。 ゲ ノン 『 神 聖 な 科 学 の 象徴 』 


し た が っ て 、 フ ァ シ ズム の 権力 台頭 の 歴史 は 、 一 方 で は レッ ド ・ ア ド バ ン ス と ファ シス ドド 
ラゴン の 間 の 闘争 の 一 つ で ある だ け で な く 、 他 方 で は イタ リア の 魂 の 二 つ の 側面 の 間 の 闘争 で も 
ある 。 
イタ リア 国家 と 社会 主義 者 は 、 イ タリ ア 人 の 消極 性 と 勝 病 さ 、 ど ん 底 で 不器用 に よ た よ た 歩き 回 
る イタ リア 人 の 優柔 不断 な 性 質 を 完璧 に 結晶 させ た も の で ある 。 も し 州 が も っ と 決断 力 が あっ た 
な ら 、 お そら く < 改革 を 推し 進め 、 レ ッ ド * ア ド バ ン ス を 寄せ 付け な か っ た か も し れ な い 。 社 会 主義 
者 た ち が も っ と 決断 力 が あっ た な ら 戦争 努力 を 支持 する か 、 時 命 の 目標 に 有利 に 戦争 を 利用 す 
る か の どちら か を 選択 し た だ ろう が 、 代 わり に 彼ら は 消極 的 な 選択 を し 、 歴 史 が 彼ら に すべ て を 
手 に 入れ る も う 一 度 チ ャ ンス を 与え た と き 、 彼 ら は 再び そう で あっ た こと が 証明 され た 膳 病 すぎ 
る 。 


私 た ち は 著作 の 中 で 、 す べ て の 擁護 者 が 出身 する 単 一 の 世界 観 が あり 、NS ド イツ と ファ シ 
スト イタ リア の 両方 が その 核心 で は 同じ も の を 表し て いる が 、 そ の 異な る 表現 で ある こと を 繰り 
返し 主張 し て いま す 。 イ タリ ア の ファ シズ ム は 確か に イタ リア の 特質 を 最高 の 状態 で 明確 に 表現 
し た も の で あり 、 彼 ら の 国家 的 真理 の 表明 で あり 、 そ れ を 通し て 私 た ち 全員 が 奉仕 する より 大 き 
な 真理 の 表明 で も ある 。 


ファ シズ ム 支 持 者 た ちの 色とりどり の 人 々 を 振り 返っ て みて くだ さい 。 フ ァ シ ズム に よっ て 一 つ に 
団結 し 、 共 通 の 基本 的 性 質 を 発見 する こと で 和解 し た 、 異 な っ た 、 し ば し ば 対立 する 両極 端 な 

人 々 で す 。 同 じ 本 か ら 再 び ゲ ノン の 言葉 を 引用 する と 、 フ ァ シ ズム が イタ リア 国民 の 軸 で ある こと 
が わか り ま す 。「 軸 と は 、 す べ て の 対立 が 和解 し て 消滅 する 場所 、 言 い 換 えれ ば 完全 な 均衡 の 場 
所 で あり 、 東洋 の 伝統 は 、 


「 不 変 の 中 間 」」 そ し て すぐ に ファ ンズ ム は すべ て の 社会 の 軸 と な る だ ろう 。 
イタ リア に 真 の 統一 を 与え 、 リ ソル ジメント の 仕事 を 完成 させ た 。 
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そし て 、 ヨ ガ 運 動 の メン バー が 抱く 恐怖 と は まっ た く 逆 に 、 実 際 に 人 生 を 全 
体 的 に 受け 入れ る 指導 者 が 率い て いな けれ ば 、 フ ァ シ ズム は 決し て 成功 し な か 
っ つた で し ょ う 。 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー は 等 身 大 で し た が 、 ム ッ ソ リー ニ は 等 身 大 で し 
た 。 サ ヴィ トリ デヴィ が 私 た ち に 提示 し た 言葉 を 借り れ ば 、 ム ッ ソ リー ニ は 実際 
に は 時 を 超え た 人 間 と いう より は 時 を 経た 人 間 で あり 、 太 陽 よ り も 稲妻 の よう な 
人 物 だ っ た と 主張 する 人 も いる か も し れ な い (ヒト ラー は 太陽 に 近く 、 稲 妻 が 
十分 で は な か っ た の と は 対照 的 ) 。 歴 史 の 転換 点 、 時 間 そ の も の が それ に 抗う 
人 々 の 誕生 を 要求 し た と き 、 そ れ は 万 物 の 季節 で あり 、 否 定 の 時 で あり 、 否 定 の 
否定 の 時 で も ある 。 純 粋 な 稲妻 さえ も 太陽 の 到来 を 告げ る 時 代 。 


エル ンス ト ・ ユ ン ガ ー の 言葉 を 思い 起こ せ ば 、 ム ッ ソ リー ニ は 無意識 の うち 

に それ を 望み 、 運 命 が 望 ん だ こと に な る だ ろう し 、 マ ルク ス 主 義 者 の クラ ラ ツ ェ 
トキ ン は 「 ム ッ ソ リー ニ は 運命 だ っ た 」 と まで 言っ た で あろ う 一 方 、 ウ スト リヤ 
ロフ は ムッ ソリ ー ニ を 理論 家 で は な く 第 一 の 実践 者 と し て 特徴 づけ 、 さ ら に 彼 
を 「 偉 大 な 行動 芸術 家 」 と 評 し て いる 。 つ まり 、 ム ッ ソ リー ニニ は 人 生 そ の も の の 
卓越 し た 指揮 者 で あり 、 他 の 誰 も が 人 生 に 流さ れ 、 い か な る 形 で あれ 影響 を 与 
える こと が で き な か っ た の に 対し 、 彼 は 本 能 的 に 人 生 の 盛衰 を 感じ 、 物 事 の 成り 
行き を どう 導く か を 知っ て いた と いう こと で ある 。 。 「Mussolini ist eine 
Urkraft」 - 「 ム ッ ソ リー ニ は 元素 の 力 で す 。」 


「 大 衆 に 対す る 鋭い 感覚 政治 的 直観 、 行 動 へ の 潟 望 と 権力 へ の 意志 、 到 着 者 の 器用 さ 、 組 織 的 手 
腕 、 本 物 の イタ リア 人 の 気質 を 備え た 生き た 実践 的 な 頭脳 、 強 い 筆 力 生き 生き と し た スピ ー チ ー 一 
ムッ ソリ ー ニ は 惜しみ な い 才 能 を 持っ て いる 。 こ れ ら の 資質 に 恵まれ て お り 、 革 命 の 危機 の 時 代 に 
は 非常 に 貴重 で す 。」 


- ウ スト ヤ ロ フ 
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同様 に に カー ル か ら の よし 関連 性 の 高い 引用 を いく つか 提供 する こと も で きま す 。 
ユン グ の 言葉 は 、 私 た ち が 次 の よう な 引用 を 支持 し て 一 見 無視 され て いる よう で す 。 
この 記事 の 紹介 に 使用 され まし た : 


・「 ム ッ ソ リー ニニ に は ある 種 の 活力 が ある 。 彼 は 男 で す - 自然 で す 
[そし て 1] 暖か い 。 … 彼 は 実在 の 人 物 と し て 話し ます 。」 

・「 ム ッ ソ リー ニ は 体力 の 持ち 主 だ 。 彼 を 見 る と すぐ に 気づき ます 。 彼 は オリ ジ ナ ル の 男 で あ 
り 、 サ ー カ ス の 小さ な 男の子 の よう な 熱意 で 軍事 パレ ー ド を 楽し ん で いま す 。」 


・「 ム ッ ソ リー ニ は 表面 上 の すべ て で ある が 、 ヒ トラ ー は そう で は な い 。」 


「 サ ー カ ス に 行く 小さ な 男の子 の よう な 熱意 を 持っ て 」 - この 作品 に は 、 人 生 全 体 を 遊び 場 
と 見 な す イ タリ ア 人 独特 の 性 格 が 最高 の 形 で 現れ て いる こと が 簡単 に わか り ま す 。 同 様 に 、 こ の 熊 
度 は 、 人 生 の ユー モア や 、 他 の 人 が 「 神 は ユー モア の セン ス を 持っ て いる 」 と 表現 する も の に 対し 
て 、 人 を 非常 に オー プン に し .、 感 謝 す る よう に し ます 。 オ ズ ワ ル ド ・ モ ズレ ー 卿 は 、 ム ッ ソ リー ニ に は 
「 独 特 の ユー モア の セン ス が ある 」 と 自伝 の 中 で 証言 し て いま す 。 遊 び 心 人生 の 浮き 沈み に 対す 
る 生き 生き と し た 認識 。」 


「 彼 の ユー モア は シン プル で 直接 的 で し た 。 ほ と ん ど 兵 舎 の 部 屋 の よう な 風味 が あっ た 。 あ る 日 、 彼 は 到着 し 
た 私 に こう 言い まし た 。「 昨 日 あの 椅子 に 座っ た 人 を 知っ て いま すか ?」 一 イタ リア の 首席 ラビ 。 彼 が 私 に 何 


と 言っ た か 知っ て いま すか ? 一 私 た ち ユ ダ ヤ 人 は 、 水 に 油 を 注ぐ か の よう に 、 あ な た 方 異邦 人 の 上 に 立ち 上 
が り ま す 。 一 一 彼 の 不 朋 さ 。 昨 夜 何 が 起こ っ た か 知っ て いま すか ? 一 一 彼 は 落ち て 死ん で し まっ た 。 ム ッ ソ 
リー ニ は 大 き な 太もも を た た き 、 大 笑い し た 。」 


- オ ズ ワ ル ド *・ モ ズレ ー 卿 、 私 の 人 生 


ムッ ソリ ー ニ と その 追随 者 た ち は 、 悪 党 、 反 逆 者 、 そ し て 「 凶 悪 犯 」 と みな され て 当然 か も し れ 
な い が 、 そ の すべ て に 、 笑 いと 還 ビ せ と い う イ タリ ア の 魅力 が 含ま れ て お り 、 決 し て 単に 悪意 が ある 
わけ で は な く 、 実 際 、 多 く の 場合 悪意 の ある 考え を 完全 に 切り 離し て 、 そ の 代わ り に 子供 らし い 感 
情 で 満た され て いる 。 渦 き 
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暴力 と 暴行 が 本 質 的 に 備わっ て いる 生涯 。 実 際 、 子 供 た ち が ど の よう に 海賊 や 盗 江 
を 巻き 込ん だ ゲー ム を する か を 観察 し 、 次 に アル ディ ティ 、 黒 シャ ツ 党 、 そ し て ムッ 
ソリ ー ニ 自身 を 含む ファ シス ト 全 体 の ふざけ た 行為 に 目 を 向け る と 、 海 賊 行為 や 盗 
賊 行為 が 現在 で は 行わ れ て いる こと に 気づく こと が で きま す 。 本 物 の 、 も は や 単 な 
る ふり で は な く 、 イ タリ ア の ファ シス ト は 、 同 じ 子 供 の よう な 無邪気 な ゲー ム の 不 思 
議 さ で すべ て を 楽し ん で いま す 。 ム ッ ソ リー ニ の 伝記 で は 、 彼 が いじ め っ 子 で 問題 
児 だ っ た が 、 同 時 に 学校 の 他 の 子供 た ち に と っ て 天性 の リー ダー で も あり 、 大 人 に 
な っ て も その 若 々 し く 精 力 的 な 資質 を 保っ て いた こと が よく 指摘 され て いる 。 冒 険 
者 の 国 で ある 悪党 の 動き は 、 


校庭 ギャ ング の リー ダー が 率い る : 
「… イ タリ ア の 大 衆 は 、 彼 の し ぐさ 、 マ ナー 習慣 、 珍 品 の 棚 に ある ポー ズ に 何 の 偽 り も 感じ ませ ん 。 
そこ で は 「 退 屈し た 神 」 か ら 「 激 怒 し た ライ オン 」 に 至る まで あら ゆる も の が 見 つか り ま す 。 そ し て 
実 を 言う と 、 こ れ ら の ポー ズ に は 意図 的 に 偽っ た も の は 何 も あ り ま せん 。 人 に は それ ぞ れ 独自 の 文化 
スタ イル が あり ます 。」 


- ウ スト ヤ ロ フ 


これ ら す べ て が 、 ム ッ ソ リー ニ に 真 の 怒り や 悪意 、 本 気 で 動揺 し た り 、 冷 湾 に な 
っ た り 、 よ そよ そし く な っ た りす る 瞬間 が な か っ た と いう わけ で は な い が 、 こ れ ら す 
べ て の 性 質 が ムッ ソリ ー ニ の 最悪 の 時 期 を 特徴 付け て いる 一 一 敢えて 若者 の 例え 
を 続け て こう 言う も いる か も し れ な い 。 ム ッ ソ リー ニ は 最悪 の 時 、 動 揺 し た り 甘 や 
か され た 子供 の よう に 振る 舞っ た と いう 。 元 素 の 力 の アナ ロジ ー で は 、 こ れ が 典型 
的 な 自然 の 気まぐれ で ある こと が 容易 に わか り ま す 。 イ タリ ア の 情熱 は 熱く 、 極 端 な 
こと を 受け 入れ ます 。 つ まり 、 最 初 に ハン ドル か ら 飛 び 去 る の と 同じ くら い 早 く 標 準 
に 戻る こと が で きま す 。 


「 私 が 到着 し た と き 、 ム ッ ソ リー ニ は 非常 に 激怒 し て いた の で 、 彼 の 同僚 の 誰 も この 件 に つい て あえ 
て 彼 に 近づこ うと は し な か っ た 。 
私 の イン タビ ュー で 、 彼 の 気持 ち を 落ち 着 か せる よう に 努め る べき だ と 提案 し まし た 。 私 が 作り まし た 
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その 試み を 彼 は と て も うま く 受 け 止 め た 。 最 初 は ば ぎら ぎら し た 瞳 を じっと 見 つめ る が 、 次 に 最 
も 理 に か な っ た 現実 的 な 視線 を 向け る 。 


ミミ 業 ミ 人 山 
航 HHo 


- オ ズ ワ ル ドモ ズレ ー 卿 、 私 の 人 生 
これ が イタ リア 人 の 性 格 の 本 質 で あり 、 し た が っ て ムッ ソリ ー ニ の 本 質 で 
ある 。 稲 放 の 現れ 、 時 の 人 と し て 、 彼 は 常に 変化 する 流れ を 体現 サ せ ず に は いら 


れ ま せん 。 ム ッ ソ リー ニ 自 身 の 自分 自身 に つい て の 見 解 に つい て は 、 「 私 は 
永遠 の 旅人 で あり 、 達 成 され た 段階 を 最後 の 段階 と は 決し て 認識 し ませ ん 。」 


し か し 、 彼 が 太陽 より も 稲妻 の よう な 、 時 の 人 で ある か ら こ そ 、 イ タリ ア で 
ファ シズ ム の 勝利 を 収め た 後 、 イ タリ ア 人 の 性 格 の ある 種 の 否定 的 な 性 質 が 
忍び 込み 、 彼 を 弱体 化 さ せ た と き に 彼 が よろ めき 始め る の で ある 。 主 体 で ある 
彼 自身 
次 の セグ メン ト の 問題 で す 。 
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マキ ャ ベリ の 「 王 子 」 の 全体 の 目的 は 、 

仮想 の 指導 者 と は 、 イ タリ ア 統 一 の た め の マ ニュ アル で あり 、 イ タリ ア 全 土 に 存在 
し た さま ざま な 分 像 国家 が 、 革 細 な 政治 的 口論 や 裏 取引 、 裏 切り や 暗殺 計画 、 二 枚 
舌 や 裏切り に 凡 決 し て いた 、 イ タリ ア の 最悪 の 雰囲気 の 中 で 書か れ た も の で ある 。 
お そら く < サー ヴィ トリ デヴィ の 「 ラ イト ニン グ 」 の 2 つの 側面 で ある ライ オン と キ 
ツネ の 両方 に な る こと に よっ て 、 こ の 偉大 な 土地 を 統一 する こと を 望む こと し か で 
きま せん 。 

力 強 さ と 負 猫 さ 。 そ し て 全く 疑問 の 余地 は あり ませ ん 

ムッ ソリ ー ニ が この マニ ュ ア ル で 武装 し た と いう こと で す 。 実 際 、 彼 は 、 

ファ シス ト 雑 誌 『 ヒ エラ ルキ ー』 の 1924 年 5 月 号 に 、 「 マ キャ ベリ へ の 序曲 」 と 

題し た 記事 全体 を 捧げ た 。 敵 も 友人 も 等 し く 彼 を 「 ル ネ サ ンス 期 の イタ リア 人 」 、 
マキ ャ ベリ の 英雄 の 資質 を 体現 し た 政治 家 と 呼ぶ だ ろう 。 


それ は 誰が 言っ た か に 応じ て 、 非 難 か 賞賛 の どちら か で し た 。 

ムッ ソリ ー ニ は まさ に マキ アヴェ ッ リ の 王子 と 呼ぶ に ふさ わし い 人 物 で あり 、 
その マニ ュ ア ル が 書か れ た の は まさ に その 人 物 で あり 、 彼 は イタ リア と イタ リア 
を 統一 する と いう 唯一 の 目標 の た め に 、 残 忍 な 力 と 外 猫 さ の 両方 で 多数 の 陰謀 的 
な 英 を 乗り 越え る こと が で きた 。 彼 女 の 人 々 、 マ キャ ベリ の 夢 が 実現 し まし た 。 こ 
れ は 、 よ り 大 き な 目 標 に 奉仕 する 単なる 政治 と 闘う た め の マ ニュ アル で あり 、 敵 の 
手段 を 自分 に 向け 、 適 切な 手段 で 敵 の 弱点 を 攻撃 する 方 法 を 示し た も の で す 。 そ 
れ は まさ に ムッ ソリ ー ニ が や っ た こと で は な いで し ょ うか ? 


彼 は 、 赤 色 前 進 が 過度 に 活動 する の を 待っ て 、 代 わり に 対外 政治 の レト リッ ク に 


を 奪い 、 そ れ を 自分 の 黒 シ ャ ツン の た め に 主張 し た 。 敵 が 自分 の 要求 以外 の 方 法 で 
反応 で き な い と 知っ た と き 、 彼 は 最後 通 肛 や 脅迫 を 発し た 。 
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そし て 国家 が 消極 的 で 非 活動 的 で ある と ころ な ら ど こ で も 、 彼 は ファ シス ト 軍 団 の 勝利 を 
主張 する た め に 現れ た 。 彼 は し ば し ば ハッ タリ を 言い 、 敵 は 彼 が そう で ある こと を 窪 知 し 
た た め 、 彼 を 無視 し 、 大 衆 に と っ て 彼ら は さら に 優柔 不断 な 卑 庄 者 の よう に 見 えま し た 。 し 
か し 、 時 に は 、 単 な る は っ た り と し か 思わ れ な か っ た こと が 、 敵 に と っ て は 非常 に 現実 的 で 
壊滅 的 な 打撃 と な る こと が 判明 し まし た 。 


マキ ャ ベリ の 教え に つい て は 、 現 代 の 自由 学界 で 多く の こと が 言わ れ て お り 道徳 と 

政治 を 分 離し て いる と 主張 され て いる 。 た だ し 、 リ ベラ ル な 

道徳 な ん て ブル ジョ ワ 的 感傷 主義 に すぎ な い 一 一 も ちろ ん 彼ら は そう 言う だ ろう ! マ キャ 
ベリ は 目的 は 手段 を 正当 化す る 、 と 教え た と 主張 し て いる が 、 実 際 に は これ が 近代 の 信条 
で あり 、 そ れ 自 体 の た め の 裸 の 権力 の 目標 や 、 裸 の 暴 利 な ど 、 い か な る 目標 も 手段 を 正当 化 
する と いう も の だ 。 こ れ ら は 、 今 日 の 政治 と 経済 の 本 当 の 性 質 で す 。 勝 利 し て 利益 を 得る た 
め に 必要 な こと は 何で も し ます 。 マ キャ ベリ が 実際 に 教え た の は 、 偉 大 で 宗 高 な 目的 が 手 
段 を どの よう に 正当 化す る か と いう こと で し た 。 と いう の は 、 マ キャ ベリ は イタ リア を 統一 
する と いう 偉大 で 宗 高 な 目標 を 実際 に 追求 し た の で す 。 特 に 、 他 の 誰 も が 自分 た ちの 目的 
の た め に 自由 に 使え る あら ゆる 手段 を 講じ る 状況 で 。 イ タリ ア を 分 八 さ す た さ さい な 利益 。 
マキ ャ ベリ は 、 ま さ に その こと を 説教 し 、 そ れ に 対処 し 、 そ れ に 抵抗 する こと を 教え た と し 
て 非難 され て いた 。 ア ドル フ 。 ヒ トラ ー が 『 わ が 闘争 』 で 推測 し た よう に 、 そ し て 彼 と ムッ ソ 
リー ニ が どの よう に し た か の よう に 、 火 に は 火 で 戦え 、 そ うし て 初め て 火 を 完全 に 克服 する 
こと が で きる の で す 。 


行動 し た : 


「 彼 は 無慈悲 で 、 非 道徳 的 で 、 イ タリ ア の 野 訟 な レッ ド ギ ャ ン グ の 残忍 な 戦い と 戦う と 
き は 残 丸 で し た が 、 そ れ ら すべ て の こと は あり まし た が 、 愛 国 者 で あり 、 偉 大 な 目的 と 見 
な し た こと に 貢献 し た 勇敢 な 男 で し た 。 彼 も また 、 あ る 種 の ビジ ョ ン と ある 種 の 美意識 を 
持っ た 人 で あり 、 そ の 碑文 は 、 彼 の 人 生 と 性 格 が 具体 化し た 特定 の 特質 を 推奨 する 彼 自 
身 の 言葉 で 表現 され て いる か も し れ ま せん 。 
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若者 が 美しい の は 、 世 界 の 広大 で 騒 々 し い パ ノラ マ を 見 つめ 、 反 映す る た め の 澄 ん 
だ 目 を 持っ て いる か ら で す 。 


青春 は 恐れ な い 心 が あ る か ら と 美しい 
死 。 T 


- オ ズ ワ ル ド ・ モ ズレ ー 卿 、 私 の 人 生 


あら ゆる 点 で 、 「 王 子 」 は 征服 者 、 統 一 者 、 革 命 家 の た め の マ ニュ アル で あり 、 ム 
ッ ソ リー ニ が 権力 を 握っ た 時 代 に は 貴重 な 洞察 を 提供 し た 。 し か し .、 究 極 の 目標 が 達成 
され る と 、 ブ ル ジ ョ ワ 自 由 主義 と ヒ と イタ リア の 不 和 の 歴史 に よっ て 確立 され た 疲れ 果て た 
古い 政治 的 駆け ぅ | き を つい に 脱却 する 時 が 来 た 。 こ うし て 、 マ キャ ベリ の 教訓 を その 後 
に 取っ て お く こ と が で きる 通過 点 を 示し た 。 違 う 年 齢 。 こ こ で 、 ム ッ ソ リー ニニ は 本 当 に つま 
ず き 、 イ タリ ア の 性 質 の 最悪 の 要素 が 入り 込む こと を 許し た 。 ど うい うわ け か 彼 は 成功 
する た め に この マニ ュ ア ル を 手放す 勇気 が 足り ず 、 代 わり に 自分 の 政権 の 政治 を 同じ よ 
うに 考え 続け た 。 彼 は 自分 が 打倒 し た 自由 主義 国家 の 政治 を 軽視 し て いた ーー 一 これ に 
対す る 唯一 の 論理 的 な 帰結 は 、 彼 が 確立 し た も の を 損なう だ け の 行動 だ ろう 。 


この よう な 態度 に は まっ た く 根 拠 が な いわ け で は あり ませ ん で し た 。 イ タリ ア の フ 
ァ シ スト た ち は 、 「 フ ァ シ スト に な る の は 比較 的 簡単 だ が 、 フ ァ シ スト で あり 続け る の 
は 難し い 」 と 誇らしげ に 宣言 する だ ろう が 、 こ れ ら の 言葉 の 意味 を 完全 に 理解 する た め 
に は あま りな され て いな い 。 運 動 の 統一 と イタ リア 国民 全体 の 統一 を 維持 する た め の た 
ゆま ぬ 努 力 の 中 で 、 彼 は 必然 的 に ファ シン ズム を 個人 的 利益 の 手段 と みな し た さま ざま 
な 日 和 見 主義 的 な 分 子 を 引き 寄せ た 。 あ る ファ シス ト の 指導 者 は 、 「『 我 々 と と も に 
な い 者 は 我々 に 敵対 する 』 と いう 叫び が 四方 の 風 に 向け て 投げ か けら れ て いる ! 」 と 不 
満 を 漏らし て いた 。 転 者 や 暴 利 者 た ち は こ の 呼び か け に 耳 を 貸さ な か っ た し 、 お いし 
い ワ イン は 不純 な 水 で 薄め られ た 」 が 、 そ の 生意気 さや え に フ ァ シ スト 青年 に 殴ら れ た 
だ け だ っ た 。 フ ァ シ ズム が 権力 を 掌握 し つつ ある 間 に 、 こ れ ら の 要素 の 一 部 が 
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ムッ ソリ ー ニ は それ を 利用 する こと に 何 の 路 嗜 も な か っ た が 、 勝 利 が 得 ら れれ ば 一 掃 の 時 が 来 た 


運動 が 望ま し く な い 分 子 を 排除 する プロ セス を 開始 し た と き 、 実 際 に この 正確 な 目的 の た 
め に いく つか の 措置 が 講じ られ 、 約 3 万 人 の メン バー の 追放 に つなが り ま し た 。 し か し 、 こ れ ら の 
措置 の 大 部 分 は 、 革 命 期 に は 奨励 され た 方 法 で 行動 し 続け た が 、 権 力 を 獲得 する と 厳し く 眉 を ひ 
そめ る 一 般 庶民 の 手 に 負え な い 分 子 を 標的 と し た も の で あっ た 。 こ の 象徴 的 な 例 は 、 フ ァ シ スト 
国家 に よっ て ヒマ シ 油 の 使用 が 最高 3 年 の 懲役 刑 に 処せ られ た こと で す 。 


の 追放 、 さ ら に は 「 裏 切り 者 」 の 恥辱 の に 至る まで 多岐 に わた る 。 


これ ら の 措置 に より 、 フ ァ シ スト 軍団 は 暴徒 か ら 一 変 し た 。 
革命 ギャ ング を 国家 に 奉仕 する 規律 ある 軍事 秩序 に 統合 する 。 ウ スト リヤ ロフ は 「 フ ァ シ 
ズム の た め の イ タリ ア で は な く 、 イ タリ ア の た め の フ ァ シ ズム 」 と 述べ た 。 

問題 は 、 こ れ ら の 措置 が 、 最 も 腐食 性 の 要素 が 存在 する 運動 の 上 層 部 で 十分 に 広く 制定 さ 
れ な か っ た こと で ある 。 隠 れ た 寄生 虫 は 、 規 律 の な い 信者 より も 常に 悪い で す 。 ジ ュ リ アス ・ エ ヴォ 
ラ と その 雑誌 「 ラ ッ ト ー レ 」 は 当時 、 そ うし た 寄生 分 子 の 間 で 主要 な 軽 聞 の 対象 と な っ て お り 、 彼 
ら は それ が 自分 た ちの 都合 の 良い 立場 へ の 脅威 で ある と 当然 の こと な が ら 疑 っ て いた 。 


「 ラ ・ ト ー レ 」 の 各 ペ ー ジ は 、 「 我 々 は より 急進 的 で 大 胆 な ファ シン ズム を 望ん で いる 。 そ 
れ は 、 純 粋 な エネ ルギー に 基づき 、 一 切 の 妥協 を 許さ な い 、 真 に 絶対 的 な ファ ンズ ム で あ 
る 」 と 宣言 し た 。 

ムッ ソリ ー ニ が 1925 年 1 月 3 日 まで 自ら の 独裁 政権 を 確立 し て お ら ず 、 最 初 に (ロー マ 進 
軍 の 勝利 の 直後 に ) 古 い ス タイ ル の 議会 内 閣 を 組織 し て いた こと を 考慮 する と 、 
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ポポ ラリ 、 民 主 主 義 者 、 リ ベラ ル 派 を 含む 政府 、 フ ァ ン ズム を より ファ シス ティ ッ ク に せよ と いう こ 
の 要求 は 真実 で あり 、 非 常に 真実 で ある と 言え ます 。 

ムッ ソリ ー ニ 自身 が イタ リア 人 に つい て 語っ た 言葉 を 思い 出さ せる 

君主 制 。 ム ッ ソ リー ニ の 「 わ れ わ れ が 反 君 主 主義 者 で ある の は 、 君 主 制 が 十分 に 君主 主義 的 で は な い 
か ら に すぎ な い 」 に 対し て 、 エ ヴォ ラ も 「 わ れ わ れ が 反 フ ァ シ スト で ある の は 、 フ ァ シ ズム が 十分 に フ 

ァ シ ズム 的 で は な いか ら だ け だ 」 と 同調 する か 、 後 者 を 直接 引用 する な ら ば 、 「『 反 ファ シス ト 』 と い 
う レ ッ テ ル だ けが ふさ わし い 」 フ ァ シ ズム を 超え た いと 願う た ち に ぴっ た り の 範囲 で 私 た ち を サポ 


ー ト し ます 。 」 
『 ラ トト ー レ 』 の 出版 を めぐ る 試練 全体 は 、 権 力 の 高い 地位 に ある 人 々 の 状況 を 物語 る 物語 
と し て 機能 する 


ファ シス ト 国 家内 で は : 


「 フ ァ シ スト 界 は 当初 、 私 た ちの 出版 物 に 衝撃 を 受け まし た 。 し か し 間もなく 、 特 
に 私 た ちの 「 ク ラブ 」 が 本 物 の ギャ ング 、 つ まり ファ シス ト の 「 思 想 」 と 「 思 想 」 の 
徴 慢 な 代表 の 役割 を 与え られ た 、 何 の 資格 も 持た な い 男 た ち を 攻撃 し て いた た 

め 、 私 た ち は よ り 暴 力 的 で 残忍 な 反応 の 対象 と な っ た 。 彼 ら の 黒 シ ャ ツ と し て の 過 
去 、 あ る い は 鈍い 狂信 だ け を 理由 に 、「 文 化 」 を 無視 する の は 、 本 当 に 哀れ な 光景 
だ 。 


彼ら は 、 処 罰 さ れず に 行動 する こと に 慣れ て いた の で 、 こ れ ら の 「 フ ァ シ スト 」 は 、 
我々 の 批判 に 直面 する と 凶暴 に な っ た 。 彼 ら は 自分 た ち を 守る こと が で きず 、 知 的 
レベ ル で 私 た ちの 批判 に 対処 する こと が で き な か っ た た め 、 よ り 直 接 的 な 手段 に 
訴え まし た 。 そ の 後に 続い た の は 、 卑 劣 な 中 傷 、「 騎 士道 的 な 論争 訴訟 、 そ し て 

身体 的 攻撃 行為 で し た 。 し ば らく の 間 、 私 は 数 人 の ボディ ー ガ ー ド (私 の 理念 に 
同情 的 な 他 の ファ シス ト た ち ) と 一 緒 に 歩き 回 ら ざ る を 得 ま せん で し た 。 


目標 を 達成 で き な か っ た これ ら の 「 紳 士 」 た ち は 、 個 人 的 な 知人 を 通じ て ファ シス 
ト 党 の 上 層 部 と その 元 書記 の アキ レ ・ ス タラ ー チ ェ に 頼っ た 。 
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ファ シズ ム の 内 部 で は 、 党 の 強力 で 影響 力 の ある メン バー の 悪行 を 非難 し た た め に 、 特 定 の 
人 格 者 が 不遇 な 運命 を た どっ た 。 


し か し 、 厳 密 に 文化 的 な 観点 か ら 言え ば 、 フ ァ シ スト の 「 革 命 」 は 単なる 冗談 だ っ た 。 フ ァ シ 
スト 「 文 化 」 の 代表 者 に な る た め に 必要 な の は 、 党 員 と な り 、 公 爵 に 正式 か つ 適合 主義 的 な 
意 を 払う こと だ け だ っ た 。 そ れ 以 外 は 大 体 そ うだ っ た 


関係 な い 。 

ゼロ か ら 出 発する 代わ り に 、 名 声 や 大 物 を 無視 する 代わ り に 、 各 知識 人 候補 者 を 徹底 的 な 
再 評価 に さら す 代わ り に 、 フ ァ シ ズム は 地方 と ブル ジョ ワ ジ ー の 野心 を 持っ て 、 可 能 な 限り 
ブル ジョ ワ ジ ー の すべ て の 「 文 化 的 代表 者 」 を 歓迎 する こと を 選択 し た 。 彼 ら が 体制 を 正式 
に (そし て 無関係 に ) 遵 守 し て いる と いう 証拠 を 提出 する 。 こ れ は 、 ア カ デ ミ アデ ィ タ リア の 
よう な 哀れ な 事件 を 引き 起こ し 、 そ の 会 員 は 主 に 個人 的 な 信念 に お いて 不可 知 論者 また は 
反 フ ァ ン スト で あっ た 。 し か し 、 同 じ こ と は 、 フ ァ シ スト 文化 機関 や メデ ィ ア 内 で 重要 な 役割 
を 割り 当て られ た 他 の 多く の 人 々 に も 当て は まり ます 。 し た が っ て 、 民 主 的 で 反 フ ァ ン スト の 
イタ リア で 、 こ れ ら の 紳士 の 多く が 新しい 制服 を 着 て いる の を 見 つけ る の は 驚く こと で は あ 
り ま せん 。」 


- ジ ュ リ アス < エヴォ ラ 『 辰 砂 の 道 』 


最終 的 に ムッ ソリ ー ニ は 、 望 まし く な い 分 子 を 追放 し 、 忠 実 な 兄弟 団 、 ギ ャ 
ング 、 革 命 退 役 軍 人 の 同胞 団 だ け を 残す こと で 党 を 強化 する 必要 が あっ た 。 ヒ ト 
ラー は その よう な 忠誠 を 自然 に 望ん で いた が 、 一 方 で ムッ ソリ ー ニ も 同じ 結果 を 
目指 し て 努力 すべ き で あり 、 彼 は この 努力 で 成功 する た め の あ ら ゆ る 資質 を 備 
えて いた 。 そ の 代わ り に 、 彼 は 何より も 仲間 全員 に 対す る 疑惑 と 不信 に 焦点 を 当 
て 、 教 訓 を 利用 する こと に 頼っ た 。 
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マキ ャ ベリ は 彼ら に 対抗 し た 。 忠 誠心 は 決し て 育ま れ な か っ た が 、 常 に 育ま れ て きた 

ムッ ソリ ー ニ は 、 特 定 の 人 物 が あま り に も 長く 権力 の 座 に 就く こと を 許さ ず 、 彼 ら が 一 箇所 に 多 
く の 人 脈 と 名 声 を 集め すぎ る こと を 恐れ て 、 彼 ら を 新しい ポス ト に 誘導 する だ ろう と 疑問 を 呈し 
た 。 一 部 の 人 物 は 、 最 終 的 に は 政界 か ら 完 全 に 排除 され る まで 、 非 常に 遠く 離れ た 極め て 重要 
な 地位 に 就く こと に よっ て 事実 上 「 追 放 」 さ れる こと に な る 。 


例え ば 、 イ タロ バル ボ は ポス ト か ら ポ スト へ と 転々 と し 、 そ の た びに 設立 され た ば か り の 
組織 を 注目 すべ きも の に 育て 上 げた が 、 結 局 は 別 の 場所 に 送ら れる だ け だ っ た 。 彼 は 実質 的 に 
独力 で ファ シス ト 民 兵 、 航 空 、 そ し て リビア 植民 地 の 建 設 に 責任 を 負う こと に な っ た 。 し か し 、 
バル ボ と ムッ ソリ ー ニ の 関係 は 友人 か ら ラ イ バ ル へ と 激動 し て お り 、 特 に バル ボ 自 身 の カ リス 
マ 的 な 人 気 に よ に り 、 ム ッ ソ リー ニ は し ば し ば バル ボ の 忠誠 心 を 疑問 視 す る こと に な っ た 。 


「[ ム ッ ソ リー ニ ] は 、3 つ の 軍務 すべ て に 対す る 権限 を 持つ 国防 省 や 参謀 総長 を 簡単 に 創設 

し た か も し れ な い 。 バ ル ボ は 1933 年 に その よう な 提案 を し た が 、 ム ッ ソ リー ニ は 繰り 返し そ 

れ を 拒否 し た 。 

この よう な 政権 、 圭 に バル ボ が 提案 し た よう に バル ボ を その トッ プ に 据え た 政権 は 、 独 裁 者 

に と っ て あま り に も 大 き な 政 治 的 脅威 と な かっ た 。 イ タリ ア は 1940 年 の この 決定 に 対し て 多大 

な 代償 を 払っ た 。」 

- ク ラウ ディ オ <G・ セ グレ 、 イ タロ : バ ル ボ : フ ァ シ スト の 生涯 

ムッ ソリ ー ニ は 確か に 稲妻 が 多 す ぎ た 。 成 功 を 収め る と 、 独 裁 者 と し て の 地位 に も か か 
わら ず 、 コ ンス タン チン ・ レ オン チェ フ が か つて アド バイ ス し た よう に 単に 「 恥 ず か し が ら ず に 
統治 」 し 、 稲 妻 か ら 太 陽 に 超越 する 方 法 を 知ら な か っ た 。 そ の 代わ り に 、 彼 は 根絶 し よう と し て 
いた つま ら な い 政 治 的 陰謀 に 再び 陥っ て し まっ た 。 
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この 記事 の 歴史 部 分 で 検討 し た すべ て の こと か ら 、 

イタ リア と ドイ ツ の 歴史 の 間 に 多く の 類似 点 が あり 、 そ れ が 特定 の 国民 的 反応 を 
促進 する の に どの よう に 役立っ た か を 簡単 に 発見 で きた は ず で す 。 

2 番目 の 部 分 は 、 ド イツ で 起こ っ た 反応 と は 対照 的 に 、 な ぜ そ の 反応 が その よう な 
形 に な っ た の か 、 つ まり ドイ ツ の 国民 性 を 通じ て 同じ 力 の 現れ で ある と いう 背景 
提供 する の に 役立ち まし た 。 「 フ ァ シ ズム は 戦士 た ちの 怒り か ら 生 まれ た 。」 ド 
イツ の 戦士 た ち は 屈 辱 的 な 敗北 の 激 篤 を 経験 し まし た が 、 イ タリ ア の 戦士 た ち は 
屈辱 的 な 勝利 の 激怒 を 経験 し まし た 。 ど ちら の 場合 も 屈辱 の 根源 は ベル サイ コ ユ 条 
約 で し た 。 戦 士 を 本 当 に 動揺 させ る の は 不正 義 で あり 、 こ の 条約 は 、 理 由 は 違っ て 
も 両国 に と っ て 不正 義 を 意味 する も の で あり 、 イ タリ ア の ファ シズ ム と ドイ ツ の 国 
家 社 会 主義 の 台頭 を 動機 づけ た の は 、 物 事 を 正しい 場所 に 置く と いう 正義 へ の 欲 
求 で あっ た 。 物 事 の 真 の 秩序 が 回 復 さ れる よう に 。 こ の 正義 の 追求 に お いて 、 彼 ら 
は その 根源 と 同じ よう に 展開 し た 出来 事 の 背後 に ある パタ ー ン 、 つ まり 軍事 、 政 
治 、 社 会 情勢 だ け で な く 世 界 全 体 に 対す る 根本 的 に 誤っ た 見 方 を 追い 続け た た 
め 、 そ の 範囲 は 拡大 し 続け た 。 こ の よう に 、 理 由 は 異な り ま す が 、 共 通 の 動機 と 同様 
の 手段 に より 、 両 者 は 同じ 答え を 見 つけ 、 同 じ 世 界 観 に 至り まし た 。 彼 ら は その 世 
界 観 の 中 で 強 さ を 獲得 し 、 そ の 世界 観 は 彼ら の 血 を 通し て 表現 され る で し ょ う 。 


ここ で 、 国 民 性 を 扱う この 記事 の 2 番目 の 部 分 が 登場 し ます 。 ド イツ 人 は よ 
り 体系 的 で ある た め 、 表 現 は より 一 貫 住 が あり 、 具 体 的 で し た 。 一 方 イタ リア 人 は 
強い 本 能 と 強い 指導 感情 を 持っ て いま し た が 、 そ れ を 体系 的 な 方 法 で 表現 する 方 
法 を 常に 知っ て いる わけ で は な く 、 代 わり に 芸術 的 な 方 法 を 選択 し まし た 。 
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表現 力 と 直感 的 な アク ショ ン 。 フ ァ シ スト と し て の ムッ ソリ ー ニ の 自己 実現 へ の 道 は 、 今 日 の 私 た 
ちの 多く の 道 と 非常 に よく 似 て お り 、 そ れ は 一 般 的 な 方 向 感覚 、 源 へ と 私 た ち を 導く 親近 感 を 持つ 
こと に 似 て お り 、 一 度 そ こ に 到達 し て 初め て 、 私 た ち は そ れ を 知る こと が で きる の で す 。 す べ て は 何 
の た め に ある の か 見 て み ま し ょ う 

e 意味 で 振り 返る 。 た と 取る 、 
えば 、 ム ッ ソ リー ニニ は 社会 主義 者 と し て 出発 し まし た 。 一 般 に ファ シス ト や 国家 社会 主義 者 の うち 
どれ だ けが 社会 主義 さら に は 共産 主義 の 道 を 歩ん で きた の だ ろう か ? そ こ に は 明らか に 、 探 求 す 
る ファ シス ト を 最初 は 引き 寄せ る よう な 馴染 み の あ る も の が 存在 する が 、 そ の 馴染 み の あ る も の が 
何で あっ た の か を 明確 に し な が ら 、 そ の 馴染 み を 取り 囲む 他 の すべ て の も の は 必然 的 に 彼 を 遠 ざ 
ける だ ろう 。 


若い 頃 、 ム ッ ソ リー ニ は 社会 主義 に 対す る 自身 の 見 解 を 次 の よう に 表現 し た 。 「 社 会 主義 
は 罰 易 協定 で も 、 政 治 家 の 遊び で も 、 ロ マン チッ ク な 夢 で も 、 ス ポー ツ で も な い …1 社 会 主義 と は 残 
酷 で 厳格 な も の で 矛盾 を 縫い 合わ せ た も の で ある 」 そ し て 暴力 。 


それ は 戦争 だ 。 そ し て 、 あ の 戦争 で 心 優 し い 者 た ち は 悲 惨 だ 。 社 会 主義 は 恐ろし く 、 深 刻 で 、 崇 高 な 
行為 だ 。」 こ の 評価 に は 確か に ファ シス ト 的 (そし て イタ リア 的 ) な と ころ が あり 保守 革命 派 や 国 
家 社 会 主義 者 の 社会 主義 評価 を 生 徳 と させ ます 。 そ れ は マル クス より も むし ろ オ ズ ワ ル ト ・ シ ュ ペ 
ング ラー の プロ イセ ン 社 会 主義 に 近い 。 そ れ は 戦闘 的 で あり 、 義 務 に 縛ら れ て いま す 。 さ ら に 、 そ れ 
は エリ ー ト 主義 的 で ある 。 社 会 主義 者 だ っ た 若い 頃 、 ム ッ ソ リー ニ は 地方 の 社会 主義 紙 「 ラ * ロ ッ 
タデ ィ ッ クラ ス 」 の ペー ジ に 次 の よう に 書い て いた 。 堅 固 な 信仰 に 満ち 、 自 分 た ちの 目標 を 認識 し て 
いる 、 選 ば れ た 少数 派 は 、 優 し く て 寛容 で 、 牧 師 に 従順 で 、 オ オカ ミ の 最初 の 遠 咲 え で 逃げ 出す 群 
れ よ り も 、 私 た ち に よっ て 大 切 に され て いま す 。 . 私 た ちの 前 作 「 ゼ ロ ・ ト レラ ンス 」 を 読ん だ こと の 
ある 人 な ら 、 こ の 引用 で すぐ に 気づく で し ょ う 。 


イタ リア の ファ シズ ム に 対す る 我々 の 立場 を 裏付け る 更 な る 示唆 と 、 
ドイ ツ の 国家 社会 主義 は 同じ 世界 観 の 表現 で あり 、 
原則 と 行動 の 両方 に お いて 。 
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し か し .、 共 通 の 真実 を 表現 する この 2 つの 国家 的 表現 は 絶対 に 異な る も の 
で ある と 主張 する 人 々 が た くさ ん いま す 。 そ の 主 な 動機 は 、 リ ベラ ル ア カ デミ ア の 
定義 や 分 類 、 そ し て より 広い 文脈 か ら 切 り 離さ れ て 存在 する ファ シズ ム の 教義 の 
解釈 で す 。 私 た ち が こ こ で 提供 し た も の 。 フ ァ シ ズム の 教義 を 単独 で 読む こと は 、 
ファ シズ ム の 自己 探求 の 物語 つま り ム ッ ソ リー ニ の 自己 実現 の 物語 を 完全 に 見 
逃す こと に な る 。 


これ ら の 人 々 (そし て 、 フ ァ シ ズム を 国家 社会 主義 と は 異質 な も の と し て 反 
論 す る NS 側 の 仲間 た ち ) が 抱い て いる 主 な 不満 の 一 つ は 、 お そら く フ ァ ン シズ ム が 
人 種 と は 何 の 関係 も な く 、 何 より も まず 人 種 と 中 心 に ある と いう こと で ある . 状 態 。 
この 人 物 は 、 ム ッ ソ リー ニ の 悪名 高き 言葉 「 す べ て は 国家 の 内 部 に あり 、 国 家 の 外 
に ある も の は な く 、 国 家 に 敵対 する も の は 何 も な い 」 を 執 提 に 誤解 し て いる 。 双 方 
と も 、 こ れ は 国家 が 人 種 や 国家 より も 優先 され 、 そ れ ら を 無関係 で は な い に し て も 
二の次 に する こと を 意味 する と 信じ て いる 。 


「 古 典 的 ファ ンス ト 」 タ イプ の 人 々 が 、1920 年 の 春 に ムッ ソリ ー ニ が より 陰 
鬱 な 気分 の 中 で 表明 し た 次 の 考え を 知ら れ た ら ど う 反 応 す る だ ろう か と 人 は 思 
う 。 昨 日 の 状態 、 今 日 の 状態 明日 の 状態 ブルジョア 国家 、 社 会 主義 国家 。 


この 悲し い 現 在 と 暗い 未来 に お いて 、 減 び つ つ あ る 個人 主義 に 忠実 な 私 た ち に 残 
され た 唯一 の も の は 、 お そら く < 不条理 だ が 慰め と な る アナ ー キ ー と いう 宗教 だ け 
だ 。」 こ の 引用 は ムッ ソリ ー ニ を アナ ー キ スト に し て いる の だ ろう か ? そ れ は 、 あ る 
時 期 に 彼 が アナ キス ト だ っ た 、 あ る い は か つて 社会 主義 者 で あっ た の と 同じ よう 
に アナ キス ト の 傾向 が あっ た と いう こと を 意味 する の で し ょ うか ? も ちろ ん 違い ま 
す 。 こ れ ら の 言葉 の 意味 や 、 国 家 の 包括 的 な 性 質 に つい て の 引用 に 対す る 真 の 答 
え を 私 た ち に 提供 し て くれ る の は 、 歴 史 と 国民 性 と いう より 広範 な 文脈 で す 。 最 初 
の 部 分 を 思い 出し て 、 ム ッ ソ リー ニ と イタ リア 全土 が 直面 し て いた 現実 を 考え て み 
まし ょ う 。 弱 体 で 非 活動 的 な 国家 、 自 国民 を 大 切 に する こと が で き な い 国家 、 
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勝利 の 戦利 品 を 放棄 し た 者 。 1920 年 に ムッソリーニ が 表明 し た 感情 に は 、 明 ら か に 未来 主義 
的 な 色合い が あり 、 ま た イタ ロ : バ ル ボ が 帰還 し た 際 に 述べ た こと を 模 信 し て いる 。 


戦争 か ら 帰 っ て : 「 戦 い 、 准 闘 し 、 ジ ョ リッ ティ の 地 に 帰る た め に 、 あ ら ゆ る 理想 を ビジ ネス の 

提案 に 変え た の は 誰 で すか ? い いえ 。 

全て を 否定 し 、 全 て を 破壊 し て 、 根 本 か ら 新 し くす る 方 が 良い 。」 要 する に 、 ム ッ ソ リー ニ の 「 無 
政府 状態 」 の 言葉 は 、 目 の 前 の 国家 権力 の あら ゆる 弱体 で 無力 な 形態 に 直面 し た と き に 、 彼 が あ 
えて 全面 的 に 受け 入れ た も う 一 つの 極端 な の だ 。 彼 の 他 の 表現 を も う 一 度 繰り 返し て 、 次 の よう 
に 言う こと も で きま す 。 


ムッ ソリ ー ニ が アナ キス ト に な っ た 瞬間 、「 国 家 が 
合計 が 十分 で は あり ませ ん 。」 

それ で は 、 州 全体 の 見 積もり の 本 当 の 意味 は 何で し ょ うか ? そ の 真 の 意味 は 、 有 機 的 な 統 
ー と いう 目標 を 追求 する こと で あり 、 そ こ で は 国家 が 単 一 の 全体 と し て の 国民 の 現れ と し て 人 存 
在 し 、 エ ルン スト ・ ユ ン ガ ー が 言う よう に ゲシュタルト と し て 存在 する 。 「 そ の 部 分 の 合計 」、 
国家 が 司法 権 を 有する と いう ファ シス ト の 宣言 


国家 の 表明 は フラ ン シ ス コ に よっ て より 簡潔 に 表現 され て いま す 

パー カー ヨッ キー「 国 家 は 行動 の た め の 国 家 の 形態 で ある 」 。 1921 年 の ファ シス ト 党 細 領 
は 、 こ れ ら の 考え と 、 (再び ) コ ドレ アヌ の 言葉 を ほぼ 同じ 言葉 で 表現 し て いま す 。 「 党 は 、 
国家 を 構成 する 社会 を 、 あ る 時 点 に 生き る 個人 の 単なる 集合 体 と し て で は な いと みな し て いる 」 
時 間 的 に は 特定 の 領域 内 に ある が 、 そ れ 自体 の 中 に 過去 、 現 生 、 未 来 の 世代 の 無限 の 階級 を 含む 
有機 体 と し て 、 そ れ ら の 個別 の 個人 は た だ 過ぎ 去る 瞬間 に 過ぎ な いよ うに 見 える 。 分裂 の 歴 
史 を 持ち 、 名 目 上 の み 統一 され た イタ リア は 、 議 院内 閣 制 に よっ て 指導 され て いる が 、 そ の 本 質 
は 分 像 的 で あり 、 同 時 に 弱く 受動 的 で も ある た め 、 「 統 治す る 」 国 家 を 要求 し た 。 
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それ は 、 単 一 の 生物 の 完全 な 統一 性 の 表現 と な る で し ょ う 。 


「 こ れ ら の 宗 高 な アイ デア を 血 と 肉 と し て 形 に する 必要 が あり まし た 。 国 家 的 カ 
ルト の 内 容 が 明らか に され 、 望 まし い 状態 が 目 に 見 える 形 で 示さ れる 必要 が あり 
まし た 。 「 フ ァ シ スト 組織 は ファ シス ト 国 家 に な ら な けれ ば な ら な い 」 と 宣言 
する こと に よっ て 、 フ ァ シ スト は 壮大 な 任務 を 自ら の 前 に 設定 し 、 比 類 の な い 責 
任 を 自ら 引き 受け た 。 
ファ シズ ム は 階級 を 否定 する の で は な く 、 各 階級 の 利益 を 全体 、 つ まり 国家 に 組 
織 さ れ た 国民 の 利益 に 従属 させ る 。 
階級 へ の 願望 は 合法 で す が 、 あ る 随 級 が 国家 より も 自分 自身 を 高め よう と する 
と 、 必 然 的 に 国民 生活 全体 が 混乱 に 陥り ます 。 


…「 国 家 」 は 、 フ ラン ス 革 命 の 教義 の 古い 「 算 術 的 」 お よび 「 原 子 論 的 」 生 神 で 
は な く 、 フ ァ シ スト の イデ オロ ー グ に よっ て 描か れ て いま す 。 彼 ら は 、 平 等 で 自由 
な 個人 の 集合 体 と し て の 社会 の 「 機 械 的 理解 を 拒否 し 、 機 能 の 経済 的 分 割 と 
その 後 の 社 会 的 分 化 を 説明 する 「 有 機 的 理解 を 宣言 し ます 。」 


- ウ スト ヤ ロ フ 


し た が っ て 、 国 家 全 体 の 引用 は 、 国 と し て の イタ リア 、 そ し て 国家 と し て の 
イタ リア 人 が 人 為 的 か つ 機 械 的 な 分 像 を 二度と 経験 し な いと いう ムッ ソリ ー 
ニニ の 約束 で あり 、 そ の 感情 は ドイ ツ 国 家 社 会 主義 の 教義 と 決し て 矛盾 する も 
の で は な く 、 そ れ を 反映 し て いる 。 国 家 は 国家 に 奉仕 する た め に 存在 する 。 そ 
れ が まさ に 、 イ タリ ア で ファ ンズ ム が 台頭 し た 際 に 、 国 家 的 価値 の 担い 手 と し 
て の 役割 果たせ な か っ た た め 、 既 存 の 国家 を 破壊 する 用 意 が ある と 表明 し 
た 理由 で ある 。 全 体 の どの 部 分 も 全体 を 支配 する こと は 許さ れ な い 、 こ れ が 最 
も 簡潔 で す 
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その 引用 の 意味 。 ミ ゲル ・ セ ラー ノ は 『 黄 金 の 綱 』 の 中 で 、 「 ユ ダ ヤ 人 は 部 分 を 全体 より も 高め 
る 」 と 述べ て いま す 。 フ ァ シ ズム と 国家 社会 主義 は 、 す べ て を 正当 な 場所 に 置き ます 。 ム ッ ソ リー ニ 
は この こと 、 そ し て この 記事 で 私 た ち が 話し た こと の 多く を 再 確認 し て いま す 。 し か し 、 私 は これ 
ほど 強固 で 明確 な 教義 を 備え た イデ オロ ギー 的 また は 政治 的 運動 を 他 に 知り ませ ん 。 私 た ち は 疑 
いよ う の な い 現 実に 直面 し て いま す 。 国 家 は 強く な けれ ば な り ま せん 。 国 家 を 破壊 的 な 行為 か ら 
守る た め 、 自 ら を 守る 義務 が ある 政府 。 階 級 間 の 協力 、 宗 教 の 尊重 。 あ ら ゆ る 国家 エネ ルギー を 開 
発する 。 そ れ が 人 生 の 教義 な の で す 。」 


実際 、 フ ァ シ スト 国家 の 目標 は 国家 に 奉仕 し 、 行 動 の た め の エ ネル ギー を 組織 し 、 そ の 中 で 
すべ て の 人 が 高揚 する こと で あっ た 。 フ ァ シ ズム に お ける ダン ヌン ツィ オ の 影響 を 否定 する こと 
は ほとん ど で き な い の で 、 彼 の フィ ウメ 憲法 「 カ ル タ ディ カル ナー ロ 」 、 つ まり 国家 を 「 精 神 の 
より 高揚 し た 状態 に 向け た 国民 の 共通 の 意志 と 共通 の 願望 」 と 定義 する 第 18 条 を 思い 出し て み 
まし ょ う 。 そ し て 物質 的 な 存在 。」 ジ ュ リ アス < エヴォ ラ も 同様 に 、 国 家 の 本 質 的 な 機能 を 定義 し ま 
し た 。 


これ は 究極 の ファ シス ト と 国家 社会 主義 の 野望 を 反映 し て いま す 。 


「 真 の 政治 秩序 、 ひ いて は 国家 その も の の 、 よ り 高 度 で 真 の 正当 化 は 、 そ の アナ ゴ 
ジー 的 な 機能 た ある 。 つ まり 、 行 動 し 、 考 え 、 生 き 、 闘 争 し 、 最 終 的 に は 個人 の 気質 
を 呼び 起こ し 、 養 うこ と に ある 。 彼 の 単なる 個 価 を 超え た 何 か の た め に 自分 を 犠 
牲 に する の で す 。」 


- ジ ュ リ アス ・ エ ヴォ ラ 『 廃 壇 の 男 た ち 』 


それ で も 、 「 古 典 的 ファ シス ト 」 た ち は 、 イ タリ ア の ファ シス ト が どの よう な 文脈 で 国家 に つい て 
話し て いた の か を 疑問 視 し 、 民 族 や 人 種 と は 何 の 関係 も な いと 主張 し 、「 フ ァ シ ズム は 人 種差 別 主義 者 で 
は な い ! 」 と 主張 する だ ろう 。 彼 ら は 泣き ます 。 我 々 は も う 一 度 、19 世 紀 の 古 い ナ ショ ナリ ズム に 取っ て 代わ 
る 新しい ナシ ョ ナリ ズム を 導入 し た の が ファ シズ ム で あっ た こと 、 そ し て それ が どの よう に し て ナシ ョ ナリ 
ズム と な っ た の か を 振り 返る こと が で きる だ ろう 。 
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大 衆 の 出来 事 で あり 、 流 血 を 扱っ た も の 、 ウ ッ ド ロー・ ウ ィ ル ソン の 14 得 点 、 そ し て イタ リア に 
譲渡 され な か っ た イタ リア 人 が 住む 地域 の 壊滅 的 な 勝利 一 一 ある い は 、 ミ ラノ で の 第 一 回 フ 
ァ シ スト 会 議 で ムッ ソリ ー ニ が 言っ た こと を 単に 彼ら に 思い 出さ せる こと も で きる だ ろう 。 
「 我 々 は 、 フ ィ ウ メ を 求め る 闘争 に 耳 を 貸さ な いわ け に は いか な い 。 ザ ラ 、 ラ グー ザ 、 カ ッ タ ロ 
の イタ リア 人 だ け で な く 、 テ ィ チ ー ノ の イタ リア 人 、 さ ら に は そう で な い イ タリ ア 人 と も 我々 を 
結び つけ る 絆 の 生き た 性 質 を 深く 感じ て いる 」 イ タリ ア 人 に な り た い 一 一 コル シカ 島 の イタ 
リア 人 、 海 の 向こう に 住む イタ リア 人 、 共 通 の 人 種 的 誇り の 下 で 団結 し た いと 願っ て いる 大 家 
族 と 。」 


イタ リア ・ フ ァ シ ズム の 中 に 市 民 的 ナシ ョ ナリ ズム の 痕跡 は 見 出さ れず 、 代 わり に 人 種 
と 血 の 性 質 、 そ し て 時 代 を 通じ た 不変 性 が 常に 再 確認 され る こと に な る 。 実 際 、 フ ァ シ ズム 
は 、『 フ ァ シ スト の 十 カ ロー グ 』 の ポイ ント 4 で 、 自 ら を 「 ラ テン の 伝統 を 継承 し 、 数 千年 の 
歴史 の 中 で 不変 に 活動 し 、 ロ ー マ の 思想 へ の 回 帰 、 同 時 に キリ スト 教 の 思想 へ の 回 帰 で ある 、 
ラテ ン の 伝統 を 継承 し て 生ま れ 変わ っ た 民族 の 天才 」 で ある と 公式 に 宣言 し て いた 。 偉 大 な 
過去 と 輝かしい 未来 の 統合 で ある 国家 。」 


そし て ムッ ソリ ー ニ は レー ス に つい て 何と 言い まし た か ? 良 い … 


「 そ う で すね 、 私 た ち フ ァ ン ステ ィ は 、 最 も 高貴 な イタ リア 民族 に 属す る と いう 誇 
り と 情熱 を 、 あ ら ゆ る 都市 、 国 の あら ゆる 地域 、 さ ら に は 最も 健 地 に まで も た らし た 
いと 考え て いま す 。 ダ ン テ を 生み 出し 、 ガ リ レ オ 、 芸 術 の 最高 傑作 、 ヴ ェ ル ディ 、 マ 
ッ ツ ィ ー ニ 、 ガ リバ ルディ 、 ダ ン ヌ ン ツ ィ オ を 世界 に 与え 、 勝 利 し た 人 々 を 生み 出 
し た レー ス 。 


ヴィ ッ ト リ オ : ヴ ェ ネ ト 。」 


-1920 年 4 月 4 日 、 フ ェ ラ ー ラ で の 演説 


「1870 年 に イタ リア に は 2,700 万 人 の 住民 が いた 。 
今 で は 5,000 万 人 。 そ の うち 4.,000 万 人 が 半島 に 住ん な で お り 、 ヨ ー ロ ッ パ で 最も 均 
質 な 地域 を 代表 し て いま す 。 
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な ぜ な ら 、 例 えば 、 チ ェ コ 民族 の 500 万 人 が 他 の 700 万 民族 を 統治 し て いる ボ へ ヘミ 
ア と 比較 する と 、 イ タリ ア に は アデ ィ ジ エ ェ 川上 流域 の ドイ ツ 人 皿 民 が 18 万 人 、 ス 
ラブ 人 が 36 万 人 し か お ら ず 、 残 り は すべ て コン パク ト な 全体 を 形成 し て いる か ら 
7 だ 8 


-1920 年 9 月 20 日 、 ト リエ ステ で の 演説 


「 そ も そ も 彼 女 (イタ リア 国民 ) に は 確か な 基盤 が あり 、 そ れ が 我々 民族 の 
活力 な の で す 。」 


-1920 年 9 月 20 日 、 ト リエ ステ で の 演説 


「 私 は イタ リア 国民 の 将来 の 偉大 さ を 限り な く 信 じ て い ます 。 私 た ちの 民族 
は 、 ヨ ー ロ ッ パ 民族 の 中 で 最も 大 きく 、 最 も 均質 な 民族 で す 。 … 他 人 の 家 で 
は すべ て が 素晴らし く 、 自 分 の 家 で は すべ て が 小さ すぎ る と 信じ る 悲観 主義 
者 と は 異な り 、 私 た ち は 自 分 た ちの 人 種 と 歴史 に 誇り を 持っ て いま す 。」 


-1921 年 2 月 6 日 、 ト リエ ステ で の 演説 


「 そ れ で は 、 こ の ファ シズ モ は どの よう に し て 生ま れ た の で し ょ うか … そ れ は 私 
た ちの 地中海 民族 と アー リア 人 民族 の 深く 永遠 の ニー ズ か ら 生 まれ まし た …」 


-1921 年 4 月 3 日 ボロ ー ニ ャ で の 演説 


「… 私 た ち は 、 ザ ラ 、 ラ グー ザ 、 カ ッ タ ロ の イタ リア 人 だ け で な く 、 テ ィ チ ー ノ 
州 や コル シカ 島 の 人 々 、 海 の 向こう の 人 々 、 そ し て 偉大 な 人 々 と 私 た ち を 結び 
つけ て いる 人 種 の 絆 が 生き て いて 活力 が ある と 感じ て いま す 。 私 た ち は 、 同 じ 
人 種 の 誇り で 団結 し た いと 願っ て いる 5,000 万 人 の 男性 の 家族 で す 。」 


-1921 年 4 月 3 日 ボロ ー ニ ャ で の 演説 
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「 イ タリ ア は 国家 で は あり ませ ん 。 国 家 で す 。 な ぜ な ら 、 ア ルプ ス か ら シ チリ 
ア 島 に 至る まで 、 私 た ちの 人 種 、 習 慣 、 言 語 、 宗 教 の 基本 的 な 統一 が ある か ら 
で す 。」 


-1922 年 10 月 4 日 、 ミ ラノ で の 演説 


「 現 実 の 好戦 的 な 政治 を 代表 する 少数 派 の まほ か に 、 そ の すばらし い 出生 率 
に よっ て 我々 の 民族 を 永続 させ 、 働 いて いる 4,000 万 人 の 優秀 な イタ リア 人 
が いる こと を 忘れ て は な り ま せん …」 


-1922 年 11 月 16 日 、 議 場 で 行わ れ た 演説 


「 私 た ち は 、 こ こ で も どこ で も 、 ど ん な 戦い に も 備え る 準備 が で き て いま す 。 
私 た ちの 人 種 と 歴史 の 基礎 を 守る こと が で きる で し ょ う 。」 


-1922 年 12 月 12 日 、 ロ ンド ン で の 演説 

「 ま ず 最 初 に 言わ せ て くだ さい 、 私 た ちの 種族 の 強 さ と 美 し さ の 証拠 を 提 
供する この 素晴らし い 部 屋 で 会 うこ と が で き て 、 ど れ ほ ど 幸 せ で ある か と い 
うこ と で す 。」 
-1923 年 1 月 2 日 、 ロ ー マ で の 演説 

「 イ タリ ア の 世界 進出 の 問題 は 明らか だ 」 
イタ リア 民族 に と っ て は 死活 間 題 だ 」 
-1923 年 3 月 30 日 、 ミ ラノ で の 演説 

「 私 は あな た の 顔 を よく 見 て 、 あ な た が 他 の 人 が 生ま れ て いな い 頃 は 素 晴 
らし か っ た この イタ リア 民族 の 、 野 密 な 世界 に 私 た ちの 文明 を 三 度 も 与え た 
この イタ リア 民族 の 、 こ の イタ リア 民族 の 素晴らし い 芽 だ と 認識 し まし た 。 
私 た ち は 規 律 、 仕 事 、 信 仰 の た め に 必要 な すべ て の 闘い に よっ て この 人 種 を 
形成 し た いと 考え て いま す 。」 


- サ ッ サ リ で の 演説 、1923 年 6 月 10 日 
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「… 民 族 の 再生 に 向け た 抗 し が た い 運 動 を 代表 する ファ シン ズム は 、 イ タ 
リア 民族 が 見 事 に 現われ て いる この 島 を 必ず 引き 連れ て いた 。」 


-1923 年 6 月 12 日 、 カ リア リ で の 演説 

「 ロ ー マ は 、 明 日 も 、 そ し て 今後 何 世紀 に も わた っ て 、 常 に 私 た ちの 民族 
の 生き た 中 心 で す ! 」 
-1923 年 6 月 25 日 、 ロ ー マ で の 演説 


「 そ の た め 、 母 子 の 健康 管理 を は じ め 、 レ ー ス の 将来 に 細心 の 注意 を 払う 
必要 が ある 」 


- 昇 天 の ス ピー チ 、1927 年 5 月 26 日 


「 白 人 種 全体 、 つ まり 西洋 人 種 は 、 私 た ち 自身 の 未知 の リズ ム で 増殖 する 他 の 有色 
人 種 に よっ て 埋没 し て し まう 可能 性 が あり ます 。 と いう こと は 、 黒 人 と 黄色 人 が 入り 
口 に いる と いう こと だ ろう か ? そ う で す 、 彼 ら は その 繁殖 力 の た め だ け で は な く 、 役 
ら の 人 種 意 識 と 世界 に お ける 彼ら の 将来 の た めで も あり ます 。」 


- リチャード ・ コ ー ハ ー 著 「 出 生 率 の 減少 : 人 々 の 死 」 の 序文 
1928 年 

「 名 誉 と 正義 を 備え た 平和 は パッ クス ・ ロ マー ナ で す … 私 た ちの ラテ ン 系 と 地 中 
海 系 民族 の 性 格 と 気質 に 合っ た 平和 で す 。 私 は それ を 皆さん の 前 で 称賛 し た いと 
思い ます 。 な ぜ な ら 、 こ の 民族 は 何 千 も の 人 々 の 中 で 世界 に 与え て きた 民族 だ か ら 
で す 」 カ エサ ル 、 ダ ン テ 、 ミ ケラ ンジ ェ ロ 、 ナ ポレ オン 。 こ の 種族 は 、 古 く か ら 強 く 、 決 
意 が 強く 、 普 遍 的 な 往 告 者 と 構築 者 の 種族 で あり 、2006 年 まで に 3 回 世界 に 向け 
て 基調 講演 を 行っ て きま し た 。 


何 世 紀 に も わた っ て 。」 


-1933 年 10 月 23 日 、 フ ィ レ ン ツ ェ で の 演説 
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「 こ れ が 、 帝 国 の 人 種 法 が 厳格 に 遵守 され 、 そ れ に 違反 し て 罪 を 犯し た 者 は すべ 
て 追放 され 、 処 罰 さ れ 、 投 獄 さ れる こと に な る 理由 で す 。 な ぜ な ら 帝国 を 維持 する 
に は 、 先 住民 が 私 た ちの 優位 性 を 明確 か つ 強 制 的 に 認識 する 必要 が ある か ら で 
す 。」 

-1938 年 10 月 25 日 、 ロ ー マ で の 演説 


「 私 た ちの 農村 政策 は 、 イ タリ ア 民 族 の 本 質 的 な 美徳 を 保存 し 継承 する と いう 方 
針 に 従っ て いま す …」 


-1939 年 1 月 22 日 、 ロ ー マ の アル ゼン チン 劇場 で の スピ ー チ 


「 道 徳 的 お よび 物質 的 な 分 野 で 回 復 する 私 た ちの 能力 は 本 当 に る べき も の で 
あり 、 私 た ちの 独特 の 特徴 の 1 つ を 構成 し て いま す 。 
人 種 。" 


- 1941 年 2 月 23 日 、 ロ ー マ の 黒 シ ャ ツ 党 へ の 演説 

さら に 、 フ ァ シ ズム に 対す る ムッ ソリ ー ニ の 正確 な 野心 
人 種 に 対す る 態度 は 、 ジ ュ リ アス エヴォ ラ の 著書 を 読め ば 完全 に 評価 で きる 。 
この 記事 は 、 ム ッ ソ リー ニ が 「 十 分 に ファ シス ト で は な い 」 と いう 公 の 場 で ファ シン ズム を 批判 する この 人 物 
に 、 公 式 の ファ シス ト 人 種 主義 の 開発 を どの よう に 個人 的 に 委託 し た か に 捧げ られ て お り 、 こ の 主義 は エ ヴ 


オラ の 人 種 に 関す る 三 者 構成 の 概念 の 基礎 の 上 に 構築 され る こと に な っ て いた 。 ボ ディ (生物 学 ) 、 マ イン 
ド (心理 学 ) 、 そ し て スピ リッ ト ( 霊 性 ) 。 


以下 に 、 私 が 2014 年 10 月 2 日 に 翻訳 し た この 記事 の 全文 を 掲載 し ます 。 た だ し 、 私 た ちの 議論 の 最も 関 
連 性 の 高い 部 分 に 下線 を 付け て いま す が 、 読 者 に は この 記事 を よく 理解 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 こ れ 
は 、 こ の 記事 で 以前 に 他 の 記事 で 述べ た 点 を さら に 明らか に し 補強 す る も の で ある た め 、 完 全 で す 。 
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ムッ ソリ ー ニ と イル ・ ラ ツィ ズ モ // 
イル メリ ディ アー ノ ディ タリ ア 、1951 年 12 月 


1941 年 9 月 私 は ヴェ ネツ ィ ア 宮殿 に 呼び 出さ れ ま し た 。 ま さか ムッ ソリ ー ニ 本 
人 が 私 と 話し た いと は 思っ て いな か っ た 。 私 た ちの 会 話 に は パ ヴ ォ リー ニニ も 同席 
し て いた 。 ム ッ ソ リー ニ は 、 ヘ ー プ リ か ら 出 版 さ れ た 私 の 著書 『 人 種 主義 の 総合 』 
を 読ん だ こと 、 そ れ を 承認 し 、 そ こ に 提示 され た 考え 方 の 中 に 独立 し た ファ ンス ト 
と 反物 質 主義 的 人 種 主義 の 形成 の 基礎 が ある と 見 た と 私 に 語っ た 。 。 「 ま さ 
に 私 た ち が 必 要 と し て いた 種類 の 本 で す 」 と 彼 は 言う 


っ た 。 


中 


これ ら の 声明 の 重要 性 を 理解 する に は 、 イ タリ ア の 人 種差 別に 関す る 現状 を 
思い 出す 必要 が あり ます 。 こ の 数 か 月 前 、 ム ッ ソ リー ニニ は 人 種 問題 に つい て 態度 を 
と り 、 こ の 分 野 で も 同盟 国 で ある ドイ ツ と 同等 の 立場 を 獲得 する 必要 が ある と 考 
えて いた 。 
最も 直接 的 な 動機 は 、 新 し い 帝 国 に 先住 民 が 存在 する こと に よる 人 種 意 識 と 人 種 
的 尊厳 を 活性 化し た いと いう 願望 で し た 。 も う 一 つの 理由 は 、 国 際 ユ ダ ヤ 教 の 反 
ファ シス ト 的 姿勢 で し た 。 
北米 の 第 一 人 者 。 人 種 問題 は 、 国 内 的 、 選 択 的 、 文 化 的 、 民 族 的 問題 の 目標 を 組み 
合わ せ た も の で す 。 そ れ が 、 ム ッ ソ リー ニ が 約 10 項 目 を 含む いわ ゆる 「 イ タリ ア 人 
種差 別 宣言 」 の 出版 を 支援 し た 理由 で ある 。 そ れ は 雑誌 「 人 種 の 防衛 」 (ディ フ ェ 
サ 。 デ ッ ラ ・ ラ ッ ツ ァ ) に 掲載 され 、 そ の 後 、2 つ の 人 種 機関 が 創設 され まし た 。1 つ は 
大 衆 文化 省 に 、 も う 1 つ は 内 務 省 に あり まし た 。 


残念 な が ら 全体 的 に 満足 の いく 状況 で は あり ませ ん で し た 。 イ タリ ア で は そ 
の よう な 行動 に 向け た 真剣 な 準備 と 具体 的 な 研究 の 前 例 が 十分 で は な く 、 イ タリ 
ア の 「 知 識 人 」 に と っ て 人 種 的 思想 は 全く 未知 の 領域 だ っ た 。 こ うし て 、「 マ ニ フ 
ェ ス ト 」 を 編 繋 し た グル ー プ と 「 人 種 擁護 」 ス タッ フ は 、 奇 妙 か つ 性 急 に 結成 され 
た 組合 を 提示 し た 。 
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興奮 し た 人 種差 別 主 義 者 や 、 こ の 主題 に は た ま に し か 触れ な か っ た ジャ ー ナ リ 
スト や 作家 が 一 度 に 同じ バッ グ に 詰め 込ま れ た 。 こ の よう に し て 、 好 事 主義 の 一 
般 的 な 印象 が 生じ 、 そ こ で は あま り に も 頻繁 に 、 小 さ な 論争 や スロ ー ガ ン が 真剣 
で 統一 され た 教義 に 取っ て 代わ られ た 。 教 義 は 生物 学 的 専門 主義 や 低俗 な 反 ユ 
ダ ヤ 主 義 の どちら か に 埋もれ て し まう べき で は な く 、 そ の 核心 と し て 社会 に 現れ 
る も の で ある 。 共 通 の 世界 観 を レベ ル で 共有 し 、 政 治 や 倫理 を 形成 する 思想 と し 
て 機能 する 。 私 が この テー マ に 取り 組 も うと 思っ た の は 、 フ ァ シ ズム に よる 人 種 
問題 の 扱い に 関し て 海外 か ら 聞 いた あま り 親 切 で は な い 発言 の せい だ 。 私 は 、 自 
分 が 結び つい て いた 伝統 的 で 貴族 的 な 考え 方 か ら 、 選 択 さ れ た 応用 や 結論 で は 
な く 、 有 機 的 な 人 種 教義 の 意味 を 持ち 得る も の すべ て を 抽出 し 始め まし た 。 こ う 
し て 、 最 初 の 記事 と メモ が さま ざま な ファ シス ト 定 期 刊行 物 に 掲載 され 、 そ の 後 、 
前 述 の 本 が 出版 され まし た 。 


私 が 擁護 し た 中 心 的 な テー ゼ は 、 要 する に 次 の よう な も の だ っ た 。 人 間 に と 
っ て の 人 種 の 問題 は 、 猫 や 純血 種 の 馬 と 同じ 用 言 で 議論 する こと は で き な い し 、 
同じ 意味 を 持つ こと も で き な い 。 真 の 人 間 は 、 生 物 学 的 お よび 肉体 的 な 側面 に 加 
えて 、 魂 と 霊 性 も 持っ て いま す 。 し た が っ て 、 包 括 的 な 人 種差 別 で は 、 身 体 、 魂 、 精 
神 と いう 3 つの 要素 すべ て を 考慮 する 必要 が あり まし た 。 し た が っ て 、 純 粋 に 生 
物 学 的 人類 学 的 、 優 生 学 的 な 問題 に 関し て 、 第 一 級 人 種差 別に つい て 語る 傾向 
が あり ます 。 次 に 第 二 級 人 種差 別に つい て 、「 魂 の 人 種 」、 言 い 換 えれ ば 性 格 や 
感情 の 反応 の 形態 に つい て 、 そ し て 最後 に 、 最 高 の 要素 で ある 「 精 神 の 人 種 」、 
つま りこ の 世界 と その 先 の 世界 の 一 般 的 な ビジョン に つい て .、 運 命 、 人 生 、 行 動 、 
言い 換え れ ば 、 人 々 を 互い に 区 別 し 、 不 平等 に する 「 最 高 の 価値 観 」 で す 。 人 種 的 
に 解釈 され た 古典 的 な 理想 は 、 こ れ ら 3 つの 「 人 種 」 の 最高 の 種類 の 調和 と 統 
= すっ 


ムッ ソリ ー ニ は この 見 解 を 妖 い な く 受 け 入 れ た 。 か か り ま せん 
多く の 思想 録 作家 の 責任 は 私 自身 に ある 。 
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Duce が 言っ た 文字 通り の 言葉 を 引用 し ます 。 し か し 、 そ れ で も 私 は 、 ム ッ ソ リー ニ が 私 に 話し 
た こと の 要点 を 一 般 的 に 言う こと が で き 、 当 初 の レベ ル の 準備 を 示し て いる 。 「 人 種差 別 の 
三重 の 概念 - 
ムッ ソリ ー ニ は 私 に 次 の よう に 言い まし た 。 ド イツ の 人 種差 別に ある 程度 根付 いて いる 動物 学 
的 お よび 生物 学 的 な 間違い を 避け る た めで す 。 そ れ は 、 私 た ちの 伝統 と ファ シス ト の 考え の 基 
礎 を 構成 する 精神 的 価値 観 の 優位 性 を 確立 し ます 。 さ ら に 、 そ れ は 大 き な 政 治 的 価値 を 持っ て 
いま す 。 あ な た は 人 種 問題 の 3 つの 側面 を 、 ア リス ト テ レス に よっ て も 強調 され た 人 間 の 3 つ 
の 部 分 と 関連 付け まし た 。 し か し 、 プ ラ ト ン に 従う ほう が よい で し ょ う [ こ こ で は ムッ ソリ ー ニ 
の 言葉 を 一 言 一 名 繰り 返し て いる と 言え ます ]。 プ ラ ト ン は さら に 、 こ れ ら の 3 つの 部 分 を 3 つ 
の 社会 カー スト と 関連 付け て いま す 。 身 体 の 人 種 は 純粋 な 大 衆 、 デ モ に 相関 し て お り 、「 そ れ 
自体 は 無効 で は な い が 、 主 人 に よっ て 使用 され る 力 で ある [正確 な 言葉 ]。 魂 の 種族 は プラ ト 
ン の 「 戦 士 」 ま た は 「 守 護 者 」 と 相関 し 、 精 神 の 種族 は 思想 家 、 哲 学者 、 芸 術 家 の 最上 位 カ ー ス 
ト と 相関 する 可能 性 が あり ます 。」 


正直 に 言う と 、 友 人 の パ ヴ ォ リー ニニ が 私 に 警告 を 発し た に も か か わら ず 、 私 は ムッ ソリ ー 
ニ の 話 を 遮っ て こう 言い まし た 。「 ド ゥ ー チ ェ . 現 代 の 意味 で の 思想 家 、 哲 学者 、 芸 術 家 は プラ 
トン な ら 国 家 か ら 追 放さ れ て いた だ ろう と いう こと に 注意 し て くだ さい 。 プ ラ ト ン が 理想 国家 


は な い 。 


「 そ れ で は 、 我 々 は 賢者 に つい て 話し て いる の で す 」 と ムッ ソリ ー ニ は 微笑 みな が ら 言 っ た 。 


新 イ タリ ア の 神話 


人 種 は 通常 、 具 体 的 、 自 然 主義 的 運命 論 的 な 要素 と 考え られ て いま す が 、 私 の 本 の 中 で 私 は 
動 的 な 概念 を 支持 し まし た 。 つ まり 、 新 し い 人 種 が 形成 され る 一 方 で 、 他 の 人 種 は 内 的 、 精 神 的 
な 要因 、 ま た は 私 が 「」 と 呼ん だ も の の 結果 と し て 突然 変異 し た り 消 滅 し た りす る 可能 性 が あ 

る と いう こと で す 。 内 な る 競争 。 例 と し て 、 私 は 同じ ユダ ヤ 人 の タイ プ を 指摘 し まし た が 、 そ 
れ は 宗教 に 由来 する も の で は あり ませ ん 。 
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元々 は 純粋 な 人 種 で し た が 、 千 年 の 伝統 に よっ て 形作ら れ ま し た 。 そ し て 今日 で は 、 
ヤン キー タイ プ は 、 ア メリ カ の 文明 また は 疑似 文明 の 影響 下 で 生ま れ た 信じ られ な 
い ほ どの 民族 の 混合 を 特徴 付け る 特別 な 特徴 を 持っ て いま す 。 私 た ちの 議論 の 中 で 、 
ムッ ソリ ー ニ は この 考え を 「 積 極 的 な 人 種差 別 」 の 基礎 と し て 疑い な く 受け 入れ 、 そ 
れ は ファ シズ ム の 最高 の 野望 の 創造 的 目標 と 密接 に 関係 し て お り 、 理 想 は こう し て 
次 の と お り で あっ た : 内 部 要因 の 作用 、 厳 格 な 規律 、 そ し て 高い 理想 的 忠 張 が な けれ 
ば な ら な か っ た イタ リア 人 の 異質 な 本 質 か ら ゆ っ くり と 形成 され 、 新 し い タ イプ の エ 
リー ト 、「 フ ァ シ スト 人 類 」 を 安定 化 さ せる ドウ ー チ ェ は 私 に 、 こ の タイ プ の プロ セス 
が 達成 で きる 健全 性 を 確信 し て いる と 語っ た : 級 自身 も 驚い た と 述べ た 青年 部 門 の リ 
ッ ト リ オ と 黒 シ ャ ツ の 人 々 の 間 で 、 行 動 の 面 だ け で な く 、 身 体 的 、 身 体 的 特徴 の 面 で 
も 、 あ た か も 自然 選択 と 形成 効果 の 結果 で ある か の よう に 、 新 し い タ イプ が 何 度 も 見 
られ まし た 。 本 。 


残念 な こと に 、 こ れ ら の 始ま り は 破壊 され まし た 。 イ タリ ア の 崩壊 に より 、 新 た な 最高 
の 種族 で は な く 、 我 々 の 劣っ た 種族 が 頂点 に 立っ て 「 解 放 」 と 「 第 二 の リ ソル ジ メ ン 
ト 」 の 栄光 を 定義 する 運命 に あっ た の で す 。 


政治 的 お よび 精神 的 な 人 種差 別 は 、 「 神 話 」、 つ まり 、 与 えら れ た 集合 的 環境 の 
エネ ルギー を 結晶 化 で きる 権力 の 概念 を 持た な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は まさ に 、 優 
れ た 人 種 の 概念 で し た 。 こ の 点 に 関し て は 、 よ く 知ら れ て いま す 。 ア ー リ ア 人 の 「 神 
話 」 の 中 に ずっ と 昔 か ら 存 在 し て いま し た 。 
実際 、 人 種差 別 主義 者 だ けが 認め て いる わけ で は な く 、 イ ンド 、 イ ラン 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー 
マ の 古代 文明 、 さ ら に は ドイ ツ 文 明 も 、 統 一 され た 人 種 的 ルー ツ 、 あ る い は 「 ア ー リ ア 
人 」 と 呼ば れる 元 の 先史 時 代 の 優れ た 人 種 に 由来 し て いた こと を 認め て いる 。 言 語 、 
款 教 、 権 利 の 概念 な ど を 相関 させ る の と 同じ よう に 、 共 通 の 根 を 示し ます 。 


当然 の こと な が ら 、 ド イツ の 人 種差 別 は 、 北 ゲル マン 部 族 を 信じ て 物事 を プロ 。 ド モ *・ 
ス ア [自分 た ちの 利益 を 守る た め に [方向 に 変え よう と し た 。 
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元 来 の 純粋 な 「 ア ー リ ア 人 」 人 種 の 直系 の 子孫 で ある こと 、 そ し て 北欧 ・ ア ー リ ア 人 の 思想 を 政治 
活動 と 国家 社会 主義 の 世界 観 の 中 心 に 据え る こと 。 し か し 、 そ の よう な 独占 的 な 主張 に は 重大 な 
根拠 が 欠け て いま す 。 同 じ 前 提 を 使っ て 、 私 は ファ シス ト 人 種差 別 の 中 心 的 な 参照 点 と し て ロー 
マ ・ ア ー リ ア 人 の 考え 方 を 提示 し まし た 。 そ れ は 、 同 じ ア ー リ ア 人 の ルー ツ か ら 区 別 さ れ て 、 そ の 独 
創 的 で 勇敢 な ロー マ の イメ ー ジ を 形作っ た 勢力 に 関す る も の で す 。 ロ ー マ ・ ア ー リ ア 人 の 考え 方 

は 、 北 欧 x* ア ー リ ア 人 の 考え 方 と 同様 に 、 そ の 自律 性 と 独自 の 尊厳 を 維持 し て いま す 。 そ れ は 私 た ち 
の 運動 に お いて これ ら の こと の 両方 を 保証 し 、 国 家 社 会 主義 の 概念 に 従っ て いる と いう あら ゆる 
疑惑 を 取り 除く こと が で きま す 。 そ れ で も 、 そ れ は それ ら と の つなが り を 失う こと は な く 、 逆 に 、 は 
る か に 優れ た 価値 観 や スタ イル 要素 と つなが る と いう 名 の 下 に それ ら を 克服 し ます 。 


そし て 普遍 的 な 伝統 。 

ムッ ソリ ー ニ は 、 私 の 本 の この 部 分 が 特に 興味 を そそ られ た と 私 に 語っ た 。 彼 は 以前 、「 私 
た ち は ロ ー マ 時 代 の イタ リア を 夢見 て いる 」 と 語っ て いた 。 ロ ー マ ・ ア ー リ ア 人 の 考え 方 を 単なる 修 
辞 的 、 学 術 的 な 考え 方 と し て で は な く 、 何 より も 人 生 観 (「 精 神 の 人 種 」) と し て 、 次 に 性 格 と ス 
タイ ル と し て 形成 する 力 と し て 戻す た め に 、 こ の 公式 を 規定 する 機会 が 訪れ た 。 行 動 (「 魂 の 種 
族 」) 、 そ し て 最終 的 に は 、 可 能 で あれ ば 新しい 身体 的 、 物 理 的 な タイ プ (「 体 の 種族 」) と し て 
も 、 外 見 が 内 面 の 種族 の 価値 ある 表現 と な る よう に 。 逆 に 、「 地 中 海 」 の 混合 と 「 ろ く で な し の 兄 
弟 愛 」 に つい て 話し て 、 我 が 国 の 人 々 の 疑わ し い 要 素 を 制限 し 、 修 正 し て くだ さい 。 


(ムッ ソリ ー ニ は 、 い わ ゆ る 「 ラ テン 系 」 に つい て すでに その よう な コメ ント を し て いま し た ) 神 聖 
ロー マ 帝 国 の 遺産 と 精神 的 に 調和 し て 、 こ れ は 積極 的 な 人 種差 別 の 最大 の 計画 で あり 、 ム ッ ソ リ 
ー ニ は それ を 受け 入れ る 準備 が で き て いま し た 。 私 た ちの 会 話 の 中 で 、Duce 氏 は いく つか の 技 
術 的 な 問題 、 特 に 遺伝 に つい て 触れ まし た 。 次 に 、 い くつ か の 実践 的 な 取り 組み に つい て 話し まし 
た 。 そ れ ら に つい て は 次 の 記事 で 書き ます 。 し か し 、 こ こ で も うー つ 言 及 し な けれ ば な ら な いこ と 
が あり ます 。 人 種差 別に つい て 話す と き 、 あ る 人 は 
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人 々 は 反 ユ ダ ヤ や 主義 、 強 制 収容 所 、 ガ ス 室 な どの こと し か 理解 し て いま せん 。 こ こ 
で 、 深 刻 な 人 種差 別に と っ て 反 ユ ダ ヤ 主 義 は 、 そ れ 自 体 が 特別 か つ 二 次 的 な 問題 を 
提示 する だ け で あり 、 主 要 な 問題 で は まっ た く な いこ と を 明確 に し な けれ ば な り ま 
せん 。 こ の 場合 ユダ ヤ 人 の 脅威 は 疑い な く 存在 し ます が 、 そ れ は 外部 的 な 危険 と 
いう より むし ろ 内 部 的 な 危険 と し て 感じ られ 、 定 義 さ れる 必要 が あり ます 。 こ れ が 、 
私 が 定式 化し た 考え の 主要 な 点 だ っ た 。「 ア ー リ ア 人 」 で あり 、 肉 体 と 血 が 「 純 粋 
な 人 種 」 で ある こと は 、 精 神 と 性 格 が 「 次 の 人 種 」 で は ユダ ヤ 人 で ある な ら ば 、 ほ と 
ん ど 役 に 立た な い 。 「 東 方 人 種 」 の 男性 、 ま た は その 種 の 他 の 誰か 。 し た が っ て 、 も 
し 人 が 「 ア ー リ ア 人 」 に つい て 真剣 に 語る な ら ば 、 そ の 人 は 大 き な 責 任 を 負う こと に 
な る 。 そ こ で 、 狂 信 や 陰謀 を 一 切 せ ず に 、 核 心 問題 に 注意 を 払い 、 そ れ ぞ れ に 自分 の 
考え を 与え な が ら 、 人 種 問題 を 解決 する 機会 が 現れ まし た 。 私 の 公式 を 承認 し て 、 
ムッ ソリ ー ニ は ファ シス ト の 人 種差 別 と 人 種差 別 を 区 別 す る この 思想 の 領域 に 参 
人 入 し よう と し て いた 。 


国家 社会 主義 的 な も の は 極端 で よく 考え られ て いな い 側 面 が あり ます 。 
血 と 精神 


ムッ ソリ ー ニ が 私 の 以前 の 記事 で 提示 し た 議論 を 検討 し た 後 、 私 は 彼 に 、 私 の 人 種 
問題 の 分 類 へ の 承認 は 、 私 自身 が すでに 海外 で 立ち 上 げ て いた 取り 組み へ の 助け 
に な る だ ろう と 伝え まし た 。 実 際 、 私 は 長い 間 、 ド イツ の 特定 の サー クル と 連絡 を 取 
り 、 会 議 や プレ ゼン テー ショ ン に ゲス ト と し て 参加 し て お り 、 人 種 問題 も 私 が 話し 
合っ た 話題 の 一 つ で し た 。 私 の 公式 は 特別 な 関心 を 呼び 起こ し 、 ロ ー マ ・ ア ー リ ア 神 
話 と 北欧 ・ ア ー リ ア 神 話 の 出会い に 深い 協力 関係 の 基礎 が 見 られ る よう に な り ま し 
た 。 


枢軸 国 の 政治 的 結合 を 精神 的 に 強化 する こと が で きる 神話 。 そ こ で 、 こ の 目的 の た 
め に 新しい イタ ロロ ゲル マン 誌 を 創刊 する こと が 話題 と な っ た 。 そ し て 、 こ れ は 私 の 
ドイ ツ 人 の 友人 た ち に と っ て 何より も 興味 深い こと で し た 。 な ぜ な ら 、 生 物 学 的 、 唯 
物 論 的 、 そ し て 頑固 な 国家 主義 的 人 種差 別に 対す る 特に 必要 な 批判 は 、 国 民 の 立場 
か ら は 決し て 容 説 されない から で す 。 
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ドイ ツ 人 、 イ タリ ア 人 作家 の 発言 は また 違っ た 受け 止め られ 方 を し た だ ろう 。 


私 は これ ら す べ て を ムッ ソリ ー ニ に 渡し 、 彼 の お 世辞 以上 の 評価 を 理由 に 、 そ の よう な 
取り 組み を 開発 し 、 私 の 公式 を 公式 の ファ ンス ト の も の と し て 提示 する 権利 を 私 に 許し て も 
ら え る か どう か 尋ね まし た 。 
も ちろ ん ムッ ソリ ー ニ は 表 定 的 に 答え た 。 こ うし て 彼 は 、 現 在 執筆 中 の 私 の 本 の ドイ ツ 語 翻 
訳 に ファ シス ト の 祝福 を 与え る 権利 を 私 に 与え て くれ た (その ドイ ツ 語 名 は 「 フ ァ シ スト 人 
種 主義 の 総合 」、Grundrisse der faschistischen Rassenlehre、Runge Verlag、Berlin) 。 
高い 承認 の シー ル 。 


ジャ ー ナ ルプ ロジ ェクト に つい て は 、「Blood and Spirit -」 と 名 付け られ まし た 。 
世界 観 と 人 種 の 問題 に 関す る イタ リア < ゲル マン の 雑誌 」 と ムッ ソリ ー ニ も 私 に 話し 、 彼 も そ 
れ を 認め て いる と 語っ た 。 フ ァ シ スト 党 と 国家 社会 主義 党 の 両方 の 編集 の 下 で 、 そ れ に 応じ 
て 配布 する た め に 、 二 か 国語 で 出版 する こと が で きた 。 し か し 、 ム ッ ソ リー ニニ は 、 こ の 雑誌 の ス 
タッ フ 候 補 と 調整 し て 、 ま ず そ の 主要 な 点 を 定義 し た いと 考え た 。 


そし て ここ で 私 は 、 多 か れ 少 な か れ 適格 な 要素 を 集め て 合意 に 導く こと を 意味 する 、 や 
や 不快 な 仕事 を 始め まし た 。 大 衆 文化 省 の 人 種 局長 官 で ある グイ ド ・ ラ ンド ラ 氏 は 、 事 情 に よ 
り 人 種差 別 主義 者 で あっ た が 、6 月 25 日 (ヘッ ソリ ー ニ が クー デ タ ー で 失脚 し た と き ) 以 降 に 
「 非 武装 化 」 し た が 、 よ り 適任 で 準備 の 整っ た ファ シス ト と 交代 する こと に 成功 し た 。 ア ル ベ 
ルト ッ ル キー ニ 博 士 の 国際 的 な つなが り は 貴重 で す 。 


彼 の 同意 に より 、 知 られ て いる よう に 、 フ ァ シ ズム の さま ざま な 分 野 で すぐ に 指名 され た 人 々 
と の 多く の 困難 な 会 議 が 組織 され まし た (彼ら 5 が どの よう な ファ シス ト 的 で 人 種差 別 的 な 
目標 を 達成 し た か を 見 る た め に 、 名 前 を 付け る の は 危険 で す ) 。 最 終 的 に 、 目 的 の プロ グラ 
ム ポイ ント を 定義 し まし た 。 私 は それ ら を 個人 的 に ムッ ソリ ー ニ に 贈呈 し まし た 。 彼 は 全面 
的 に 受け 入れ て くれ た の で 、 そ の 後 は 順番 に ベル リン に 行こ うと 話し まし た 。 
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類似 し た 組織 活動 を 行う こと 。 ド イツ の 首都 で 、 私 は アル フレ ッ ド : ロ ー ゼ ン バ 
ー グ 、 ヴ ァ ル ター グロ ー ス 、 そ の 他 の 人 々 と の つなが り を 再 確立 し 、 定 式 化 さ れ 
た 論点 と ジャ ー ナ ル の 方 向 性 に つい て 議論 し 始め まし た 。 し か し この 時 、 私 は 友 
人 た ち を 大 い に 困 惑 さ せ た イ タリ ア 大 使 館 の 特定 の 措置 に つい て 知り 、 重 大 な 
こと は 何 も 達 成 で きず 、 ロ ー マ に 戻ら な けれ ば な り ま せん で し た 。 そ の と き 、 私 
が 不在 中 に 起き た 妨害 行為 の こと を 知り まし た 。 第 一 に 、 最 初 の 「 人 種 宣言 の 
代表 者 た ち は 、 い くつ か の 点 で 私 を 声高 に 攻撃 し 新しい 、 よ り 有 機 的 な 方 式 が 
自分 た ち に 害 を 及ぼ すこ と を 恐れ て いた の で す 。 そ の 後 、 い くつ か の カト リッ ク 
の 陰謀 が 起こ り ま し た 。 あ る 教授 は 、 キ リス ト 教 考古 学 に 関す る 本 を 贈り た いと 
いう 前 提 で 、 ム ッ ソ リー ニ と 会 う 方 法 を 見 つけ た 。 し か し 実際 に は 、 こ の 会 議 は 、 
私 の 取り 組み の 承認 後に 生じ た カト リッ ク 圏 の 懸念 を ドウ ー チ ェ に 表明 する た 
め に 利用 され まし た 。 カ トリ ッ ク 教 徒 は 生物 学 的 な 人 種 教義 を 容認 する こと は 
で きた が 、 人 種 問題 を 「 魂 」 で 表現 する こと と 、 西 洋 で 支配 的 で ある 起源 に 疑問 
の ある 多く の 受け 入れ られ た 宗教 的 お よび 道徳 的 価値 観 を 「 ア ー リ ア 人 . 的 に 
修正 する こと に 差し 迫っ た 危険 を 感じ た 。 ド イツ チー ム と の 緊密 か つ 公 式 な 協 
力 に より 、 プ ロジ ェクト の 危険 性 は さら に 高まり まし た 。 し か し 、 イ エズ ス 会 の 外 
交 を 持っ た この 男 は 、 同 じ ス タイ ル で 、 選 択 原理 を 伴う 人 種 的 教義 つま り 同 一 
民族 内 の 優越 性 と 差異 は 大 衆 ナ ショ ナリ ズム の 前 提 と 一 致し な いと いう 、 傾 向 
の 強い 明る い 側面 を 提示 し よう と し た 。 私 の 不在 中 の これ ら す べ て は 、 ム ッ ソ リ 
ー ニ に いく ら か の 当惑 を 引き 起こ し 、 そ れ は 私 が ベル リン で 感じ た 反映 で し た 。 
私 は 説明 と さら な る 命令 を 求め 、 答 え を 待ち まし た 。 一 方 で 、 私 の 取り 組み の も 
う 1 つが ルキ ー ニ を 通じ て 許可 され る 可能 性 が あり ます 。 


主題 と な っ た の は 、 初 の 系 統 的 な 調査 結果 で ある 『 イ タリ ア 人 種 地図 帳 』 
の 印刷 で あっ た 。 
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ナン セン ス で す 。 人 種 は 、 人 々 と 同一 視 す る こと が で き な い 基本 的 な 現実 で す 。 人 々 の 競争 で は 、 
現在 支配 的 な 特定 の 要素 が 後 で 他 の 要素 に 取っ て 代わ られ る さま ざま な 組み 合わ せ が 発生 し 
ます 。 主 題 は その よう な コン ポー ネン ト の 最初 の 研究 で し た 。 イ タリ ア の さま ざま な 地域 で は 、 
知事 は 特定 の 典型 的 な 古い 家族 を マー ク す る 必要 が あり 、 そ の 代表 者 は 特別 委員 会 に よっ て 評 
価 さ れ ま し た 。 こ の 委員 会 は し キー ニ に よっ て 率い られ まし た 。 ま た 、 人 類 学 側 (身体 の 人 種 ) の 
ロッ シ 博 士 、 実 験 心理 学 の 責任 者 、「 魂 の 人 種 」 の LF ク ラウ ス 教 授 (ベル リン ) 、 そ し て 最後 に 
「 精 神 の 人 種 」 の 私 自身 で 構成 され まし た 。 そ の 結果 は 美しい 出版 物 に まとめ られ 、 私 た ちの 研 

究 で 出会っ た 最も 重要 な タイ プ 、 そ し て 最も 高度 で 元々 の 「 ロ ー マ ・ ア ー リ ア 人 」 タ イプ を まだ 
保持 し て いる 人 々 の 生き 生き と し た 写真 が 豊富 に 図解 され て いま す 。 そ の 間 、 出 来 事 は 最高 潮 に 
近づき 、 多 く の 緊 急 任務 の た め に すべ て の エネ ルギー が 集め られ な けれ ば な ら な か っ た が 、 フ 
ァ シ ズム へ の 影響 を 過小 評価 すべ き で は な い 革 命 は その 後に 起こ ら な か っ た 。 こ れ ら の 振り 返 
り 記 事 の うち 、 


知ら れ て いま す 。 

個人 的 な 性 質 の 言葉 を も う 少 し 。 ム ッ ソ リー ニ が 私 の 本 に つい て 予想 外 の 高 評価 を し て 
私 に 話し か けた 後 、 そ れ が どの よう な 印象 を 与え た の か 知り た か っ た の で 、 そ れ を 報道 機関 に 反 
映す る よう に パ ヴ ォ リー ニニ に 言い まし た 。 こ うし て 、 あ る 有名 な 「 巻 紙 」 が 新聞 社 に 送ら れ た の で 
ある 。 し か し 、 最 近 で は こう し た 指令 が 数 多く あり 、 そ れ ら の 指令 が 実行 され る こと は ほとん ど 
あり ませ ん で し た 。 そ し て 事実 上 すべ て の イタ リア の 「 知 識 人 」 は 、 何 が あっ て も 「 人 種差 別 的 」 
思想 を 妨害 する こと に 同意 し て いた 一 一 [この 理由 で ] 大 義 を 注い だ の だ 。 そ の 結果 、「 大 手 マス 
コミ 」 は 私 の 本 に 関す る 記事 を ほとん ど 掲 載 し ませ ん で し た 。 こ れ に ムッ ソリ ー ニ は 腹 を 立て 、 
より 断固 と し た 命令 を 出し た 。 当 然 の こと な が ら 、 記 事 の 雨 が 続き 、 当 然 の こと な が ら 、 そ の すべ 
て が 高い 評価 を 与え て いま し た 。 そ の 結果 、 私 の 名 前 は 、 私 の 他 の 本 で は お そら く 得 ら れ な か っ 
た で あろ う 名 声 を 獲得 し まし た 。 そ し て 多く の 


62 


Machine Translated by Google 


ファ シズ ム 、 人 種 、 世 界 観 


彼ら は 私 の こと を 「 人 種差 別 主 義 者 」 と し て し か 知り ませ ん で し た が 、 そ の 名 声 は 今日 まで 存在 し て いま す 。 

し か し 、 私 が 言っ た よう に 、 イ タリ ア と ドイ ツ の 両方 で この 分 野 で すでに 見 られ る 可能 性 の 
ある 逸脱 を 防 ざ た いと いう 思い か ら 、 政 治 的 伝統 的 な 考え 方 の は る か に 大 き な ア ン サ ン ブ 
ル を 策定 する 一 環 と し て 、 私 は 誤っ て 人 種差 別 を 掘り し 下げ て し まい まし た 。 


こう し た すべ て を 経て も 、 イ タリ ア ・ フ ァ シ ズム に は 優れ た 人 種 の 創造 に お いて 人 種 
的 核心 は な く 、 血 へ の 関心 も な いと 主張 する の は 最も 妄想 的 な 人 だ け だ 。 そ れ で も 、 こ の 点 
を さら に 理解 させ る た め に 、 イ タリ ア 語 の 問題 に 関連 する 他 の いく つか の 興味 深い 事実 を 
軽視 し て み ま す 。 
コロ ニー。 

この 記事 の 歴史 部 分 で は 、 イ タリ ア の 人 口 過 剰 の 問題 と 、 イ タリ ア 国 民 に 生活 空間 を 
提供 する 領土 拡大 と 植民 地 へ の 願望 を 軽視 し まし た 。 フ ァ シ ズム が 権力 を 掌握 し 、 そ の 後 
イタ リア の 生活 が 改善 され る と 、 祖 国 を 離れ て 海外 に 住ん で いた 多く の イタ リア 人 が 戻っ 
て き 始 め た 。 


1913 年 に は 90 万 人 の イタ リア 人 が 移住 し 、1925 年 に は 320 人 、1926 年 に は 280 人 が 移住 
し 、 昨 年 は 15 万 人 の イタ リア 人 が イタ リア に 帰国 し た 。 し た が っ て 、 イ タリ ア は 植民 地 へ の 
人 口 の 再 定住 に 向け て 取り 組み まし た が 、 そ こ で は 人 種 関係 の 問題 が 顕在 化し 始め 、 そ の 
結果 、 特 に イタ ロ x・ バ ル ボ が 統治 する よう に な っ た リビア 植民 地 に お いて 、 い くつ か の 注目 す 
べき 事柄 が 生じ まし た 。 


「 彼 は イタ リア の 物事 の 枠組 み に 最 も 適合 する と 考え た リビア 人 を 支持 し た 。 
彼 は 治 岸 地域 の 人 々 を 「 地 中 海 文明 の 影響 を 受け た 優れ た 民族 」 で あり 、 新 し 
い フ ァ シ スト の 価値 観 や 制度 を 吸収 で きる と 考え て いた た め 、 彼 ら を 賞賛 し た 。 
彼 は 、 フ ェ ザ ー ン の 黒人 は その レベ ル に 達し て お ら ず 、 


軍政 下 で は 自由 に させ な けれ ば な ら な い 。 
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彼 は また 、 ヨ ー ロ ッ パ の 「 威 信 」 が か か っ て いる と き に は 非常 に 厳格 だ っ た 。 路 上 で 
イタ リア 人 女性 に 「 体 を 触っ た 」 と し て 告訴 され た リビア 人 2 人 が 、「 人 種 的 威信 を 
受 害 し た 」 と し て 懲役 8 年 の 判決 を 受け た 。 外 国人 ジャ ー ナ リス ト は 、 イ タリ ア 人 が リ 
ビア 人 に 過剰 な 形式 的 散 意 を 要求 し て いる と 指摘 し た 。 あ る 英国 人 旅行 者 は 、「 北 
アフ リカ の 他 の どこ に も 見 られ な い ほ ど 、 原 住民 は 眉 根 を 寄せ て いる 」 と コメ ント し 、 
リビア 人 の 「 恥 ず か し い ほ ど 卑 劣 な 態度 」 を 指摘 し た 。 最 も 辺 部 な オア シス で あっ 
て も 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 が 現れ る と すぐ に 彼ら は 「 注 目 を 集め て 震え る 」 の で す 。 ト リポ リ 
で は 、 ブ ー ツ 黒人 た ち が フ ァ シ スト の 敬礼 を し 、「 皇 帝 陸 下 、 ム ヘッ ソ リー ニ 、 イ タリ ア 
万 歳 」 と 大 声 で 叫び 、 客 の 靴 を 掴ん だ 。 


靴 。 


し か し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 訪問 者 は また 、 バ ル ボ 政権 下 で イタ リア 人 は 、 あ る 意味 、 ヨ ー ロ 
ッ パ の 植民 地政 権 に は 典型 的 で は な い 、 驚 く ほ ど 非 公式 で 気さく な 態度 で リビア 人 
を 扱っ た と 述べ た 。 イ タリ ア 人 は リビア 人 と 一 緒 に 畑 で 働く こと な ど 何 と も 思わ な か 
っ た 。 イ タリ ア 当 局 者 ら は リビア の 著名 人 た ち を 大 変 誠意 と 親しみ を も っ て 迎え た 。 
公共 施設 の 利用 に お ける 差別 は ほとん ど な か っ た 。 リ ビア 人 は お 人 金 に 余裕 が あれ ば 
どん な ホテ ル に も 宿泊 で き 、 公 共 交通 機関 の ファ ー ス トク ラス に 乗る こと も で き 

た 。 1938 年 に リビア を 旅行 し た 父 権 主 義 で アラ ブ 嫌 悪 の フラ ンス 人 は 、 リ ビア 人 
は ヨー ロッ パ 人 に 劣ら ず よ く 世 話さ れ て いた と 述べ た 。 少 な く と も リビア で は 、 チ ュ ニ 
ジア の と き の よ うに アラ ブ 人 の 「 徹 底 的 な 一 掃 」 の 必要 性 を 感じ て いな いと 同氏 は 


述べ た o 


この 「 小 さ な 市 民権 」 は 、 エ チオ ピア で 奉仕 し て いた イス ラム 教徒 の リビア 人 に と っ 
て 、 形 だ け の 報酬 に 相当 し た 。 そ の 対策 も 、 
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イタ リア 人 に 有利 な エリ ー ト を 生み 出す こと を 目的 と し た 。 資 格 の ある リビア 人 は 特 
定 の 権利 と 特権 を 取得 で きる よう に な り ま し た - 

主 に リビア 人 の た め の フ ァ シ スト 組織 へ の 参加 で ある 。 

イス ラム 法 に 基づく 家族 や 相続 の 権利 を 失う こと な く 。 「 小 市 民権 」 の 下 で 、 リ ビア 
人 は リビア 部 隊 で 軍人 と し て の キャ リア を 追求 する こと が で きた 。 ア ラブ 人 コミ ュ ニ 
ティ の ポ デ スタ (市 長 ) を 務め る が 、 混 合 コ ミ ュ ニ ティ で は な い 。 企 業 シ ステ ム 内 の 公 
職 に 就く 。 そ し て リビア 人 の 覚 組織 で ある Associazione Musulmana del Littorio 
に 参加 し て くだ さい 。 し か し 、 こ の 「 特 別 市 民権 」 と 引き 換え に 、 リ ビア 人 は 大 都市 市 
民権 を 申請 する 権利 を 放棄 し な けれ ば な ら な か っ た 。 さ ら に 、「 特 別 市 民権 」 は リビア 
で の み 有 効 で あっ た 。 こ れ に より 、「 ア ラブ 分 子 の 半島 へ の 流入 」 が な く な る こと が 保 
証 さ れ た 、 と パ ダ ー ノ 氏 は 述べ た 。 


- ク ラウ ディ オ <G・ セ グレ 、 イ タロ は バル ボ : フ ァ シ スト の 生涯 


これ ら の 例 は 、 イ タリ ア ・ フ ァ シ ズム 内 に 明らか に 存在 する 人 種 意識 を さら に 確固 た る も の に 
し て お り 、 そ れ は ヨー ロッ パ の 人 種 的 威信 に 関係 し て いた も の の 、 新 た に 発見 され た 人 種 的 に 劣 
っ た 主体 に 対し て は 依然 と し て 公平 で あり 、 見 られ る よう に 彼ら の 人 種 的 地位 に ふさ わし い 扱 い 
を 提供 し た も の で あっ た 。 バ ル ボ は リビア 人 と 黒人 の 違い を 強調 し て いる 。 「 小 市 民権 」 政 策 も 
同様 に に イタ リア 民族 と イタ リア 人 と の 間 に 平 等 な 立場 が な いこ と を 示し て いる 。 


イタ リア 本 土 内 の イタ リア 植民 地 出 身 者 。 市 民国 家主 義 の 構築 の 一 環 と し て 、 フ ァ ン ズム 下 の フ ァ 
シズ ム で は 、 他 の 人 種 の 一 員 が あら ゆる 意味 で イタ リア 人 と 同等 だ っ た と いう 考え は 、 「 古 典 的 
ファ シス ト .」 群 衆 の 滑稽 な 幻想 で ある 。 


イタ リア の ファ シズ ム が どの よう に 共有 し て いる か を 証明 する 、 さ ら に いく つか の 注目 すべ き 側 面 
同じ 世界 観 に お ける 国家 社会 主義 と の 共通 の ルー ツ 。 
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ファ シス ト た ち は 自 分 た ちの 権力 へ の 登 負 を 「 革 命 で ある と 同時 に 復興 」 と みな し 
た 。 こ れ は 、 あ る 意味 で 国家 社会 主義 へ の 序曲 で あっ た ドイ ツ 保 守 革 命 家 の 理想 に 非常 に 
よく 似 て いる よう に 聞こ える 。 


イタ リア の ファ シン ズム も ヨー ロッ パ 帝 国 の 設立 を 求め て お り 、 ウ スト リヤ ロフ に よれ 
ば 、 彼 ら 5 は それ を 「 ヨ ー ロ ッ パ 統一 ファ シス ト 国 家 」 と 呼ん で いた 。 


最後 に に イタ リア の 最終 的 な 統一 は 、 次 の よう な 観点 か ら だ け で な く 、 
領土 と 国家 の 分 断 だ け で な く 、 歴 史 的 な 分 断 も 克服 し た 。 自 由 主義 時 代 の 政治 家 た ち は 、 
基本 的 に イタ リア の 歴史 の 「 関 連 性 」 を ガリ バル ディ と カミ ッ ロ の 時 代 に 限定 し て いた 。 
一 方 、 フ ァ シ ズム は イタ リア の 歴史 の 統一 性 を 積極 的 に 回 復 し 、 古 代 ロ ー マ だ け で な く 中 
世 イ タリ ア や ルネ ッ サ ンス 期 の イタ リア を も 現代 史 に 結び 付け て 結び つけ 、 血 と 精神 ( あ 
る い は 血 と 伝統 ) が 持つ 価値 を 指摘 し た 。 後 者 の 言葉 は 、 エ ヴォ ラ / ゲ ノン の 大 文字 の 意味 
で 理解 され ます T 伝統 ) は 、 時 代 を 超え て 受け 継が れ て いま す 。 マ キャ ヴェ ッ リ が 王子 に 
終止 符 を 打っ た 詩 を 引用 する と 、「 antico valore negli italici cuor non e ancor 
morto - 古代 の 勇気 は イタ リア 人 の 心 の 中 で 死ん で いな いか ら で す 。」 
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この 記事 の 結論 に 達し まし た 。 こ の 記事 が 、 ム ッ ソ リー ニニ が 多く の 人 々 と 対等 な 立場 に ある と し て 、 
彼 が どれ ほど の 尊敬 に 値する か を 私 た ちの 同志 た ち が 認 識 す る の に 実際 に 役立つ こと を 私 た ち 
の 心から の 願い で す 。 

私 た ちの 他 の チャ ン ピ オン た ち 。 彼 は ヒト ラー で は な か っ た か も し れ な い が 、 そ れ で も 私 た ちの 
価値 観 の 素晴らし し 先駆 者 で あり 、 そ れ は 、 

イタ リア の 国民 性 を 凝縮 し た レン ズ .。 彼 の 歴史 の 中 で 、 

ムッ ソリ ー ニ の 役割 は イタ リア 人 に と っ て 、 ヒ トラ ー が ドイ ツ 人 に と っ て 重要 だ っ た の と 同じ くら 
い 重 要 で し た が 、 も ちろ ん 、 私 た ちの 世界 観 の 中 で の 彼 の 位置 と いう 点 で は 後者 の ほう が より 高い 
位置 を 占め る で し ょ う 。 彼 は マキ ャ ベリ の 王子 で あり 、 リ ソル ジメント の 仕事 を 最終 的 に 完成 さ 
せ 、 エ ヴォ ラ の 人 種 主義 が 実施 され れ ば 優れ た 人 種 国家 に 昇格 する で あろ う 統 一 イタ リア 人 を 
創設 する た め に 派遣 され た 。 ム ッ ソ リー ニ の 未完 の 作品 の 悲劇 は 、 そ の 時 代 の すべ て の チャ ン ピ オ 
ン が 共有 し た の と 同じ 悲劇 で す 。 


この 記事 の 締め くく り と し て 、 ム ッ ソ リー ニ の 最期 の 物語 、 少 な く と も この 物語 が 語ら れる 方 
法 の 一 つ を 伝え た い の で 、 そ の 歴史 的 正確 人 性 を 主張 する の で は な く 、 代 わり に この 特定 の 再 話 の 
劇 的 な 性 質 に 焦点 を 当て ます 。 


4 月 26 日 か ら 27 日 の 夜 、 ヘ ッ ソ リー ニニ は 愛人 の クラ ラ ・ ペ タッ チ と と も に 、 国 境 を 越え よう と す 
る ドイ ツ 兵 200 名 に 加わ る 。 ト ラッ ク の 列 は 党派 の 封鎖 に よっ て 停止 され た が 、 指 揮 官 は ドイ ツ 人 


の み が 通 行 で きる と いう 条件 で 列 の 進行 を 許可 し た 。 ド イツ 軍 将 校 は ムッ ソリ ー ニ に 対し 、 ド イツ 
空軍 士官 の 制服 を 着 て 変装 し 、 ト ラッ ク の 1 台 で 他 の ドイ ツ 軍 兵士 の 中 に 隠れ る よう 提案 する 。 


パル チ ザ ン は トラ ッ ク を 調査 し 、 も ちろ ん その うち の 1 人 が 彼 に 気づき まし た 。 


67 


Machine Translated by Google 


DVX 


彼 と クラ ラ は ドン ゴ 村 の 農民 の 家 で 一 夜 を 過ごし ます が 、 ム ッ ソ リー ニニ 逮捕 の 知ら せ は す 
で に 連合 国 に 届い て いま し た 。 
この 命令 は 英国 の 課 報 機関 と 英国 の 謀 報 機関 の 間 で 衝突 を 引き 起こ す 。 
この よう な 重要 な 賞品 の 所 有 権 を めぐ っ て 米国 特に チャ ー チ ル は ムッ ソリ ー ニ と の か つて の や り 
取り を 心配 し て お り 、 誰 か に 尋問 され る 前 に 彼 を 排除 し た いと 考え て いる 。 


アウ ディ ジオ 大 佐 は 率先 し て ムッ ソリ ー ニ と クラ ラ を 秘密 裏 に スイ ス に 移送 する た め に 派 
遣 さ れ た と 偽っ て 別 の 場所 に 移送 する 。 乗 車 中 、 ヘ ムッ ソリ ー ニ は 静か で 、 定 期 的 に 眠り に 落ち 、 あ 
ご が 胸 に 当たる まで 頭 を 下げ て いた 。 処 刑 に 適し た 場所 を 見 つけ た アウ ディ シオ は 、 運 転 手 に 車 
を 止め る よう に 頼み ます 。 彼 は ムッ ソリ ー ニ に 車 か ら 降 り る よう 命令 し た が 、 ム ッ ソ リー ニニ は 折 議 
も 抵抗 も せ ず に 従っ た 。 


彼 の 歩き 方 は 重く 、 右 足 を わずか に 引き ずり 、 ブ ー ツ の 片方 の ジッ パー が 外れ て いた 。 運 命 
の 皮肉 、 ド イツ 軍 の 軍服 を 着 て 生涯 を 終え る こと に な る 。 数 分 後 、 ク ララ は 車 か ら 飛 び 降 り て 彼 の 
後 を 追い か け ま し た 。 ム ッ ソ リー ニニ が 立つ よう に 命じ られ た 場所 に 立っ た と き 、 彼 女 は 彼 の 側 に 立 
ち 、 そ の 勇気 は その 場 に いた パル チ ザ ン の 一 部 に 衝撃 を 与え た 。 


大 佐 は 彼女 の こと な ど 気 に も 留め ず 、 一 枚 の 紙 を 広げ て ムッ ソリ ー ニ の 処刑 命令 を 読み 上 
げた 。 し か し 、 ム ッ ソ リー ニニ は 聞く 耳 も 持た な か っ た よう で 、 頭 を 下げ て 厳 下 な 姿勢 で 地面 の どこ 
か を 見 つめ て いた -。 命 令 が 全文 読み 上 げ ら れる と 、 パ ル チ ザ ン は クラ ラ に ムッ ソリ ー ニ の 肩 を 掴 
み 、 一 緒 に 死に た く な けれ ば 邪魔 に な ら な いよ う 命 じ た 。 彼 女 は 彼 を も っ と 強く 掴ん だ だ け だ っ 
た 。 


彼 は た だ そこ に 立っ て 、 寒 さ に わずか に 震え 、 唇 を 青く し て 、 自 分 自身 パパ ル チ ザ ン 、 彼 女 、 あ 
る い は お そら く 神 に 向かっ て 理解 で き な い 何 か を つぶ や いて いた 。 
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最後 の 時 間 


大 佐 が 機関 続 の 引き 金 を 引い た と き 、 何 も 起こ り ま せん で し た 。 シ ュー ト は 続か な 
か っ た 。 彼 は 機関 銃 を 発射 し 、 再 び 引 き 金 を 引い た が … や は り 何 も 起 こら な か っ た 。 次 に 
彼 は 拳銃 に 手 を 伸ばし 、 ム ッ ソ リー ニニ に 向け る と … や は り 発 砲 を 拒否 し た 。 暗 く て 寒気 を 
誘う 神秘 的 な 恐怖 の 瞬間 が パル チ ザ ン た ち に 降り か か る 。 大 佐 は 緊張 し な が ら コ ミッ シ 
ョ ナー に 来る よう 命令 し 、 コ ミッ ショ ナー は 急い で 駆け 寄り 機関 銃 を 手渡 し た 。 


その 短い 間 、 非 武装 の 大 佐 が 事実 上 一 対 一 で ムッ ソリ ー ニ の 隣 に 立っ た と き 、 彼 ら 
の すぐ 後ろ に は 湖 が あり 、 周 囲 に は 山 と 森 が あり 、 必 死に 逃げ て 生き 延び よう と する 十 
分 な 時 間 が あり まし た 。 代 わり に 、 カ ッ プ ル は その 場 に 根 を 張っ て 立ち 止ま り ま し た 。 


最後 に 、 こ の 不安 な 瞬間 の 耳 を つん ざく よう な 沈黙 に き 裂 く 銃声 が 聞こ え 、 続 い 
て 女性 の 叫び 声 が 聞こ え 、 ム ッ ソ リー ニニ は 音 も 立て ず に 地面 に 倒れ た 。 死 亡 時 刻 は 午後 
4 時 10 分 

ムッ ソリ ー ニ と クラ ラ ・ ペ タッ チ の 死体 に 対す る 野 窒 な 扱い の 詳細 に は 立ち 入ら な 
い 。 ム ッ ソ リー ニ の 遺体 は 最終 的 に 、 ム ソ ッ ス 墓地 の 標識 の な い 墓 に 埋葬 され る こと に な 
る 。 1946 年 、 ド メニ コ : レ ッ チ シ 率 いる 若い ファ シン スト の グル ー プ が 遺体 を 発見 < 発掘 
し 、「 新 生 イ タリ ア 」 当 局 の 目 を 避け て 遺体 を あちこち に 移動 させ た 。 遺 体 が 最終 的 に ム 
ッ ソ リー ニ の 生誕 地 プ レダ ッ ピ オ の 地下 室 に 安置 され る まで に は 11 年 を 要 し た 。 現 在 も 
そこ に あり 、 町 自体 は 誇り 高く 開か れ た ファ シス ト の 店 の 小さ な 砦 で あり 、 ム ッ ソ リー ニ 
の 博物 館 で も ある 。 家 族 の 家 。 


私 の 知る 限り 、 イ タリ ア の ファ シス ト は 悲 し い 歌 を 歌わ ず 、 せ い ぜ い ほろ 苦い 歌 で 、 
人 生 の 極端 さ を 受け 入れ る イタ リア 人 の 特徴 を 称賛 する も の で す 。 自 分 の 人 生 が 終わ り 
を 迎え た と いう こと を 考え る の で は な く 、 そ の 人 が 生き て きた 人 生 を 考え て くだ さい 。 終 
わっ た か ら と いっ て 悲 し む の で は な く 、 そ れ が 起こ っ た か ら 幸 せ に な っ て くだ さい 。 


ムッ ソリ ー ニ : プレ ゼン ト ! 
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